
取扱ガイドについて

■本書の見方
本書では、お車の運転操作や装備の基本的な操作、緊急時に必要な情報や、安全に関する重要な情報を抜粋して説明しています。
詳しい取り扱いについては、日産ホームページに掲載されている取扱説明書をお読みください。

● お車を安全･快適にお使いいただくため、ご使用前に必ずお読みください。

●「警告」「注意」は安全のために特に重要です。よく読んでお守りください。

● 印刷版の取扱説明書（詳細版）をご希望される方は、日産販売会社にお問い合わせください。

● 本書はお車の中に保管することをおすすめします。

■乗りはじめガイド(動画)のご案内
初めてこのお車にお乗りになる方にも安心してご利用いただけるよう、基本操作の説明動画をご用意
しております。
スマートフォン、タブレットなどで右側の二次元コードを読み取ると、簡単にアクセスいただけます。

取扱説明書（電子）
https://www.nissan.co.jp/OPTIONAL-PARTS/NAVIOM/index_leaf.html

スマートフォン、タブレットなどで右側の二次元コードを読み取ると、簡単にアクセスいただけます。
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運転席まわり

インストルメントパネル

運転する前に
インテリジェントキー P.7
タッチセンサー／ドアハンドルセンサー P.7
ドア（接近時アンロック機能／降車時オートロック機能） P.7
パワースイッチ P.8

運転姿勢調整
前席シート P.9
パーソナルドライビングポジションメモリーシステム★ P.10
ハンドルの調節 P.10
ドアミラースイッチ P.11
インテリジェント ルームミラー★ P.11

走行中の操作
シフトスイッチ P.12
e-Pedal Step P.12
ドライブモードセレクター P.13
オートブレーキホールド P.13
先進事故自動通報システム P.14
ドライブレコーダー★ P.14

視界、空調調整
ライトスイッチ P.15
ワイパー P.16

（フロント）オートエアコン P.16
ステアリングヒーター★ P.17

走行支援機能
プロパイロットの使いかた P.19

メーターの見かた
ヘッドアップディスプレイ★ P.20
アドバンスドドライブアシストディスプレイ P.20
メーター警告灯・表示灯 P.20

その他室内装備
ワイヤレス充電器★ P.24
AC外部給電コネクター（V2L（普通充電ポート）） P.24
100V AC電源（1500W）★ P.25
USB 電源ポート P.25

駐車する
電動パーキングブレーキ P.26
インテリジェント アラウンドビューモニター★ P.26
プロパイロット パーキング★ P.26
プロパイロット リモート パーキング★ P.27
リモコンオートバックドア★ P.27

充電する
充電の種類 P.29
充電ケーブル（コントロールボックス付）★ P.30
充電ポート、充電インジケーター P.30
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充電をする P.31
タイマー機能を使う P.31
充電コネクタロック P.33

NissanConnectインフォテインメントシステム

各部の名称と機能 P.34
機器接続（Bluetooth®対応機器の接続） P.36
Google アプリおよびサービスについて★ P.36
Google アプリおよびサービスの利用にあたって必要
なこと P.36
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運転席まわり
5☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

運転席まわり

回生ブレーキコントロールパドル★（ P.12）
ワイパー・ウォッシャースイッチ（ P.16）
シフトスイッチ（ P.12）
アドバンスド アンビエント ライティング★
ドライブモードセレクター（ P.13）
e-Pedal スイッチ（ P.13）
プロパイロット パーキングスイッチ★（ P.26）
カップホルダー
ワイヤレス充電器★（ P.24）
USB電源ポート（ P.25）
ステアリングスイッチ（左）
-プロパイロット（ P.19）
-ボリューム（ P.34）
ドライバーモニターカメラ★
ライトスイッチ（ P.15）
方向指示器スイッチ

リヤフォグランプスイッチ★
イルミネーションコントロールスイッチ
ODO TRIPスイッチ
ステアリングスイッチ（右）
-アドバンスドドライブアシストディスプレイ（ P.20）
-オーディオ（ P.34）
-ボイスアシスタント
-ハンズフリーフォン（ P.35）
ボンネットオープナー

※参照ページがない装備については、取扱説明書（電子）をご確
認ください。
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インストルメントパネル

センターディスプレイ（NissanConnectインフォテイン
メントシステム）
助手席SRSエアバッグ
オートエアコンシステム（ P.16）
リヤデフォッガースイッチ
CAMERAスイッチ★（ P.34）
オーディオスイッチ（ P.34）
非常点滅表示灯スイッチ
グローブボックス
発炎筒
インストアンダーボックス
HDMI端子★（ P.35）
USB電源ポート（ P.25）
後席ヒーターシートスイッチ★
100V AC電源（1500W）★（ P.25）
ETCユニット★

ハンドル位置調節レバー（ P.10）
充電インジケーター（ P.30）
パワースイッチ（ P.8）
ヘッドアップディスプレイ★（ P.20）
メーター（ P.20）
オートブレーキホールドスイッチ（ P.13）
電動パーキングブレーキスイッチ（ P.26）
リモコンオートバックドア運転席スイッチ★（ P.27）
ハンドル支援スイッチ
VDC OFFスイッチ★
100V AC電源（1500W）メインスイッチ★（ P.25）
ヘッドアップディスプレイスイッチ★（ P.20）
ステアリングヒータースイッチ★（ P.17）
運転席SRSエアバッグ

※参照ページがない装備については、取扱説明書（電子）をご確
認ください。
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7☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

運転する前に

インテリジェントキー

インテリジェントキーの形状は車両仕様により異なります。

タッチセンサー／ドアハンドルセンサー

タッチセンサー・・・センサーに触れると、ドアを施錠・解錠で
きます。
ドアハンドルセンサー・・・インテリジェントキーを携帯してい
る状態で握ると解錠します。

ドア（接近時アンロック機能／降車時オートロック機
能）

接近時アンロック機能
インテリジェントキーを携帯して車に近づくと自動で車両が解錠
されます。
降車時オートロック機能
EVシステムを停止したあと、ドア開閉をしてからインテリジェン
トキーを携帯して車から離れると自動で車両が施錠されます。
降車時オートロック機能によりドアが施錠されると、アンサー
バック機能で非常点滅表示灯が1回点滅します。車両から離れる
ときは、アンサーバック機能で施錠されていることを確認してく
ださい。
●アドバンスドドライブアシストディスプレイで、接近時アン
ロック機能と降車時オートロック機能のON・OFFを切り替え
られます。
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電動格納式アウトサイドドアハンドル（フロント）
この車両の前席ドアハンドルは格納式です。
次のいずれかの条件が満たされると、ドアハンドルが格納位置か
ら出てきます。
●インテリジェントキーを持って車に近づいたとき
●解錠されたとき
次のいずれかの条件が満たされると、ドアハンドルが格納されま
す。
●施錠したあと、インテリジェントキーを持って車から離れたと
き

●施錠してから5分ほど経過したとき

パワースイッチ

パワースイッチについて
インテリジェントキーを携帯しているとき、＜パワースイッチ＞
で次の操作ができます。
●ブレーキペダルを踏み込んだ状態で＜パワースイッチ＞を押す
と、 EV システムの始動・停止ができます。

● EV システム停止状態でブレーキペダルを踏まずに＜パワース
イッチ＞を押すと、モードが切り替わります。
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9☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

運転姿勢調整

前席シート

シート調節
パワーシート

マニュアルシート
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パーソナルドライビングポジションメモリーシステ
ム★

あらかじめ運転ポジションを登録することで、登録した運転ポジ
ションを＜メモリースイッチ＞で呼び出すことができる機能です。

スイッチメモリー機能の使いかた
2 名分の運転ポジションを登録して呼び出すことができます。
1. 正しい運転姿勢が取れる運転ポジションに調節します。
2. スイッチ を押し、5 秒以内に登録させたい方のスイッチ

を押します。
（登録が完了すると、登録したスイッチ の表示灯が数秒間
点灯します。）

3. 呼び出すときは、記憶を呼び出したい方のスイッチ を押
します。

 知識
 

● インテリジェントキーに記憶させることもできます。詳細は取
扱説明書（電子）をご覧ください。

 

ハンドルの調節
●ハンドル左下のレバーを押し下げ、ハンドルを前後・上下に動
かします。

●適切な位置で止め、レバーを引き上げて固定します。
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運転姿勢調整
11☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

ドアミラースイッチ

ドアミラーの格納のしかた
●＜格納スイッチ＞を押すと、左右のミラーが格納されます。
●＜格納スイッチ＞をもう一度押すと、元の位置に戻ります。

ドアミラーの角度調節のしかた
●調節するミラー側の＜左右切り替えスイッチ＞を押します。（ス
イッチの表示灯が点灯）

●＜角度調節スイッチ＞を前後左右に押して、鏡面角度を調節し
ます。

インテリジェント ルームミラー★
インテリジェント ルームミラーモードに切り替えると、車両後方
にあるカメラで映し出された映像（モニター表示）に切り替わり
ます。
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走行中の操作

シフトスイッチ

シフトスイッチの使いかた

●回生ブレーキコントロールパドル付車はシフトポジションが
のとき、回生ブレーキコントロールパドルの操作で回生ブ

レーキの強さを変更することができます。

e-Pedal Step
アクセルペダルの操作のみで加減速を行い、ブレーキペダルへ踏
み替える頻度を大幅に減らすことができます。

e-Pedal Step について
● e-Pedal Step を ON にすると、回生ブレーキの効きが強くな
り、アクセルペダルの操作のみで速度調整することができるよ
うになります。

● e-Pedal Step はアクセルペダルを離したときの減速度が従来
の車より強いため、アクセルペダルを完全に離さずゆっくりと
緩めることで、なめらかに減速することができます。

●アクセルペダルを離しても減速度が足りないときおよび停車に
向けて減速するときや停車時は必ずしっかりとブレーキペダル
を踏んでください。

 知識
 

● 所定以上の減速度のときは制動灯が点灯します。
 

シフトポ
ジション 操作方法 働き

ブレーキペダルを踏みながら、
＜P＞スイッチを押します。

駐車および EV シス
テムを始動するとき

ブレーキペダルを踏みながら、
＜R＞スイッチを押します。

後退するとき

ブレーキペダルを踏みながら、
＜N＞スイッチを押します。

動力が伝わらない状
態

ブレーキペダルを踏みながら、
＜D＞または＜D/B＞★スイッ
チを押します。

通常走行するとき

★ のときに＜D/B＞★スイッチ
を押すと に切り替わります。
もう一度押すと に戻ります。

下り坂などで、強い
回生ブレーキが必要
なとき
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13☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

e-Pedal Step の使いかた
＜パワースイッチ＞が ON のとき ＜e-Pedal＞ スイッチを操作す
るごとに ON・OFF が切り替わります。（メーター内の e-Pedalイ
ンジケーターに状態を表示します。）

 知識
 

● アドバンスドドライブアシストディスプレイの設定でe-Pedal 
Stepのモード記憶が可能です。

 

ドライブモードセレクター
複数のドライブモードがあります。目的に応じて使い分けてくだ
さい。
ドライブモードは、PERSONAL、SPORT、STANDARD、
ECOから選択することができます。

オートブレーキホールド
オートブレーキホールド機能は、信号待ちなどの停車中にブレー
キペダルを踏み続けなくても、ブレーキ力を保持する機能です。

オートブレーキホールド機能のON・OFF のしかた
●＜パワースイッチ＞がONのとき＜オートブレーキホールドス
イッチ＞を操作するごとにON・OFFが切り替わります。（ON
にすると、スイッチの表示灯が点灯します。）

●使用できる条件になると、オートブレーキホールド表示灯（白
色）が点灯します。
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先進事故自動通報システム
＜SOS コールスイッチ＞を押すことで SOS コールを開始できま
す。また、事故発生時（エアバッグやプリテンショナーシートベ
ルトが作動するレベルの事故）には自動で SOS コールを開始し
ます。

ドライブレコーダー★
●車両前方および後方の映像を動画や写真で保存し、

NissanConnectインフォテインメントシステムやスマート
フォンで確認することができます。
ドライブレコーダーで保存した動画や静止画は、センターディ
スプレイ下のインストアンダーボックス内カードスロットに挿
入されているmicroSDカードに保管されています。

microSDカードの取り出しかた
インストアンダーボックス内のカードスロットから、microSD
カードを押し込んで取り出します。
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15☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

視界、空調調整

ライトスイッチ

ランプの点灯・消灯
スイッチを回してスイッチ位置をマークに合わせます。通常時は
＜AUTO＞の位置で使用してください。
ライトの点灯・消灯状態は、ライトスイッチを操作したときに
メーターに表示されるガイダンスとメーター内の表示灯で確認し
てください。

スイッチ位置 点灯する灯火

＜ ＞ ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が点
灯

＜AUTO＞

ヘッドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が自
動点灯・ 消灯
＜AUTO＞の位置でヘッドランプが点灯
しているときに、ライトスイッチ横のボタ
ンを押すとアダプティブLEDヘッドライ
ト★やハイビームアシスト★のON・OFF
をすることができます。

＜ /OFF＞
（＜ /OFF＞の位
置にしても手を離す
と自動で＜AUTO＞
の位置に戻ります。）

走行状態やランプの点灯状態に応じてヘッ
ドランプ、車幅灯、尾灯、番号灯が点灯ま
たは消灯
シフトポジションが のとき、またはパー
キングブレーキが作動しているときにス
イッチをこの位置に回して保持するとラン
プを消灯させることができます。
ただし、走行を開始すると周囲の明るさに
応じてランプは自動点灯します。

スイッチ位置 点灯する灯火
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ワイパー

フロントワイパー

スイッチを手前に引くとフロントウォッシャー液が噴射し、ワイ
パーが数回作動します。

 知識
 

● スイッチを操作するとメーターにスイッチ位置が表示されま
す。

 

（フロント）オートエアコン

各部名称と機能
センターディスプレイおよび下部のスイッチでエアコンを操作す
ることができます。

［ ］スイッチ
エアコンシステム操作画面が表示されます。
AUTO スイッチ
吹き出し温度、吹き出し口、風量、ステアリングヒー
ター★、前席ヒーターシートの切り替えを自動で制御して
設定した温度に保ちます。
内外気切り替えスイッチ
外気導入／内気循環／自動制御モードが切り替わります。
風量調節スイッチ
風量が切り替わります。

スイッチ位置 作動

＜ ＞ スイッチを上げている間作動
手を離すとOFF

＜OFF＞ 停止
＜ーー＞
雨滴感知式ワ
イパー無車

間けつ作動（スイッチを回して作動間隔の長
い、短いを調節）

＜AUTO＞
雨滴感知式ワ
イパー付車

自動制御（スイッチを回して雨滴感知センサー
感度の高い、低いを調節）

＜ ＞ 低速連続作動
＜ ＞ 高速連続作動
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視界、空調調整
17☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

風量調節スイッチ／OFFスイッチ
風量が切り替わります。エアコンをOFFにします。
前席ヒーターシートスイッチ
前席ヒーターシートの ON・OFF および温度調節をします。
デフロスタースイッチ
フロントガラスのくもりが取れます。
リヤデフォッガースイッチ
バックドアガラスのくもりが取れます。また、ドアミラー
に内蔵されたヒーター★が作動し霜やくもりを取ります。
温度調節スイッチ
設定温度が切り替わります。

ステアリングヒーター★
ハンドルのグリップ部分を温かく保ちます。

ステアリングヒーターの使いかた
＜ステアリングヒータースイッチ＞またはセンターディスプレイ
の操作でON・OFFできます。
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走行支援機能

 注意
 

● 走行支援機能は運転者の安全運転を補助するものであり、あら
ゆる状況での衝突を回避するものではありません。運転者はシ
ステムに頼った運転をせず、周囲の状況に注意して常に安全運
転を心がけてください。

● ※重要な警告・注意事項がありますので、ご使用の前には必ず
取扱説明書（電子）をお読みください。

 

範囲 機能名 機能 支援内
容

前方
側方

プロパイロット 
2.0 ★
プロパイロット★

前方車両との車間距離を
制御し、前方車両停車時
は停車してその状態を保
持します。また、走行車
線内を走行するようにハ
ンドルを自動制御するこ
とで運転操作の負担を減
らします。

支援

前方

インテリジェント 
ディスタンスコン
トロール

前方の車両からの距離お
よび相対速度に応じてブ
レーキをかけ、運転者が
追従距離を維持するのを
支援します。

支援
インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキ

前方の車両や歩行者、自
転車と衝突のおそれがあ
るとき、警報とブレーキ
により、運転者の衝突回
避操作を支援します。

衝突回避ステアリ
ングアシスト

前方の障害物に対するス
テアリングによる回避操
作を検出した場合、運転
者のハンドル操作を支援
します。

前方
後方

踏み間違い衝突防
止アシスト

ブレーキペダルとアクセ
ルペダルの踏み間違えや、
ブレーキ操作遅れが起き
たときに警報音と表示で
警告し、さらに過度な加
速の防止や障害物への衝
突防止を支援します。

支援

範囲 機能名 機能 支援内
容
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プロパイロットの使いかた
1. ＜プロパイロットスイッチ＞ を押します。
●プロパイロットがONになります。
●アドバンスドドライブアシストディスプレイにプロパイロット
の状態が表示されます。

2. ＜SETスイッチ＞ を押したときの車速でプロパイロット
を開始します。

前方

インテリジェント 
FCW （前方衝突予
測警報）

前方を走行する 2 台前の
車両を検知し、急な減速
などにより、自車の回避
操作が必要と判断した場
合に警報します。

警報標識検知機能
運転者に車両進入禁止標
識があることを知らせま
す。

先行車発進お知ら
せ

先行車が発進しても自車
が停止し続けた場合に、
音と表示でお知らせする
機能です。

側方

インテリジェント 
BSI （後側方衝突
防止支援システム）

隣車線に車両がいる時に
車線変更を開始した場合、
警報とともに車両を元の
車線内に戻すよう支援し
ます。 支援

インテリジェント 
LI （車線逸脱防止
支援システム）

運転者が意図せず走行車
線から逸脱しそうなとき、
車線内に戻す操作を支援
します。

BSW（後側方車両
検知警報）

車線変更時、隣車線に車
両がいる場合に警報しま
す。

警報

LDW（車線逸脱警
報）

運転者が意図せず走行車
線から逸脱しそうなとき、
警報します。

インテリジェント 
DA（ふらつき警
報）

ハンドル操作から運転者
の注意力が低下している
と判断したとき、警報音
と表示により運転者に休
憩を促します。

範囲 機能名 機能 支援内
容

後方 RCTA（後退時車
両検知警報）

後退時、後方を横切ろう
とする車両があるとき、
警報します。

警報

範囲 機能名 機能 支援内
容
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メーターの見かた

ヘッドアップディスプレイ★
ヘッドアップディスプレイは車速、走行支援システム、ナビゲー
ション★などのルートガイドなど、様々な機能の作動状態をフロ
ントガラスに投影することができます。
＜ヘッドアップディスプレイスイッチ＞で ON・OFF を切り替え
ることができます。

アドバンスドドライブアシストディスプレイ

ディスプレイの切り替えかた（メインメニュー）
ステアリングスイッチでメーター内の画面表示が切り替わります。
● を押すと「項目」が切り替わります。
● を押すと前の画面に戻ります。
● を回すと各項目の表示メニューが選択できます。

ステアリングスイッチの形状は車両仕様により異なります。

メーター警告灯・表示灯

メーター警告表示
警告灯が点灯または点滅し続けたときは、取扱説明書（電子）の
「警告灯がついたときは」を確認のうえ、日産販売会社にご相談く
ださい。
表示はクラシック画面です。エンハンス画面については、取扱説
明書（電子）をご覧ください。

VDC 警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、VDCが作動す
ると点滅します。

EV システム警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、モーターや高
電圧システムなどに異常が発生すると点灯します。

プラグイン表示灯
● 充電コネクタを接続すると点灯し、充電中は点滅
します。
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12V 系充電警告灯
● メーター内の走行可能表示灯［READY］が点灯
しているとき、12V バッテリーの充電系統に異常
があると点灯します。

SRS エアバッグ警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、SRSエアバッ
グのシステム、プリテンショナー機能に異常があ
ると点灯または点滅します。

VDC OFF 表示灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、VDCをOFFに
していると点灯します。

ABS 警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、ABS のシステ
ムに異常があると点灯します。

電動パーキングブレーキ警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、電動パーキン
グブレーキのシステムに異常があると点滅します。

ブレーキ警告灯（赤色）
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、次の場合は点
灯し続けます。
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

手放し警告灯
● プロパイロットで車線維持機能（ハンドル支援）
を行っているとき、ハンドルを持っていないまた
はハンドル操作が検出されないと点灯します。

● 手放し警告灯が点灯しているにもかかわらず、運
転者のハンドル操作が検出されない場合は、警告
音とともに手放し警告灯が点滅し、車線維持機能
（ハンドル支援）は解除されます。

● プロパイロットのシステムに異常があると点灯し
ます。

ブレーキシステム警告灯（黄色）
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、次の機能に異
常があると点灯します。
― ブレーキシステム
― 回生ブレーキ
― ヒルスタートアシスト
― 電動パーキングブレーキ

EPS（電動パワーステアリング）警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、電動パワース
テアリングのシステムに異常があると点灯します。

方向指示表示灯
● 非常点滅表示灯を作動させると左右同時に点滅し
ます。

● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、方向指示器を
作動させると、作動させた側のみ点滅します。

出力制限表示灯
● メーター内の走行可能表示灯［READY］が点灯
しているとき、リチウムイオンバッテリーの残量
が極端に低下していると点灯します。

● その他の点灯については、取扱説明書（電子）を
お読みください。

リチウムイオンバッテリー残量警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、リチウムイオ
ンバッテリーの残量が低下すると黄色く点灯しま
す。

走行可能表示灯
● 走行できる状態になると点灯します。（走行中も点
灯し続けます。）

車両接近通報システム警告灯
● 車両接近通報装置に異常があると点灯します。
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電制シフト警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、電制シフトに
異常があると点灯します。

アダプティブLED ヘッドライト表示灯★
（アダプティブLEDヘッドライトシステム付車）
● アダプティブ LED ヘッドライトをONにすると点
灯します。

ハイビームアシスト表示灯★
（ハイビームアシスト付車）
● ハイビームアシストをONにすると点灯します。
ヘッドランプ上向き表示灯
● ヘッドランプのハイビーム（上向き）を点灯させ
ると点灯します。

ヘッドランプ下向き表示灯
● ヘッドランプのロービーム（下向き）を点灯させ
ると点灯します。

テールランプ表示灯
● 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると点灯します。
リヤフォグランプ表示灯★
● リヤフォグランプを点灯させると点灯します。
マスターウォーニング
● メーターに警告メッセージが表示されると同時に
点灯します。

シートベルト警告灯
● ＜パワースイッチ＞が ON のとき、前席および後
席の乗員がシートベルトを着用していないと点灯
します。

オートブレーキホールド表示灯（白色）
● オートブレーキホールド機能が待機状態のとき白
色に点灯します。

オートブレーキホールド表示灯（緑色）
● オートブレーキホールド機能が作動しているとき
緑色に点灯します。

インテリジェント エマージェンシーブレーキ警告灯
● インテリジェント エマージェンシーブレーキを 

OFF にしているときに点灯します。
● その他の点灯については、取扱説明書（電子）を
お読みください。

踏み間違い衝突防止アシスト警告灯
● 踏み間違い衝突防止アシストをOFFにしていると
きに点灯します。

● その他の点灯については、取扱説明書（電子）を
お読みください。

緊急停止支援システム警告灯（黄色）★
● 緊急停止支援システムに異常があるときに黄色く
点灯します。

緊急停止支援システム警告灯（赤色）★
● プロパイロットでハンドル支援を行っているとき、
手放し警告による警告後も運転者によるハンドル
操作が行われていない状態が継続した場合に赤く
点滅します。
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警告メッセージが表示されたとき
メーター内のディスプレイに警告メッセージが表示されたときは、取扱説明書（電子）の「警告メッセージが表示されたときは」を確認
のうえ、日産販売会社にご相談ください。
次の表示は代表例です。

画面表示 名称 表示する条件
キーシステム故障
取扱説明書を見てください。

キーシステム警告 ● キーシステムに異常があると表示します。

シャシー制御
システム故障
取扱説明書を見てください。

シャシー制御表示 ● シャシー制御のシステムに異常があると表
示します。

ヘッドランプシステム異常
取扱説明書を見てください。

ヘッドランプ警告 ● LED ヘッドランプに異常があると表示しま
す。

システム故障
取扱説明書を見てください。

システム故障警告 ● プロパイロット、インテリジェント ディス
タンスコントロール、踏み間違い衝突防止
アシスト、BSW（後側方車両検知警報）、
インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援
システム）、LDW（車線逸脱警報）、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）、RCTA（後退時車両検知警報）、インテ
リジェント DA（ふらつき警報）などが故障
すると表示します。

ソナー故障
取扱説明書を見てください。

ソナーシステム異常警告 ● ソナーが故障したときに表示します。
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その他室内装備

ワイヤレス充電器★
ワイヤレス充電器は Qi 対応スマートフォンの充電専用です。

ワイヤレス充電器の使いかた
●ワイヤレス充電器はセンターコンソールボックスにあります。
●スマートフォンを充電エリア内に置くと充電が始まります。（イ
ンジケーターがオレンジ色に点灯）

●スマートフォンを置くときは、スマートフォンの受電部分が Qi 
ロゴの上にくるように置いてください。

●充電が完了するとインジケーターが緑色に点灯します。

AC外部給電コネクター（V2L（普通充電ポート））
普通充電ポート（運転席側）にAC外部給電コネクターを差し込
み、車両のリチウムイオンバッテリーの電力を利用して、家電製
品やキャンプ用品などの電化製品に電力を供給することができま
す。
リチウムイオンバッテリーの残量が、お客さまがあらかじめ設定
されている給電停止バッテリー量に達すると、AC外部給電コネク
ター（V2L（普通充電ポート））は給電を停止します。

AC外部給電コネクターの使いかた

1. ＜パワースイッチ＞がOFFになっている、またはON
（［READY］が点灯していない状態）であることを確認し
ます。

2. AC外部給電コネクターのコンセントカバー を開き、電気
製品のプラグをコンセント に差し込みます。

3. コンセントカバー を閉じ、AC外部給電コネクターを普通
充電ポートに接続します。

4. V2Lボタン を2回押します。LEDインジケーター が点
灯します。

5. OFFにするには、V2Lボタン を約1秒以上押すか、ラッ
チボタン を押して、普通充電ポートからAC外部給電コネ
クターを引き抜きます。
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100V AC電源（1500W）★
車内のコンセントで電化製品に電力を供給することができます。
リチウムイオンバッテリーの残量が、お客さまがあらかじめ設定
されている給電停止バッテリー量に達すると、100V AC電源
（1500W）は給電を停止します。

USB 電源ポート
USB電源ポートでモバイル機器などを充電できます。
センターコンソールボックス前方のUSB電源ポートは通信も可能
です。
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駐車する

電動パーキングブレーキ
スイッチ操作で、電動パーキングブレーキをかけることができま
す。

電動パーキングブレーキの使いかた
●ブレーキペダルをしっかり踏んでスイッチを操作します。
●作動させるとき：スイッチを引きます。
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞表示灯：点灯
電動パーキングブレーキ警告灯：一定時間後に点灯

●解除するとき：スイッチを押します。
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞表示灯：消灯
電動パーキングブレーキ警告灯：消灯

 知識
 

● 電動パーキングブレーキがかかっている状態で運転席ドアを閉
めてから、シフトポジションを または にし、アクセルペダ
ルを踏み込むと、パーキングブレーキが解除されます。

 

インテリジェント アラウンドビューモニター★
インテリジェント アラウンドビューモニターは自車位置を映し出
すことにより、駐車スペースへの駐車時や縦列駐車時に運転者を
補助します。
＜パワースイッチ＞がONのときに、＜CAMERAスイッチ＞を押
すか、シフトポジションを にすると表示します。

プロパイロット パーキング★
プロパイロット パーキングは、車庫入れや縦列駐車時の運転操作
を支援するシステムです。
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プロパイロット リモート パーキング★
プロパイロット リモート パーキングは、車外からプロパイロット 
リモート パーキング用インテリジェントキーを用いて、車両の前
進および後退を行い、駐車操作を支援します。

リモコンオートバックドア★
リモコンオートバックドアは、スイッチの操作やハンズフリー機
能でバックドアを自動（電動）開閉することができます。

リモコンオートバックドア運転席スイッチ
＜運転席スイッチ＞を約 1 秒間押すことでバックドアを自動（電
動）で開閉することができます。

 知識
 

● バックドアが自動（電動）開閉中にスイッチを押すと、その位
置で停止します。もう一度スイッチを約1秒間押すと、停止前
とは反対の方向に動き、全開または全閉します。

 

リモコンオートバックドア開閉スイッチ（自動開閉）
ドアを解錠してからリモコンスイッチのボタンを約1秒間押すと
バックドアを自動（電動）で開閉することができます。

インテリジェントキーの形状は車両仕様により異なります。

 知識
 

● バックドアが自動（電動）開閉中にスイッチを押すと、その位
置で停止します。もう一度スイッチを約1秒間押すと、停止前
とは反対の方向に動き、全開または全閉します。

 

ハンズフリーセンサー（自動開閉）
リヤバンパーの下部に設けられたセンサーによって足の動きを感
知し、バックドアの開閉を自動（電動）で行います。
ハンズフリーセンサー中心から左右に約 400mmずつの範囲がセ
ンサー有効範囲です。＜バックドアオープナースイッチ＞の真下
あたりの位置をハンズフリーセンサーの位置の目安とし、有効範
囲の間で足先の出し入れを行ってください。
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開けかた、閉めかた
リヤバンパー下側に足先を入れてすぐに引くと自動的に開閉しま
す。

 知識
 

● インテリジェントキーを携帯してください。
● リヤバンパーの下に足を入れたままにしていると作動しませ
ん。

● バックドアが自動（電動）開閉中に、足先を入れて引く動作を
行うとその位置で停止します。再度、足先を入れて引く動作を
行うと、停止前とは反対の方向に動き、全開または全閉しま
す。

 

バックドアオープナースイッチ（自動開）
スイッチを押すと自動（電動）でバックドアが開きます。

 知識
 

● ドアが施錠されているときは、インテリジェントキーを携帯し
てください。
バックドアが自動（電動）で開いているときにスイッチを押す
と、その位置で停止します。もう一度スイッチを押すと、全閉
して停止します。

 

バックドアインナースイッチ、バックドアインナーロッ
クスイッチ（自動閉）

＜バックドアインナースイッチ＞を押すと自動（電動）でバック
ドアが閉まります。
＜バックドアインナーロックスイッチ＞を押すと、全ドアが施錠
されバックドアが全閉します。

 知識
 

● バックドアが自動（電動）で閉まっているときにスイッチを押
すと、その位置で停止します。もう一度スイッチを押すと、全
開して停止します。
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充電する

充電の種類
充電の種類には普通充電、急速充電、V2H 充電などがあります。

※CHAdeMO とは、日本発の電気自動車用急速充電規格です。

コネ
クタ
の種
類

充電方法 充電内容 充電器の一例

普通
充電
コネ
クタ

普通
充電
(200V)

3kW
普通
充電

主に自宅の電源
（コンセント）に
充電ケーブルを接
続して充電する日
常的な充電を
「3kW 普通充電」
といいます。

6kW
普通
充電

3kW 普通充電の
およそ2 倍のス
ピードで充電する
方法を「6kW 普
通充電」といいま
す。
6kW 普通充電を
行うためには、
6kW 普通充電に
対応した6kW 普
通充電器（車載
用）と専用の
6kW 普通充電器
（壁掛型）の両方
が必要です。

急速
充電
コネ
クタ

急速充電

外出先などに設置
された急速充電器
を使用し、短時間
で行うことができ
る充電を「急速充
電」といいます。
この車両は、
CHAdeMO ※ 
（チャデモ）仕様
の急速充電器を使
用してください。

V2H充電

急速充電と同じ 
CHAdeMO 仕様
の急速充電コネク
タを使い 3kW ～ 
10kW 程度の双
方向充電を行うも
のを「V2H
（ヴィーツーエッ
チ）」といいます。
V2H の詳細につ
いては、各 V2H 
メーカーのカタロ
グなどをご確認く
ださい。

コネ
クタ
の種
類

充電方法 充電内容 充電器の一例
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 知識
 

● ここで紹介している充電器の外観は一例です。普通充電器、急
速充電器ともに機種によって形状および手順が異なる場合があ
ります。その場合、それぞれの充電器の手順に従ってくださ
い。

● この車両は最大150kW（78kWhバッテリ―付車）、105kW
（55kWhバッテリ―付車）の急速充電に対応しています。

 

充電ケーブル（コントロールボックス付）★

コントロールボックス
プラグ
充電ケーブル（コントロールボックス付）は、EV 専用コン
セントに接続して使用します。
キャップ
充電が終わったらキャップを必ず装着してください。
リリーススイッチ
充電コネクタ

格納場所
充電ケーブル（コントロールボックス付）は、ラゲッジフロア下
に格納します。

充電ポート、充電インジケーター
充電ポートは車両左右のポートリッド内にあり、助手席側が急速
充電ポート、運転席側が普通充電ポートです。
充電中は、インストルメントパネル部の充電インジケーターが青
色に点滅します。リチウムイオンバッテリーの充電が進むにつれ
て、インジケーターの点滅速度が遅くなります。

充電ポートリッドの開けかた
リッドの車両後方側中央部あたりを押すとリッドが開きます。
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充電ポートキャップの開けかた
ツメを押してキャップを開けます。
※イラストは普通充電ポートです。
普通充電ポートのツメはポートの左側にあります。
急速充電ポートのツメはポートの右側にあります。

充電をする
1. ＜パワースイッチ＞が OFF になっていることを確認しま

す。
2. 普通充電をするときは、ラゲッジフロア下から充電ケーブ

ル（コントロールボックス付）★を取り出し、コンセントに
接続します。

3. ドアが解錠されている状態で、充電ポートリッドを押し、
充電ポートリッドを開けます。

4. 充電ポートのキャップを開け、充電コネクタを確実に差し
込み固定します。
普通充電の場合は、正常に接続されるとブザーが 1 回鳴り
ます。

5. 充電が開始されるとブザーが 2 回鳴り、充電インジケー
ターの表示が変わります。
インストルメントパネル部の充電インジケーターで充電状
態が確認できます。

6. 充電を終了するときは、充電コネクタのリリーススイッチ
を押しながら、充電ポートから充電コネクタを引き抜きま
す。
普通充電で充電コネクタロックがかかっている場合は、充
電コネクタロックを解除してください。

7. 充電ポートのキャップを閉めてから、充電ポートリッドを
確実に閉めます。

 知識
 

● 急速充電器および V2H を利用するときは、充電器の種類に
よって操作方法が異なるため、充電器本体の取り扱い方法を必
ずご確認ください。

● 車両の状態によりブザーが鳴らない場合がありますが、異常で
はありません。

 

タイマー機能を使う

タイマーで充電する
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1. センターディスプレイで次の操作をして、タイマー充電の
設定画面を表示させます。
［ ］⇒［ ］⇒［EV］⇒［タイマー充電］

2. をタッチしてタイマーをON（インジケーター点灯）にし
ます。

3. ［ ］をタッチしてタイマー設定画面に切り替えます。

4. ［開始時刻］をタッチしてタイマー充電を開始する時刻を設
定します。

5. ［停止時刻］をタッチしてタイマー充電を停止する時刻を設
定します。

6. タイマー充電を行う曜日をタッチして設定します。
7. ［OK］をタッチします。

8. ［保存］タッチして設定を保存します。

9. ＜パワースイッチ＞をOFFにし、充電ケーブルを接続しま
す。
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充電コネクタロック
いたずら防止のため普通充電をしている間、普通充電コネクタを
ロックして車両から抜けなくする機能です。

充電コネクタロックモードの使い分けかた
充電コネクタロックモードは、状況に応じて次にように使い分け
ます。

充電コネクタロックモードの設定のしかた

1. ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチ、＜OK＞スイッ
チを操作し、下記のようにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイの設定画面を表示します。
設定 ［ ］ ⇒［EV 設定］⇒［充電コネクタロック］

2. ステアリングスイッチの＜OK＞ スイッチで設定したい
モードを選択し、＜OK＞スイッチを押します。

充電コネクタロックモードの解除のしかた
充電コネクタロックを解除するには、＜充電コネクタアンロック
スイッチ＞を押します。（インテリジェントキーで解錠後またはイ
ンテリジェントキーを携帯したまま押します。）

項目 機能

AUTO 充電中のみロックし、充電が終わると自動的に
ロックが解除されます。

LOCK いたずら防止のため、充電中以外の時間帯でも
常時ロックしたいときに使用します。

UNLOCK ロック機構を使わないときに使用します。
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NissanConnectインフォテインメントシステム

各部の名称と機能

タッチパネル周辺の名称と機能

タッチパネル（センターディスプレイ）
画面タッチでさまざまな機能の操作や設定をします。
＜CAMERAスイッチ＞★
カメラの画面を表示します。
＜ ／VOL＞ダイヤル
押すごとにオーディオをON・OFFします。回すと音量を
調節します。
オーディオがOFFのときに回すとONになります。
＜ ／ ＞ボタン
チャンネル送り、自動選局、曲変更などができます。長押
しすると、再生中の曲の早戻し、早送りができます。

ステアリングスイッチの名称と機能
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＜ ＞スイッチ
音量を調整します。
＜ ＞スイッチ
Google アシスタントを起動します。
Apple CarPlay またはAndroid Auto™ 操作時に長押しす
ると音声で操作ができます。
メニュー操作スイッチ★
NissanConnectインフォテインメントシステムまたはア
ドバンスドドライブアシストディスプレイのメニュー操作
をします。
＜ ／ ＞スイッチ
ラジオ／テレビ★の選局やiPod★などの選曲をします。
長押しすると、再生中の曲の早戻し、早送りができます。
仕様によっては、オーディオがONになっているときにのみ
表示されます。着信中または通話中には表示されません。

＜ ＞スイッチ★
通話に応答したり終了したりします。
＜ ／ ＞スイッチ★
通話に応答したり終了したりします。着信中または通話中
にのみ表示されます。

外部機器入力について

●HDMI端子★は、インストアンダーボックス下部にあります。
外部機器を接続して映像や音声を視聴できます。
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機器接続（Bluetooth®対応機器の接続）

Bluetooth®対応機器の初期登録外部機器入力につい
て

Bluetooth®対応の携帯電話を使ってハンズフリーフォンとして
使用したり、Bluetooth®対応のオーディオ機器を使って
Bluetooth®オーディオとして使用したりすることができます。
ランチャーメニューの［ ］→［ ］→［機器接続］→［登録機
器］→［登録］をタッチし、Bluetooth®対応機器のBluetooth®
設定でデバイス検索し、［MY_CAR］を選択することで、
Bluetooth®対応機器を登録します。
Bluetooth®対応機器の機種によって、パスキー入力が必要です。
※Bluetooth®対応機器の操作手順は、各社取扱説明書をご覧く
ださい。

Google アプリおよびサービスについて★
Google 搭載のNissanConnectインフォテインメントシステム
では、Google アプリおよびサービスをご利用いただけます。一
部の機能については、インターネット接続やGoogle アカウント
へのログインが必要です。

Google アプリおよびサービスの利用にあたって必
要なこと

Google アプリおよびサービスのご利用には、Google アカウント
とインターネット接続が必要です。

Google アカウント
Google アカウントの作成は、以下のWEBサイトを参照してくだ
さい。
https://www.google.com/intl/ja/account/about/

Google、Android、Google Play、Google マップ、およびその
他のマークはGoogle LLCの商標です。
ご利用には、互換性のあるAndroid スマートフォンと互換性のあ
る有効なデータプランが必要です。

アプリ 機能
Google マップ 運転ルートの案内や近くの施設の検索など

のナビゲーション機能が使え、最新の道路
状況や地図が表示されます。

Google アシスタン
ト

「OK Google」と話しかけるだけで、音楽
再生、目的地設定、電話発信など、さまざ
まな機能を音声で操作できます。

Google Play さまざまなアプリをダウンロードして使用
することができ、音楽アプリなどのコンテ
ンツを車内でお楽しみいただけます。
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インターネット接続
インターネット接続に関しては以下の2つの方法がございます。
1. お手持ちの携帯電話等のWi-Fi通信機器でインターネット接

続する

ランチャーメニューの［ ］→［ ］→［機器接続］→
［Wi-Fi］→［Wi-Fi］をタッチしてON にし、Wi-Fiネット
ワークを選択します。パスワードを入力することで、Wi-Fi
機器を登録します。
※Wi-Fi機器の操作手順は各社取扱説明書をご覧ください。

2. NissanConnect サービスに加入しインターネット接続す
る
NissanConnect サービスにご加入頂ければ外部のWi-Fi機
器でインターネット接続せずにGoogle のアプリおよび
サービスをご利用頂けます*。

【NissanConnect サービスとは】
車両搭載の通信機を利用して、快適で安心、便利な様々な
サービスを提供しています。
例えば、遠く離れている場所からスマホのアプリでエアコ
ンを作動させることができたり、車の鍵の閉め忘れが
チェックでき、開いていたらリモート操作でロックができ
たりします。
詳細については、次のWEBサイトを参照してください。
https://www3.nissan.co.jp/connect.html

* Google Playでダウンロードしたアプリをお使いの場合
は、NissanConnect サービスでの通信環境以外のイン
ターネット接続も必要になります。

初期設定手順
●初期設定を行う場合、車両を安全な場所に駐車してください。
●初期設定手順は、以下のWEBサイトの動画でご確認いただけま
す。
https://www.nissan.co.jp/CATALOG/QR/CONNECT/OM/mo
v_gas_setting.html

1. ＜パワースイッチ＞をONします。
2. ランチャーメニューの［ ］をタッチする。
3. 画面をスワイプして［ユーザー切替］をタッチする。
4. ユーザー画面上部の［ ］をタッチする。
5. プロファイルをタッチする。
6. ユーザープロファイル画面の［プロファイル設定］をタッ

チする。
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7. 言語を選択し、［開始］をタッチする。
8. Wi-Fiに接続するため、ネットワーク名を選び、パスワード

を入力した後、［接続］をタッチする。
ただし、NissanConnect サービスにご加入いただいてい
る場合、表示されません。

9. プロフィール名を入力し、［次へ］をタッチする。
10. プロフィールをカスタマイズする画面が表示されるので、

各項目を設定する。
11. ［設定完了］をタッチすると、完了します。
上記の初期設定手順は、WEBサイトの動画でもご確認いただけま
す。
https://www.nissan.co.jp/CATALOG/QR/CONNECT/OM/mov_
gas_setting.html
※初期設定の手順は予告なく変更される場合があります。
プロフィールのカスタマイズ項目

※Wi-Fi設定を含め各項目はスキップできます。後から設定する手
順は、NissanConnectインフォテインメントシステム取扱説明
書の「ご使用前の確認と設定」をご確認ください。

Google アプリおよびサービスに関するお問い合わせ
Google アプリおよびサービスに関するお問い合わせは、次の
WEBサイトを参照してください。
<https://support.google.com/built-in/#topic=9858252>

カスタマイズ項目 操作手順
NissanConnect
サービス

NissanConnect サービスのIDとパス
ワードを入力しログインする。

アシスタントとア
プリの設定

● Google アカウントと連携させるため、
画面表示の二次元コードを携帯電話の
カメラで読み取り、携帯電話の表示に
従い、Google にログインしてくださ
い。

● あるいは、画面の［別の方法］をタッ
チし、Google アカウントのIDとパス
ワードを入力しログインしてください。

スマートフォンを
Bluetoothで接続

● Bluetooth®接続をオンにした機器の
デバイス名を選択してください。

● ［ペア設定する］をタッチすると、
Bluetooth®機器にもBluetooth®ペ
ア設定コードが表示されるため、同じ
であることを確認し、ペアリングを許
可し接続する。

プロファイルの
ロック

パターンコード、PINコード、パスワー
ド、プロファイルロックを使用しないの4
種類の設定ができます。画面の指示に従い
設定します。

カスタマイズ項目 操作手順



安全にお使いいただくために

安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

安全に車を使用するための注意事項
正しい運転姿勢に調節する P.40
正しいシートベルトの着用 P.40
SRSエアバッグの効果を最大限発揮する P.41
お子さまを乗せるときは P.42
電波が心臓ペースメーカー等に及ぼす影響 P.42
車両に積んではいけないもの、積むときの注意 P.43
不正改造の影響、電装品装着の注意 P.43
フロアカーペットの正しい装着 P.44

運転時の注意事項
天候（雨、雪）や路面状況に応じた運転 P.45
緊急時の車両停止方法 P.46
運転支援機能の使用上の注意 P.46
39
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安全に車を使用するための注意事項

正しい運転姿勢に調節する

走行前にシート、ハンドル、ヘッドレストの位置を正しい運転姿
勢がとれるように調節し、ドアミラー、ルームミラーなどを後方
視界が十分確認できる位置に調節してください。

正しいシートベルトの着用
走行前に必ず次のことを守り、シートベルトを正しく着用してく
ださい。

妊娠中のシートベルトの着用に関する注意
●妊娠中や疾患のある方も医師に注意事項を確認の上、万一のと
きのためにシートベルトを着用してください。
妊娠中の方は、腰ベルトを腹部から避け腰部のできるだけ低い
位置にぴったりと着用してください。肩ベルトは確実に肩を通
し、腹部を避けて胸部に掛かるように着用してください。
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SRSエアバッグの効果を最大限発揮する
SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受
けたときにふくらみ、乗員への衝撃を緩和します。シートベルト
と併用することで安全性を高めるため、シートベルトは必ず着用
してください。

SRSエアバッグの種類

SRSエアバッグの注意事項

次のSRSエアバッグ格納部付近に何かを付けたり、置いたり、か
けたりしないでください。SRSエアバッグ作動時に正常に作動し
なくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。

● ハンドルのパッド部
● 助手席ダッシュボード上部
● フロントガラス
● ドアガラス

● ドア
● フロントピラーおよびリヤ
ピラー

● ルーフサイドレール
● アシストグリップ
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お子さまを乗せるときは
お子さまを乗せるときは次のことを必ずお守りください。思わぬ
事故や重大な傷害を受けるおそれがあります。

●お子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。
●シートベルトが首や顔に当たるなど、適正な着用ができない小
さなお子さまには、チャイルドシートを使用してください。

●チャイルドシートは後席シートに取り付けることを推奨します。
●お子さまが操作できないように、チャイルドセーフティドア
ロックやパワーウインドーロックスイッチを使用してください。

●車から離れるときは、必ずお子さまを一緒に降ろしてください。
炎天下では車内が高温になり、生命にかかわるおそれがあり危
険です。

電波が心臓ペースメーカー等に及ぼす影響

インテリジェントキーについて
●植込み型心臓ペースメーカーおよび植 込み型除細動器（ICD）
を使用されて いる方は、アンテナから約22cm以下 の範囲に装
着部位を近づけないでください。
ドアおよびバックドア開閉時、ドアにあるスイッチ操作時、電
気自動車やe-POWERシステム、またはエンジン始動時などに
発生するキーの電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植込
み型除細動器（ICD）の作動に影響を与えるおそれがあります。

●植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）
以外の医療電気機器を使用されている方は、医療電気機器製造
業者などへ影響を確認してから使用してください。
キーの電波が医療電気機器の動作に影響を与える場合がありま
す。
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車両に積んではいけないもの、積むときの注意

燃料が入った容器やスプレー缶などを積まない
●ガソリンや可燃性ガスの入ったスプレー缶などは積まないでく
ださい。
引火や爆発するおそれがあり危険です。

火気には十分注意する
●操作部が露出しているガスライターをグローブボックスなどの
小物入れに入れない。また、床やシートのすき間に落としたま
まにしないでください。

荷物を積みすぎない
●助手席や後席に荷物を重ねて積まないでください。急ブレーキ
などのとき荷物が落ちてきて、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

不正改造の影響、電装品装着の注意

日産純正部品以外の車両の性能や機能に適さない部品を使用しな
いでください
●正常な性能を発揮できないだけでなく、故障や火災など思わぬ
事故につながるおそれがあります。

●電装品などを取り付けるときは、必ず日産販売会社にご相談く
ださい。不適切な取り付けや誤った配線は、故障や火災など思
わぬ事故につながるおそれがあります。
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フロアカーペットの正しい装着

運転席にフロアカーペットを敷くときは、次のことを守ってくだ
さい
●日産純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアカー
ペットは使用しないでください。

●フロアマットをすべての固定フック（クリップ）で、正しい位
置にしっかりと固定してください。

●運転する前、電源ポジションがOFFの状態で各ペダルをいっぱ
いに踏み込み、フロアカーペットと干渉しないことを確認して
ください。
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運転時の注意事項

天候（雨、雪）や路面状況に応じた運転

雨天時の走行

●路面が濡れると滑りやすくなります。
通常より注意して安全運転を心がけてください。

●わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、タイヤが水
に乗った状態（ハイドロプレーニング現象）になり、ハンドル
やブレーキが効かなくなり危険です。スピードを落として走行
してください。特に摩耗したタイヤは、ハイドロプレーニング
現象が起こりやすいので注意してください。

●冠水路など深い水たまりは走行しないでください。エンジン破
損や車両事故につながるおそれがあります。

雪道の走行

滑りやすい路面の走りかた
●滑りやすい路面での急発進、急加速、急ブレーキ、急ハンドル
など無理な運転は危険ですのでしないでください。雪道や凍結
路では速度を落とし、車間距離をとり、ゆとりある運転をして
ください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、タイヤチェーンなどを装
着して走行してください。

走行中の雪の付着に注意
●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレーキの効きが悪くなるこ
とがあります。ときどきブレーキの効き具合を確認してくださ
い。
効きが悪いときは、低速走行でブレーキを軽く踏み、前後の車
との距離を十分とり、低速走行で効きが回復するまでブレーキ
ペダルを軽く踏んでください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、ハンドルの切れが悪く
なることがあります。ときどき確認して雪を取り除いてくださ
い。
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緊急時の車両停止方法
緊急の場合以外は、走行中にエンジンを停止しないでください。
走行中にエンジンを停止すると、ハンドルとブレーキの操作が困
難になります。
非常停止を行うときは、可能な限り減速してから行う。
非常停止後は、ブレーキの効きが悪くなり、ハンドルも重くなる
ため、車両のコントロールが難しくなります。
ガソリンエンジン車
緊急時など、走行中に強制的にエンジンを停止させるときは、次
の操作を行ってください。
●＜エンジンスイッチ＞を2秒以上押し続ける。
e-Power車、EV車
緊急時など、走行中に強制的にEVシステム、またはe-Powerシス
テムを停止（＜パワースイッチ＞OFF）させるときは、次の操作
を行ってください。
●＜パワースイッチ＞を2秒以上押し続ける。

運転支援機能の使用上の注意
運転支援機能は、自動で運転する装置ではありません。運転者は
交通法規を遵守し、常に周囲に注意し、道路・交通・自車の状況
に応じハンドル、ブレーキペダル、アクセルペダルを確実に操作
し、安全な運転を行う責任があります。性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、常に安全運転を心がけてくだ
さい。
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インテリジェント エマージェンシーブレーキについて

●インテリジェント エマージェンシーブレーキは、前方の車両や
歩行者、人が乗車している自転車との衝突回避操作を支援、ま
たは衝突時の被害や傷害の軽減を目的としています。あらゆる
状況で効果があるわけではありません。必ず周囲の安全確認を
行い、前方車両との車間距離を十分に維持してください。

●次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物
― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポールなど車両と歩行者、人が
乗車している自転車以外の障害物）

●システムは車両の後端を認識するため、次の例のような車両を
検知しないもしくは検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが見えにくい車両
― 幌がはみ出し、後端形状がはっきりしない車両
― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車両

踏み間違い衝突防止アシスト機能について

●踏み間違い衝突防止アシストは、アクセルペダルとブレーキペ
ダルの踏み間違えにより引き起こされる暴走や衝突事故の軽減
を目的とした補助機能です。あらゆる状況で効果があるわけで
はありません。運転者は周囲の安全確認を行い、常に注意深い
運転操作を心がけて走行してください。
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プロパイロットについて

●プロパイロットは自動で運転する装置ではありません。また、
脇見運転やぼんやり運転などの前方不注意での運転操作を補助
するものではありません。

●プロパイロットは高速道路や自動車専用道路の直線や緩やかな
カーブでの使用を想定して設計されています。

●プロパイロットは同一方向に走行する車両を検出し、車間距離
を保つようアクセル、ブレーキを制御します。

●プロパイロットは車線中央付近を走行するようにステアリング
を制御します。側方から車両が近づいてきても反応しません。

●プロパイロットの性能には限界があるため、システムだけに
頼った運転はせず、常に安全運転を心がけてください。

●プロパイロットを解除せずに降車しないでください。

標識検知機能について

●走行中は必ず運転者の責任で実際の標識を確認してください。
標識検知機能は、運転者の安全運転をサポートする機能です。
標識検知機能には限界があり、状況によっては標識を検知でき
なかったり、実際とは異なる標識を表示したりする場合があり
ます。

●マルチセンシングフロントカメラの性能には限界があるため、
システムだけに頼った運転はせず、常に安全運転を心がけてく
ださい

●標識の近傍にある補助標識は検知しないため、実際の規制内容
と異なる表示をする場合があります。必ず運転者の責任で実際
の標識を確認してください。
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まずはじめに
故障したときは P.50
発炎筒 P.51
けん引について P.51

緊急時の対処法
パンクしたときは P.55
ドアが開かないときは P.59
充電コネクタロックが解除できないときは P.60
EVシステムを始動できないときは P.60
12Vバッテリーがあがったときは P.61
出力制限表示灯が点灯したときは P.65
リチウムイオンバッテリーの残量がなくなったときは P.65
警報音（ブザー）が鳴ったときは P.67
窓ガラスがくもったときは P.68
雪道やぬかるみにはまったときは P.69
水没したときは P.69
外装ランプが点灯しないときは P.70
ヒューズが切れたときは P.70
49
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まずはじめに

故障したときは
車両が故障したときは、次の手順で対処し
てください。

故障したときの対処のしかた

 警告
 

● 発炎筒はトンネル内では使用しない。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の妨
げとなり、事故につながるおそれがあ
ります。非常点滅表示灯を使ってくだ
さい。

 

 注意
 

● 走行中に走行可能表示灯［READY］が
消灯したときは 、慎重に運転する。
故障により走行可能表示灯が消灯する
と、ブレーキやパワーステアリングが
正しく機能せず、極度にブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドルの操作力
が重くなったりすることがあります。
すみやかに安全な場所に停車してくだ
さい。

 

1. 非常点滅表示灯で後続車に危険を知
らせながら、できるだけ路肩に寄せ
て停車します。
路肩がない場所では、可能な限り広
いところまで自走します。

2. 同乗者をガードレールの外側などに
避難させ、車両の50m以上後方に発
炎筒と停止表示板（停止表示灯）を
置きます。

WEB

3. 運転者もガードレールの外側などに
避難します。
避難するときは、停止車両への追突
事故が発生したときに巻き込まれな
いよう注意してください。

4. 非常電話や携帯電話などで救援依頼
をします。
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 アドバイス
 

● 高速道路や自動車専用道路では、停止
表示板（停止表示灯）の表示が法律で
義務付けられています。

● 高速道路上では1kmごとに非常電話が
設置されています。

 

発炎筒
高速道路や踏み切りなどで故障・事故によ
り緊急停車したとき、周囲に危険を知らせ
るために使います。
発炎時間は約5分です。非常点滅表示灯と
併用してください。

発炎筒の使いかた

 警告
 

● お子さまには触らせない。
いたずらなどで発火するおそれがあり
危険です。

● 可燃物の近くで使用しない。
引火するおそれがあります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔や
身体に近づけない。
やけどをするおそれがあります。

 

1. 助手席足元部のホルダーから発炎筒
を外します。

2. 本体を回しながらケースから引き抜
き、本体を逆さにして差し込みます。

3. 先端のふたを取り、ケースのすり薬
で発炎筒の先端をこすって着火しま
す。

 アドバイス
 

● 発炎筒に記載してある使用方法、注意
をあらかじめ確認しておいてください。

● 発炎筒には有効期限があります。期限
が切れる前に日産販売会社でお買い求
めください。

 

けん引について
けん引が必要なときは、日産販売会社また
はJAFなどのロードサービスに依頼してく
ださい。
やむをえずけん引されるときは、できる限
り短距離の移動のみとしてください。
この車両で他車をけん引することはできま
せん。
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けん引時の注意事項

 注意
 

● 前輪を持ち上げてけん引するときは、
＜パワースイッチ＞をOFFにする。
VDCが作動し、ブレーキがかかること
があります。

 

●車両が動かなかったり、異常な音がした
りするときは、けん引せずに日産販売会
社へご連絡ください。

●車両を運搬するときは、前輪または4輪
を持ち上げてけん引してください。

●この車両は、オートP機能（ WEB）に
より、＜パワースイッチ＞がOFFのとき
はシフトポジションを から に切り替
えることができません。そのため、12V
バッテリーあがりなどで＜パワースイッ
チ＞がOFFから切り替えられないとき
は、4輪接地の状態でけん引できません。

●やむをえず4輪接地の状態でけん引され
るときは、（ WEB）をお読みくださ
い。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

●けん引中はロープをたるませないように、
前の車の制動灯に注意してください。

●けん引フックは他車をけん引するために
使用しないでください。

●けん引中は、e-Pedal StepをOFFにし
てください。

●けん引中は、プロパイロットをOFFにし
てください。

●けん引中は、踏み間違い衝突防止アシス
トをOFFにしてください。

リヤフックについて
この車両で他車をけん引することはできま
せん。後ろ側についているけん引フック取
り付け穴は船舶輸送時の固定専用です。
けん引やトレーラー輸送時などの固定には
絶対使用しないでください。

 アドバイス
 

● けん引用として使うと、車両を損傷す
るおそれがあります。
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やむをえず4輪接地でけん引される
ときは

 警告
 

● 4輪接地でけん引されるときは、＜パ
ワースイッチ＞をOFFにしない。
この車両は、オートP機能（ WEB）
により、＜パワースイッチ＞がOFFの
ときはシフトポジションを から に
切り替えることができません。そのた
め、12Vバッテリーあがりなどで＜パ
ワースイッチ＞がOFFから切り替えら
れないときは、4輪接地の状態でけん引
できません。

 

 注意
 

● メーター内の走行可能表示灯
［READY］が消灯していると、ブレー
キやハンドルが正しく機能せず、極度
にブレーキの効きが悪くなったり、ハ
ンドルの操作力が重くなったりするこ
とがあるので注意して運転する。

● けん引フックに指定以外のフックは絶
対に使用しない。
フック部が破損するおそれがあります。

● 長い下り坂ではけん引しない。
ブレーキが過熱して効かなくなり、事
故につながるおそれがあります。この
ような場所でけん引するときは、レッ
カー車で引いてもらってください。

 

●やむをえず4輪接地の状態でけん引され
るときは、シフトポジションを にした
状態で行ってください。

● 4輪接地でけん引してもらうときは、速
度30km/h以下で路肩に寄せる程度の移
動のみとしてください。

1. 先の細いお手持ちの工具を布などで
覆い、下側から差し込んでカバーを
取り外してください。

2. 金属の固い棒などを使用して、けん
引フックを取り付けます。

WEB

3. 自車および他車のけん引フックに
ロープを掛け、ロープ中央に
30cm×30cm以上の白い布を取り
付けます。
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4. パーキングブレーキを解除し、EVシ
ステムを始動してシフトポジション
を に切り替えます。
EVシステムを始動できないときは
＜パワースイッチ＞をONにし、シ
フトポジションを にしてください。

 アドバイス
 

● 4輪接地の状態でけん引されるときは、
EVシステムを始動するか＜パワース
イッチ＞をONにしてシフトポジション
を にした状態で行ってください。
＜パワースイッチ＞がOFFのときは、
オートP機能によりシフトポジションを
に切り替えられないため、けん引す

ることができません。
WEB

● けん引中はロープをたるませないよう
に、前の車の制動灯に注意してくださ
い。

● けん引フックは他車をけん引するため
に使用しないでください。

 

 知識
 

● けん引が終わったら、けん引フックを
取り付けたときと逆の手順で取り外し
ます。
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緊急時の対処法

パンクしたときは
この車両には、スペアタイヤ、ジャッキ、
ハンドル兼ホイールナットレンチ、ハンド
ルレバーが標準で搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤ応急修
理キットで応急修理ができます。

応急修理する前に
●タイヤ応急修理キットの修理剤を使用し
たタイヤは、新しいタイヤに交換される
ことをおすすめします。タイヤの交換に
ついては日産販売会社または専門の修理
業者と相談し、損傷が激しい場合は交換、
修理可能と判断された場合は修理を実施
してください。

●ホイールは付着した修理剤をふき取れば
再使用できますが、タイヤのバルブは新
しいものと取り替えてください。

●修理剤とホースは再使用できません。使
用後は新しい修理剤とホースをお求めく
ださい。詳しくは日産販売会社にご相談
ください。

応急修理を行うときは、次の準備をしてく
ださい。
●地面が固く平らな場所に車両を移動する。
●パーキングブレーキをかける。
●シフトポジションを にする。
●＜パワースイッチ＞をOFFにする。
●非常点滅表示灯を点滅させる。
●次の場合はタイヤ応急修理キットでは応
急修理ができません。日産販売会社また
はJAFなどにご連絡ください。
― 約6mm以上の切り傷や刺し傷がある
とき

― タイヤサイド部が損傷を受けたとき
― ほとんど空気の抜けた状態で走行した
とき

― タイヤがホイールから外れているとき
― ホイールが破損しているとき
― タイヤが2本以上パンクしているとき
― 修理剤の有効期限が切れているとき

 アドバイス
 

● タイヤに釘やネジが刺さっている場合
は、抜いてしまうとパンク穴が大きく
なり空気が漏れやすくなるため、抜か
ずにタイヤ応急修理キットで応急修理
してください。

 

タイヤ応急修理キットについて
●タイヤトレッド部（接地面）の軽度なパ
ンクは、タイヤ応急修理キットで応急修
理できます。

●タイヤ応急修理キットは、ラゲッジルー
ムのラゲッジフロア下に格納されていま
す。

WEB
●応急修理を目的としているため、修理後
に長期間の走行はできません。修理後は
すみやかに日産販売会社または専門の修
理業者で点検、恒久修理またはタイヤ交
換を行ってください。

※：車種により、タイヤ応急修理キット
の内容や部品形状が異なります。

応急修理のしかた

 注意
 

● ハンドルのセンターパッド部には速度
制限シールを貼らない。
SRSエアバッグが正常に作動しなくな
り、重大な傷害につながるおそれがあ
ります。また、警告灯やスピードメー
ターが見えなくなる位置にも貼らない
でください。

● ホースとタイヤのバルブの接続をしっ
かりと行う。
接続が不十分な場合、空気が漏れたり、
修理剤が飛び散ったりするおそれがあ
ります。

● 破裂の危険があるので応急修理キット
作動中は補修中のタイヤから離れる。

● タイヤに亀裂や変形が生じている場合、
ただちにコンプレッサーのスイッチを
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OFF（「○」の位置）にし、修理を中止
する。
バルブを介して修理剤を注入するため、
圧力が600kPaに達することがありま
すが、異常ではありません。通常は、
30秒ほどで下がります。

● 空気を入れたあとは、ホースの口金が
熱くなることがあるため、やけどしな
いように注意する。

 

■ コンプレッサーの準備

1. ラゲッジルームからタイヤ応急修理
キットを取り出します。

2. コンプレッサーからホース と電源
プラグ を取り出します。

3. コンプレッサーから、ボトルホル
ダーのキャップを外します。

4. 修理剤ボトルのキャップを外し、内
ぶたをつけたままボトルホルダーに
取り付けます。

●（ボトルホルダーにねじ込むと内ぶたが破
れます。）

5. コンプレッサーの速度制限シールを
はがし、運転者のよく見えるところ
に貼ります。

■ エアの注入

1. パンクしたタイヤのバルブから
キャップを外します。
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2. ホース先端の保護キャップ を外し、
ホースをパンクしたタイヤのバルブ
に確実にねじ込みます。
このとき、排気バルブ が閉まって
いることを確認してください。

3. コンプレッサーのスイッチがOFF
（「〇」の位置）の状態で、電源プラ
グを車室内の電源ソケットに差し込
みます。

4. ＜パワースイッチ＞をONにします。

5. コンプレッサーのスイッチをON
（「｜」の位置）にし、タイヤを指定
空気圧または180kPa以上になるま
で空気を充てんします。この際、実
際の空気圧が測れるようにコンプ

レッサーを一時停止して空気圧計で
測定してください。
※タイヤの指定空気圧は、運転席ド
ア開口部に表示されています。

6. 指定空気圧または180kPa以上まで
昇圧できたら、コンプレッサーのス
イッチをOFF（「○」の位置）にし
電源プラグを電源ソケットから抜き
ます。

7. ホースをタイヤのバルブからすばや
く取り外し、タイヤのバルブに
キャップを取り付けます。

 アドバイス
 

● コンプレッサーは長時間使用すると故
障につながるおそれがありますので、
10分以上連続して作動させないでくだ
さい。タイヤ空気圧を昇圧できない場
合は修理できません。

● 修理剤ボトルは、コンプレッサーのボ
トルホルダーから取り外さないでくだ
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さい。取り外すとボトル内に残った液
剤がこぼれるおそれがあります。

 

10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合
10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合は、タイヤがひどい損傷を受けているお
それがあります。この場合は、本修理キッ
トで応急修理をすることはできません。日
産販売会社またはJAFなどに連絡してくだ
さい。
空気を入れすぎてしまったとき
排気バルブを反時計回りに回して、空気を
抜いてください。

■ 点検走行

 注意
 

● 走行するときは、低速で慎重に運転し、
特にカーブや旋回時には注意する。

 

1. ただちに走行を始め、10分間または
3km程度走行してください。
80km/h以下の速度で注意深く運転
してください。

2. 走行後、再度タイヤ空気圧を測定し
ます。コンプレッサーのスイッチが
OFF（「○」の位置）であることを
確認します。コンプレッサーからの
ホースをタイヤのバルブに取り付け、
タイヤ空気圧を確認してください。

130kPa未満の場合
本修理キットによる応急修理はできません。
運転を中止して日産販売会社またはJAFな
どのロードサービスに連絡してください。
130kPa以上指定空気圧未満の場合
コンプレッサーのスイッチをON（「｜」の
位置）にして指定空気圧まで昇圧し、点検
走行の作業を行います。上記作業を繰り返
しても指定空気圧より低下する場合は、本
修理キットによる応急修理はできません。
運転を中止して日産販売会社またはJAFな
どのロードサービスに連絡してください。
指定空気圧の場合
応急修理は完了です。すみやかに日産販売
会社または専門の修理業者まで慎重に運転
してください。

 アドバイス
 

● 応急修理後の恒久修理の際、パンク穴
を発見できないために恒久修理できな
いことがあります。そのまま走行を続
ける場合は、こまめに空気圧をチェッ
クしてください。頻繁に空気圧の低下

がみられるときは、日産販売会社また
は修理会社で点検を受けてください。

 

タイヤ応急修理キットの注意事項

 注意
 

タイヤ応急修理キットについて
● タイヤ応急修理キットは搭載車両専用
のため、他の車には使用しない。

● タイヤ応急修理キットは自動車用タイ
ヤの空気充てんや空気圧チェック以外
で使用しない。

● タイヤ応急修理キットはDC12V専用
のため、他の電源での使用はしない。

● 分解、改造などは絶対にしない。
● コンプレッサーに衝撃を与えない。
故障の原因となります。

● お子さまが誤って手を触れないように
注意する。

修理剤について
● 修理剤を口に入れない。
修理剤を飲み込むと健康に害がありま
す。万一誤って飲んだ場合は、できる
だけたくさんの水を飲み、ただちに医
師の診療を受けてください。

● 万一、目や皮膚に付着したときは、水
でよく洗い流す。
それでも異常を感じたときは、医師の
診療を受けてください。

 

 アドバイス
 

● タイヤ応急修理キットは、必ず日産純
正品を使用してください。
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● 水やほこりを避けて使用してください。
 

ドアが開かないときは
インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、12Vバッテリーがあがったときなどド
アが開かないときは、次の方法で施錠・解
錠してください。

内蔵キー（メカニカルキー）でのド
アの開けかた

1. インテリジェントキーから内蔵キー
を引き出し、キープレートをキー
ヘッドから取り外します。 2. 運転席ドアのドアハンドル前部を押

します 。
3. ドアハンドルを格納位置から引き出

します 。

4. キープレートを鍵穴 に挿入します。

5. 運転席ドアにある鍵穴に内蔵キーを
差し込んで車両前方 に内蔵キーを
回すと解錠します。施錠するときは、
車両後方 に内蔵キーを回します。

●解錠時は勢いよくドアが開くおそれがあ
りますので、注意して解錠してください。
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 アドバイス
 

● キープレートを鍵穴に挿入するときは、
塗装面を傷つけないよう注意してくだ
さい。

 

緊急時のバックドアの開けかた
12Vバッテリーあがりなどにより、バック
ドアを開けられなくなったときは、次の操
作をしてください。
●お手持ちの工具（プラスドライバーまた
はマイナスドライバーなどの細い工具）
を使用して、バックドアの車室内側にあ
るロック機構のレバーを矢印の方向に動
かして解錠し、バックドアを持ち上げま
す。

 アドバイス
 

● この手順は、あくまで故障時の緊急手
段です。故障の原因になるため、正常
なときは使用しないでください。

● ＜バックドアオープナースイッチ＞な
どの故障につながるおそれがあるため、
操作をしたときは日産販売会社で点検
を受けてください。

● 操作後はなるべく早く日産販売会社で
点検を受けてください。

 

充電コネクタロックが解除できな
いときは

緊急時の充電コネクタロックの解除
のしかた

●急速充電ポート側のコネクタロックが解
除できないときは、充電スタンドの管理
者にご連絡ください。

●普通充電ポート側のコネクタロックが解
除できないときは、日産販売会社にご連
絡ください。

EVシステムを始動できないときは
キーの電池が切れたときや、使用環境によ
りキーと車両の通信が正常に行われていな
いときは、次の手順でEVシステムを始動し
てください。

始動のしかた
1. ＜パワースイッチ＞を押してから、

キーのロゴの裏面を＜パワースイッ
チ＞に接触させます。
（ブザーが “ピピッ” と鳴ります）

2. ブザーが鳴ってから10秒以内に、ブ
レーキペダルをしっかりと踏みなが
ら、＜パワースイッチ＞を押します。

●ドアの施錠・解錠は、内蔵キー（メカニ
カルキー）（ WEB）をご使用くださ
い。

●キーの電池が切れたときは、早めに電池
を交換してください。

WEB

 アドバイス
 

● 上記の手順でEVシステムを始動できな
い場合は、早めに日産販売会社に連絡
してください。

 

停止のしかた
EVシステムを停止するときは、＜パワース
イッチ＞を長押ししてください。
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12Vバッテリーがあがったときは
12Vバッテリーがあがり、EVシステムの
始動ができなくなったときは救援車を依頼
し、ブースターケーブル（別売り）をつな
いで始動してください。

 警告
 

● ジャンプスタートを行うときは換気を
十分に行い、火気は近づけない。
12Vバッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、すぐ
に多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をしたあ
と、医師の診療を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮膚
に付着すると、失明や炎症など重大な
傷害につながるおそれがあります。

● ブースターケーブルを正しい順番と位
置でつなぐ。

● ブースターケーブルを自車バッテリー
の 端子に直接つながない。

● ブースターケーブルの 端子と 端子を
接触させない。
火花が発生し、12Vバッテリーから発
生する可燃性ガスに引火して爆発し、
やけどなど重大な傷害につながるおそ
れがあります。

● 12Vバッテリーの 側ターミナルが周
辺の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因と
なるおそれがあります。また、12V
バッテリーの端子の締め付けが緩いと、

配線などが過熱、焼損し、火災につな
がるおそれがあります。

● 12Vバッテリーを交換するときは、必
ず同じサイズ（型式）に交換し、動か
ないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、ショー
トなどの原因となり火災につながるお
それがあります。詳しくは、日産販売
会社にご相談ください。
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ジャンプスタートのしかた

 注意
 

● ブースターケーブルのワニグチクリッ
プは、車体に触れたり、他のワニグチ
クリップと接触したりしないように注
意する。

● ブースターケーブルは、確実に接続す
る。
救援車のエンジン始動時の振動で外れ
たりしないように確実につないでくだ
さい。

● 冷却ファンやベルトに注意する。

ブースターケーブルをつなぐときや外
すときは、冷却ファンやベルトに巻き
込まないように注意してください。

 

1. 自車 と救援車 の＜パワースイッ
チ＞をOFFにします。

WEB
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2. ブースターケーブル を自車の
ヒューズボックス横の 端子に接続
します。

3. 手順2のケーブルの反対側 を救援
車の12Vバッテリーの 端子に接続
します。

4. もう1本のブースターケーブル を
救援車の12Vバッテリーの 端子に
接続します。

5. 手順4のケーブルの反対側 を自車
の車体（2の手順で接続した 端子か
ら離れたステーなど）に接続します。

6. 救援車のエンジンを始動し、回転数
を少し高めにします。

7. 自車のブレーキペダルをしっかりと
踏みながら、＜パワースイッチ＞を
一回押します。

8. メーター内の走行可能表示灯が点灯
したことを確認し、ブースターケー
ブルをつないだときと逆の手順で外
します。
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 アドバイス
 

● 押しがけによる始動はできません。
● この車両を救援車として使用しないで
ください。

● 救援車には12Vバッテリー仕様の車両
を使用してください。

● ジャンプスタートを行うときは、充電
ケーブルを取り外してください。車両
または充電機器を破損するおそれがあ
ります。
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出力制限表示灯が点灯したときは
外気温が高いときや連続で高速走行や登坂走行をしたとき、また、急速充電を繰り返したときは、リチウムイオンバッテリーの温度が上
がり、出力制限表示灯［ ］が点灯する場合があります。
出力制限表示灯が点灯したときは、加速性能や回生ブレーキ性能が制限されることがあるため、次の対処方法に従ってください。

リチウムイオンバッテリーの残量
がなくなったときは

リチウムイオンバッテリーの残量が完全に
なくなると、メーター内の走行可能表示灯
［READY］が消灯し走行できなくなりま
す。

バッテリーの残量が完全になくなっ
たときの対処のしかた

リチウムイオンバッテリーの残量が完全に
なくなったときは、すみやかに安全な場所
に停車し、日産EVカスタマーセンター
（0120-230-834）にご連絡ください。
万一、安全な場所に移動する前に走行でき
なくなったときは、付近の人に応援を求め、

車両を手で押して安全な場所に移動してく
ださい。
このとき、シフトポジションは にします。

 アドバイス
 

● 救援を待つ間は、＜パワースイッチ＞
をOFFにしてください。＜パワース
イッチ＞をONのままにしておくと、
12Vバッテリーがあがるおそれがあり
ます。

● リチウムイオンバッテリーの残量が完
全になくなると、メーター内の走行可
能表示灯［READY］が消灯し、シフト
ポジションも自動的に に切り替わる
ため、自力での走行ができなくなりま
す。

● リチウムイオンバッテリーの残量が完
全になくなり、車両が停止するときに
振動が発生することがありますが、異
常ではありません。

点灯したときの状況 対処方法 注意事項

走行中に出力制限表示灯
［ ］が点灯したとき

高速道路を走行しているとき
80km/h以下で走行してください。次のパーキングエリアまたは
サービスエリアで車両を止め、出力制限表示灯［ ］が消灯する
まで待ちます。
一般道を走行しているとき
安全な場所に停車し、出力制限表示灯［ ］が消灯するまで待ち
ます。

出力制限表示灯［ ］が消灯しない
ときは、日産EVカスタマーセンター
（0120-230-834）にご連絡くださ
い。

急速充電で出力制限表示
灯［ ］が点灯したと
き

リチウムイオンバッテリーを冷やすため、＜パワースイッチ＞を
OFFにし、出力制限表示灯が消灯するまで待ちます。（可能な場
合、日陰で照り返しのない場所に移動してから待ちます。）
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● リチウムイオンバッテリーの残量が完
全になくなったときは、リチウムイオ
ンバッテリー残量警告灯［ ］（黄色）
が消灯（白色）するまで充電してくだ
さい。
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警報音（ブザー）が鳴ったときは
車両盗難などを防ぐため、車内外で警報音（ブザー）が鳴ることがあります。

どこで音が鳴
りましたか？

どんな音が鳴り
ましたか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること

車外

ピピピピ…（数
秒間）

ドアハンドルのセンサーに触れたと
き

走行可能表示灯［READY］が点灯していないか
キーを車室内に置き忘れていないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前にドアハンドルのセンサーを触れていない
か、またはバックドアのスイッチを押していないか

バックドアのスイッチを押したとき 走行可能表示灯［READY］が点灯していないか
キーを車室内に置き忘れていないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか

インテリジェントキーのドア施錠ス
イッチを押したとき

走行可能表示灯［READY］が点灯していないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前に施錠スイッチを押してはいないか

ドアを閉めたとき 無意識にドアハンドルのセンサーを触れていないか、または
バックドアのスイッチを押していないか

ピッピッピッ（3
回）

ドアを閉めたとき 走行可能表示灯［READY］が点灯しているときに、キーが
車外に持ち出されていないか

ピッピッピッ…
（約30秒）

充電コネクタを接続したとき 充電コネクタが正しく接続されているか

ピピピピ…（数
秒間）

大雨もしくは洗車で大量の水がドア
ハンドルにかかったとき

インテリジェントキーを車両から2m以上離すと鳴りやむか 
スリープモード（ WEB）を作動させると鳴りやむか

キー（金属音）
走行中にブレーキペダルを踏んだと
き

ディスクブレーキのパッド（摩擦材）が摩耗していないか
金属音が発生したときは、すみやかに日産販売会社で点検を
受けてください。そのまま走行を続けると、ブレーキが効か
なくなり、事故につながるおそれがあります。
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窓ガラスがくもったときは

フロントガラスのくもりの取りかた

 注意
 

● ＜デフロスタースイッチ＞をONにして
いるときは、エアコンの設定温度を低
くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、視
界を妨げるおそれがあります。

 

●＜デフロスタースイッチ＞を押すとエア
コンが作動し、外気導入に切り替わりま
す。（＜デフロスタースイッチ＞がオレン
ジ色に点灯）
＜パワースイッチ＞がONのとき使えま
す。

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。（＜デフロスタースイッチ＞が白色
に点灯）
デフロスタースイッチ（ WEB）

 アドバイス
 

● ＜デフロスタースイッチ＞をONにして
いるときは、内気循環にしないでくだ
さい。くもりが取れにくくなります。

● ＜デフロスタースイッチ＞は、連続し
て長時間ONにしないでください。消費
電力が多いため、航続可能距離が減少
する原因になります。

 

バックドアガラスのくもりの取りか
た

●＜リヤデフォッガースイッチ＞を押すと
約15分間作動し、バックドアガラスの熱
線が暖まります。（＜リヤデフォッガース
イッチ＞がオレンジ色に点灯）
＜パワースイッチ＞がONのとき使えま
す。

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。（＜リヤデフォッガースイッチ＞が
白色に点灯）

リヤデフォッガースイッチ（ WEB）

 アドバイス
 

● 連続して長時間使用しないでください。
消費電力が多いため12Vバッテリーあ
がりの原因になります。

● ＜リヤデフォッガースイッチ＞を押す
と、ドアミラーヒーター★も同時に作
動します。

 

■ ワイパーデアイサー★

●フロントガラスを温めて、ガラス下端に
たまった雪を取り除きやすくします。
＜リヤデフォッガースイッチ＞を押すと
約15分間作動します。（＜リヤデフォッ
ガースイッチ＞がオレンジ色に点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。（＜リヤデフォッガースイッチ＞が
白色に点灯）

 アドバイス
 

● ガラスにたまった雪はこまめに取り除
き、視界を確保してください。

 

車室内

ポロポロポロ（3
回）

ドアを閉めたとき 走行可能表示灯［READY］が点灯しているときに、インテ
リジェントキーが車外に持ち出されていないか

＜パワースイッチ＞を押したとき キーを携帯しているか
キーを携帯してもブザーが鳴るときは、キーの電池を交換し
てください

ポロポロポロ…
（繰り返し）

運転席ドアを開けたとき ＜パワースイッチ＞がONのままになっていないか
シフトポジションを にしているか

どこで音が鳴
りましたか？

どんな音が鳴り
ましたか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること
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雪道やぬかるみにはまったときは
雪道、砂地、ぬかるみなどでタイヤが空転
したり、埋まり込んで動けなくなったりし
たときは、次の方法で脱出してください。

脱出のしかた

 警告
 

● 周囲の安全を必ず確認する。
周囲の人や物との衝突を避けるため、
前進と後退を繰り返すときは、周囲に
何もないことを確認してください。特
に脱出の瞬間は、車両が前方または後
方に飛び出すおそれがあります。

● 必要以上にアクセルペダルを踏み込ま
ない。
急発進して思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

 

 注意
 

● 脱出するときは、過度にタイヤを空転
させない。
タイヤがバースト（破裂）したり、駆
動部品が異常過熱したりすることによ
り思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

 

1. VDCをOFFにします。
WEB

2. 車両の前後に障害物がないことを確
認し、ハンドルを左右に回して前輪
の周囲をならします。
必要に応じ、タイヤの下に木材など
をそえてください。

3. ゆっくりとアクセルペダルを踏み、
前進または後退します。
周囲の安全を確認したうえで、前進
と後退を繰り返してください。

 アドバイス
 

● 数回試しても脱出できないときは、日
産販売会社またはJAFなどのロード
サービスにご連絡ください。

 

水没したときは

水没したときの対処のしかた

 警告
 

● 水位が窓ガラスよりも高いとき、緊急
脱出用ハンマーを使用した場合、割れ
たガラスが車室内に入り、ケガをする
おそれがあります。

緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプショ
ン）について
● フロントウインドーガラスは合わせガ
ラスのため、緊急脱出用ハンマーで割
ることはできません。フロントドアガ
ラス、リヤドアガラス、バックドアガ
ラスを割って脱出してください。

● ドアガラスについては、車両の仕様変
更により強化ガラスの場合があります。
合わせ、または強化ガラスの見分け方
法については、ガラスの断面、もしく
は刻印（マーク）を確認することで見
分けることができます。

ガラスの断面で合わせガラスを見分ける方
法
● ドアガラスを半分ほど開け、断面を上
から確認し、2枚のガラスが貼り合わせ
られている場合は合わせガラスとなり
ます。

ガラスにある刻印（マーク）で合わせガラ
スを見分ける方法
● ドアガラスには次のような刻印（マー
ク）が表示されています。この表示に
よって、合わせガラスかどうかを見分
けることができます。
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※車両によっては、刻印（マーク）が
表示されていない、またはガラスの種
類を示す表示の位置が異なる場合があ
ります。

 

水没したときは、次のような対処方法で車
外に脱出してください。
●シートベルトを外して車外に脱出してく
ださい。

●ドアが開く水位が低いうちにドアを開け
て、車外に脱出してください。

●ドアが開かなかった場合、窓ガラスを開
け、窓から車外に脱出してください。

●＜パワーウインドースイッチ＞を押して
も窓ガラスが開かない場合、以下の方法
で脱出してください。
― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がある場合、バックドアガラ
スを割り窓から車外に脱出してくださ
い。

― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）がない場合、または緊急脱出
用ハンマーで窓ガラスが割れない場合
には、車内外の水位が同じ高さくらい
まで浸水するのを待ち、ドアを強く押
し開けて車外に脱出してください。
（車内外の水圧差がなくなると、ドア
を開けることができます。）

●浸水・冠水被害に遭われた場合は、車両
故障につながるおそれがあるため、すみ
やかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

外装ランプが点灯しないときは
外装ランプが点灯しないときは、日産販売会
社にご相談ください。

●外装ランプはすべてLEDです。LEDが一
部でも点灯しない場合は日産販売会社で
点検を受けてください。

●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行
や洗車などにより、レンズ内面が一時的
にくもることがあります。またヘッドラ
ンプ内と外気との温度差により、レンズ
内面が結露することもあります。これは
雨天時などに窓ガラスがくもるのと同様
の現象で、機能上の問題ではありません。
またレンズの構造上、レンズのふちに水
滴が付着することがありますが、機能上
の問題ではありません。ただし、ランプ
内に水がたまっている場合やレンズ内面
に大粒の水滴が付着している場合は、日
産販売会社にご相談ください。

ヒューズが切れたときは
ランプがつかないときや電気系統の装置が
作動しないときは、日産販売会社にご相談
ください。
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電気自動車の機能安全にご利用いただくために
電気自動車（EV）の取り扱いに関

する注意事項

 警告
 

電気自動車（EV）を適切に取り扱うため、次
のことを必ずお守りください。
● 高電圧部位には触れない。
最大で約400Vの直流高電圧が使用され
ているため、高電圧ケーブルやコネク
ター、高電圧部品（走行用モーターやリチ
ウムイオンバッテリーなど）には触れない
でください。感電すると生命にかかわる重
大な傷害を受けるおそれがあります。車両
のモータールーム内に貼られているラベル
の記載事項に必ず従ってください。

● 高温に注意する。
走行直後は走行用モーター、インバーター
など高電圧部品が高温になっている可能性
があります。車両のモータールーム内に貼
られているラベルの記載事項に必ず従って
ください。

 

電気自動車（EV）が事故にあった
ときの注意事項

 警告
 

事故が発生したときは、次のことを必ずお守
りください。
● 高電圧部品および高電圧ケーブルが露出し
ているときは絶対に触れない。
高電圧部品および高電圧ケーブルの位置
は、（ WEB）を確認してください。

● リチウムイオンバッテリーから液漏れが見
られる場合は、すみやかに日産販売会社に
連絡する。
火災が発生するおそれがあります。

● 車室内や車外に液体が漏れているときは絶
対に触れない。
万一、リチウムイオンバッテリーから漏れ
た液体が皮膚や衣服に付着したときは、水
道水などのきれいな水で洗い流し、すみや
かに医師の診察を受けてください。

● 走行中、床下に強い衝撃を受けたときは、
安全な場所に停車し、損傷が無いか点検す
る。
床下に損傷が見られる場合は、絶対に触れ
ずすみやかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

● リチウムイオンバッテリーや高電圧部品か
ら火災が発生したときは、できるだけ早く
車両から離れる。
火災を消火するときは、必ず電気火災用の
消火器（ABC、BCまたはCタイプ）を使
用してください。消火栓などから大量の放
水が可能な場合のみ、水での消火も可能で
す。不適切な消火作業は危険なため、絶対
に行わないでください。

● 事故などで車両が損傷した場合は、車両か
ら離れ日産販売会社に連絡する。

● 事故などで車両が損傷し、板金・塗装によ
る修理が必要な場合は、必ず日産販売会社
に連絡する。

 

便利なサポート機能
V2L（普通充電ポート）と100V 

AC電源（1500W）★

 警告
 

● お客さまが接続される電気製品の取扱説明
書や製品に記載の警告・注意事項を守って
使用する。
火災、感電、ケガ、やけどのおそれがあり
ます。

● 故障した電気製品や破損した電源プラグ、
水没や浸水した、またはそれらのおそれの
ある電気製品は使用しない。

火災、感電、ケガ、やけどのおそれがあり
ます。

● アース線のある電気製品を使用するとき
は、アース端子を備えたコンセントにプラ
グを差し込み、アース線をアース端子に接
続して使用する。
使用する電気機器のプラグ形状が、車両側
コンセントのプラグ形状と一致しない場合
は、市販の変換アダプタを使用してアース
線を接続してください。

 

 注意
 

● お子さまだけではV2Lシステムの電源コ
ンセントに触らせない。

 

V2L（普通充電ポート）と100V 
AC電源（1500W）について

 警告
 

● 家庭内のコンセントや配電盤にV2L（普
通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を接続し、電源として使用し
ない。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用するときに濡れた手で
電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用するときは、コンセン
トに水をかけないように注意する。
感電のおそれがあります。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用するときに金属製の鋭
利なもの（針、ワイヤーなど）をコンセン
トに差し込まない。
感電のおそれがあります。
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● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）に関連する部品の分解や修
理、改造は行わない。
感電のおそれがあります。

● 車の外で電気製品を使用しているときは、
雷が鳴ったらすぐに使用を中止してコンセ
ントから抜く。
感電や火災の危険があります。

 

 注意
 

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用するときは、車両から
離れない。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）をONにするときは、接続さ
れている電気機器の電源がOFFになって
いることを確認する。
電気製品の電源が入っていると、電気製品
が突然動作することがあります。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用して電気自動車やプラ
グインハイブリッド車などへの充電はしな
い。

● 接続する電気製品のプラグを、確実にコン
セントの根元まで挿入して使用する。

● 各コンセントに接続できる電気器具は1つ
だけです。

● ACアダプター付プラグを直接コンセント
に取り付けない。
ACアダプターの重さにより、プラグが抜
けかかり、場合によっては発熱のおそれが
あります。

● 電化製品に電源スイッチがない場合は、ま
ず電化製品を電源コンセントに接続してか
ら、V2L（普通充電ポート）または
100V AC電源（1500W）の電源を入れ
る。

● 急な停電による機器の損傷やデータの損失
（ノートパソコンや外付けハードドライブ

などから）については、保証の対象外で
す。

● 電源コンセントに接続された外部機器によ
る車両の損傷は保証の対象外です。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）の電源コンセントやプラグが
熱くなることがあるため、デバイスを取り
外すときは注意する。

● 外部電源（ソーラーパネルや外部バッテ
リーなどから）をコンセントに接続しな
い。

● 車室内で電気製品を使用するときは、転倒
防止のため、安定した場所に設置する。
ケガのおそれがあります。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用して車外で電気製品を
使用するときは、ドアや窓に電源コードを
挟まないように注意する。

● V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用しないときは、コンセ
ントのふたを閉める。
コンセントにゴミ、ほこりがたまると
ショートするおそれがあります。

● EVシステム警告灯が点灯しているときは、
V2L（普通充電ポート）や100V AC電源
（1500W）を使用しない。
「EVシステム警告灯」（ WEB）をお読
みください。（V2L内部）

● コンセントに電気製品のプラグを差し込ん
だときに、緩いと感じた場合は日産販売会
社に問い合わせる。

● 電源コンセントにほこりや汚れがたまらな
いようにする。
漏電の原因となります。

● タコ足配線をしない。
 

100V AC電源（1500W）の使い
かた

 警告
 

● 駐停車中に100V AC電源（1500W）を
使用するときは、シフトポジションを確実
に にしてパーキングブレーキをかける。
万一シフトポジションが 以外だと、急
発進し、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

● 100V AC電源（1500W）を使用すると
き、電気製品は確実に固定する。また、調
理機器などは、内容物を入れたまま走行し
ない。
振動・急停止などにより電気製品が転倒・
落下したり、内容物が飛び出したりするお
それがあります。

● 車室内で蒸気が出る電気製品を使用しな
い。
窓ガラスがくもり、運転する際に視界を妨
げるおそれがあります。

 

AC外部給電コネクター（V2L（普
通充電ポート）の使いかた

 警告
 

● AC外部給電コネクターは分解、修理、改
造、塗装などをしない。
AC外部給電コネクターが破損した場合
は、日産販売会社にお問い合わせくださ
い。

● AC外部給電コネクターに強い衝撃や落下
を与えない。

● AC外部給電コネクターを水で洗ったり、
水やその他の液体に浸したりしない。
内部に水が入ると、使用中に火災や感電が
発生し、死亡または重大な傷害につながる
おそれがあります。



電気自動車の機能

重
要
事
項

74

● AC外部給電コネクターにステッカーなど
を貼らない。

● AC外部給電コネクターは子供の手の届か
ないところに置く。

● AC外部給電コネクターにほこりや汚れが
付着しないようにする。
汚れた場合は固くしぼった布で汚れをふき
取り、乾いた布でふき取ってください。

● AC外部給電コネクターは他の車両に接続
しない。また、日産純正以外のAC外部給
電コネクターを車両に接続しない。

● AC外部給電コネクターにガソリン、酸、
アルカリなどの溶剤を使用しない。

● 鋭い金属物（針、ワイヤーなど）をAC外
部給電コネクターに挿入しない。

● 晴天時でもコンセントカバーをしっかり閉
めて使用する。

● V2L（普通充電ポート）機能を使用して
いるときは、AC外部給電コネクターを布
でふかない。

● AC外部給電コネクターの排水用の穴がふ
さがっていないか確認する。
この穴がふさがっているときは、AC外部
給電コネクターを使用せず日産販売会社に
ご連絡ください。

 

 注意
 

AC外部給電コネクターを使用しないときは、
直射日光や湿気を避けて保管する。

 

充電に関する注意事項
充電に関する注意事項

 警告
 

充電するときは、火災や感電事故などを防ぐ
ため、次のことを必ずお守りください。

● 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み
型除細動器（ICD）などの医療電気機器を
使用している方は、機器におよぼす影響に
ついて医療電気機器製造業者に確認してか
ら充電作業を行う。（ WEB）

● 異臭、煙、異音など充電中の異常、故障に
気づいたときは使用を中止する。
火災、感電、ケガ、やけどのおそれがあり
ます。

● 雷が鳴ったら、車両、6kW普通充電器
（壁掛型）、急速充電器、充電ケーブル（コ
ントロールボックス付）★に触れない。
落雷により感電するおそれがあります。

● ぬれた手でプラグを触ったり、抜き差しし
たりしない。
感電のおそれがあります。

● 延長ケーブルや変換アダプターなどは絶対
に使用しない。
火災ややけどのおそれがあります。

● 雨や雪の日での充電は次のことを必ず守
る。
火災、感電、ケガ、やけどのおそれがあり
ます。
― 大雨などでコンセント周辺が浸水する
おそれがあるときは、充電専用のブ
レーカーを落としてください

― 万が一、充電ポートキャップ裏や内部
が濡れた場合はふき取ってから充電を
行ってください

● 6kW普通充電器（壁掛型）、または充電
ケーブル（コントロールボックス付）★の
分解、修理、改造は絶対に行わない。
火災や感電などの重大な傷害につながるお
それがあります。

● コードやケーブルを引っぱる、ねじる、折
り曲げる、踏みつける、引きずるなどの行
為をしない。
コードやケーブルの断線によって異常発熱
し、発火するおそれがあります。

● コードやケーブルを充電コネクタやコント
ロールボックスなどに巻きつける行為をし
ない。

コードやケーブルの断線によって異常発熱
し、発火するおそれがあります。

● プラグの本体部分を持ってコンセントに対
してまっすぐに根元まで確実に差す。
確実に差さないと異常発熱し、発火するお
それがあります。

● コードを引っ張ってプラグを抜かない。
コードやケーブルの断線によって異常発熱
し、発火するおそれがあります。

● 深い傷、割れ、破損、プラグが錆びている
ときなどの異常、故障時には使用しない。
火災や感電のおそれがあります。

● プラグやコードを動かすと通電しなかった
り、充電中に時々停止したりするときはた
だちに使用を中止する。
コードやケーブルの断線によって異常発熱
し、発火するおそれがあります。

● 異臭、煙、異音など充電中の異常、故障に
気づいたときはただちに使用を中止する。
コードやケーブルの断線によって異常発熱
し、発火するおそれがあります。

● 電気工事の資格を持つ専門の業者が施工し
たEV専用コンセントを使用する。
正しく使用しないと感電のおそれがありま
す。

● 内線規程に準拠したアースがつながってい
るEV専用コンセントを使用する。
正しく使用しないと感電のおそれがありま
す。

● コンセントの差し込みがゆるいとき、プラ
グがコンセントにロックされないとき、ま
たはコンセント側に破損や変色などがある
場合は使用しない。
異常発熱し、発火するおそれがありますの
で、電気工事の資格を持つ専門の業者へ、
コンセントの確認を依頼してください。

● 充電ケーブル（コントロールボックス
付）★の定格電圧/電流（充電ケーブルのラ
ベルに記載）に対して建屋側のコンセント
や配線の容量が十分であるか確認する。
建屋側の容量を超えて使用すると、配線が
異常発熱し、発火するおそれがあります。
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● 建屋配線の容量が不明な場合、電気工事士
に確認する。

● 充電ケーブル（コントロールボックス
付）★は日本国内でのみ使用する。

 

 注意
 

● 子供だけで使わせない。
重大な事故につながるおそれがあります。

● 充電中は、ボンネットを開けない。
モータールーム内の冷却用ファンが突然回
転し始め、手足や衣類・アクセサリー類な
どが接触したり、巻き込まれたりするおそ
れがあります。

● 充電するときは、充電コネクタが根元まで
差されていることを必ず確認する。
充電コネクタが根元まで差されていない
と、車両が充電コネクタを認識できずEV
システムを始動できてしまうため、車両が
発進して思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

● 充電ケーブル（コントロールボックス
付）★を落下させない、強い衝撃を与えな
い、または水没させない。
火災や感電などの重大な傷害につながるお
それがあります。

● プラグや充電コネクタへ異物を挿入した
り、定格以外のコンセントに接続したりし
ない。
火災や感電などの重大な傷害につながるお
それがあります。

● 充電ケーブル（コントロールボックス
付）★を保管するときは次のことに気をつ
ける。
― 直射日光を避けて保管してください
― 雨風にさらされないように保管してく
ださい

― 充電コネクタの端子部にゴミ、ホコリ
が入らないよう保護キャップをして保
管してください

― コードやケーブルをコントロールボッ
クスに巻き付けて保管しないでくださ
い

― コードやケーブルがねじれたままで保
管しないでください

 

充電に関する装備
充電ケーブル（コントロールボッ

クス付）★

充電ケーブルの収納のしかた

 注意
 

● 充電ケーブル（コントロールボックス付）
を車載するときは必ずラゲッジフロア下に
収納する。
充電コネクタやコントロールボックスなど
が飛び出し、思わぬケガをするおそれがあ
ります。

 

充電する
充電の種類

急速充電の注意事項

 警告
 

● 必ずCHAdeMO（チャデモ）仕様の急速
充電器を使用する。

対応していない急速充電器を使用すると、火
災や故障などのおそれがあります。
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安全なドライブのために 運転する前に
運転前の準備

正しい運転姿勢について

 警告
 

● ハンドル、シート、ミラーの調節は、必ず
走行前に行う。
走行中に調節すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● ハンドルやシートを調節したあとは、確実
に固定されていることを確認する。
固定されていないと運転姿勢が突然変わ
り、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● 背もたれと背中の間にクッションなどを入
れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 

運転するときに注意すること

 警告
 

車室内に人やペットを残さない
● お子さま、介護を必要とされる方、ペット
を車室内に残さない。
炎天下では車室内が高温になり、生命にか
かわるおそれがあり危険です。

診断機接続用のコネクターにはご注意を
● 診断機接続用のコネクターには、後付け用
品を取り付けないでください。12Vバッ
テリーがあがったり、警告灯が点灯したり
するなど、思わぬトラブルを招くおそれが
あります。

燃料が入った容器やスプレー缶などを積まな
い
● ガソリンや可燃性ガスの入ったスプレー缶
などは積まない。

引火や爆発するおそれがあり危険です。
火気には十分注意する
● 操作部が露出しているガスライターをグ
ローブボックスなどの小物入れに入れな
い。また、床やシートのすき間に落とした
ままにしない。
荷物を押し込んだときやシートを動かした
ときに、ライターの着火ボタンが押されて
ガスが噴出し、火災につながるおそれがあ
ります。また、ライターを使用したあと、
すぐに収納すると火災を起こすおそれがあ
ります。

故障や破損したまま走行しない
● 事故などでランプが破損したまま走行しな
い。
内部に水などが入ると、発煙し火災につな
がるおそれがあります。

 

 注意
 

● ウインドーにアクセサリーを取り付けな
い。
視界の妨げになったり、吸盤がレンズの働
きをしたりして火災を起こすおそれがあり
ます。また、SRSエアバッグが作動した
ときアクセサリーが飛んでケガをするな
ど、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

改造しない
● 日産純正部品以外の車両の性能や機能に適
さない部品を使用しない。
本来の性能を発揮できなくなる可能性があ
ります。また、故障や火災など思わぬ事故
につながるおそれがあります。

● 電装品などを取り付けるときは、必ず日産
販売会社にご相談ください。不適切な取り
付けや誤った配線は、故障や火災など思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

● ハンドルの取り外しや交換を不適切に行う
と、SRSエアバッグが正常に作動しな

かったり、不意に作動したりして、思わぬ
傷害を受けるおそれがあります。

 

心臓ペースメーカーなどをご使用
の方の注意事項

 警告
 

心臓ペースメーカーなどをご使用の方は、次
のことにご注意ください。
充電について
● 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み
型除細動器（ICD）などの医療電気機器を
使用されている方は、機器におよぼす影響
について医療電気機器製造業者に確認して
から充電作業を行う。

● 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み
型除細動器（ICD）などの医療電気機器を
使用されている方は、充電ケーブル（コン
トロールボックス付）★から約15cm以下
の範囲に装着部位を近づけない。
充電ケーブル（コントロールボックス付）
からの電波が機器の作動に影響を与える場
合があります。

● 植込み型心臓ペースメーカーまたは植込み
型除細動器（ICD）などの医療電気機器を
使用されている方は、急速充電器には近づ
かない。
操作する必要がある場合は他の方にお願い
してください。充電中の急速充電器からの
電磁波が機器などに一時的な影響を与える
場合があります。

インテリジェントキーについて
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）を使用されている方
は、アンテナから約22cm以下の範囲に
装着部位を近づけない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドアハンド
ルのセンサー操作時、電気自動車の始動時
などに発生するキーの電波が植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型除細動器
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（ICD）の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）以外の医療電気機器を
使用されている方は、医療電気機器製造業
者などへ影響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に影響を
与える場合があります。

SOSコールについて
● SOSコールは無線通信機能を利用してい
るため、心臓ペースメーカーやその他医療
用電気機器を使用する場合は、当該の各医
療用電気機器メーカー、もしくは販売業者
に電波による影響について必ず確認する。
SOSコールの電波が医療用電気機器の動
作に影響を与える場合があります。

WEB
 

シートベルト
3点式シートベルト

 注意
 

● プリテンショナーシートベルトの部品や配
線を修理しない。また、電気テスターを
使ってプリテンショナーのシステムの回路
診断をしない。
誤って作動したり、正常に作動しなくなっ
たりするおそれがあります。

 

プリテンショナーシートベルトにつ
いて

 警告
 

● SRSエアバッグ警告灯が点灯していると
きは走行しない。
＜パワースイッチ＞をONにしてから約7
秒間はシステムチェックを行うため、プリ
テンショナーが作動しません。必ずSRS
エアバッグ警告灯が消灯してから走行して
ください。

 

 注意
 

● 廃車にするときやプリテンショナーシート
ベルトを廃棄するときは、必ず日産販売会
社に相談する。

 

シートベルトの着用のしかた

 警告
 

● ベルトが肩に確実にかかる位置にアンカー
の高さを調節する。また、アンカーが確実
に固定されていることを確認する。

万一のときに肩からベルトが外れるなど、
シートベルトが十分な効果を発揮せず、重
大な傷害につながるおそれがあります。

● 後席シート中央席のシートベルトを使用す
るときは、バックルに「CENTER」と表
示されているものを使用する。
シートベルトが正しく着用できず、万一の
ときに重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 

シートベルトの注意事項

 警告
 

● 走行する前に全員がシートベルトを着用す
る。
着用しないと、万一の事故時や急ブレーキ
時に、生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● シートベルトを着用するときは、次のこと
を必ず守る。
シートベルトを正しく着用しないと、万一
のとき重大な傷害につながるおそれがあり
ます。
― 運転者は正しい運転姿勢で、同乗者は
正しい着座姿勢で着用してください。

― 2人以上で1本のベルトを使用しないで
ください。

― ベルトはねじれた状態で着用しないで
ください。ねじれがあるとベルトの幅
が狭くなり、万一のとき衝撃力が分散
できず、局部的に強い力を受けること
があります。

― 腰部ベルトは腰骨のできるだけ低い位
置にぴったりと着用してください。ベ
ルトが腰骨からずれていると、腰部に
強い圧迫を受けることがあります。

― 肩ベルトは脇の下を通さず、確実に肩
に掛けてください。肩に十分に掛かっ
ていないと、上半身が拘束できないこ
とがあります。

― クリップなどで故意にベルトにたるみ
をつけ、身体から浮いた状態に調節し
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ないでください。ベルトにたるみがあ
ると、十分な効果が発揮できないこと
があります。

● シートの背もたれを倒したまま走行しな
い。
シートベルトが効果を十分発揮せず、衝突
時などに身体がシートベルトの下に入り込
み、ベルトにより重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● バックルや巻き取り装置の中に異物を入れ
ない。
シートベルトが正常に機能を発揮せず、万
一のとき重大な傷害につながるおそれがあ
ります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のときのた
めにシートベルトを着用する。
ただし、局部的に強い圧迫を受けるおそれ
があるため医師に相談し、注意事項を確認
してください。妊娠中の方は、腰ベルトを
腹部から避け腰部のできるだけ低い位置に
ぴったりと着用してください。肩ベルトは
確実に肩を通し、腹部を避けて胸部に掛か
るように着用してください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着用させ
る。
お子さまをひざの上に抱いていると、衝突
時などにお子さまを支えることができず、
お子さまが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

● シートベルトが首や顔に当たるなど、適正
な着用ができない小さなお子さまには、
チャイルドシートを使用する。

WEB
● 事故などで衝撃を受けたり傷がついたりし
たシートベルトは、日産販売会社に点検を
依頼する。
一度強い衝撃を受けたシートベルトやベル
ト部分に傷がついたり破れたりしている
シートベルトは、機能を十分に発揮しない
ことがあります。

 

 注意
 

● シートベルトの清掃にベンジンやガソリン
などの有機溶剤は絶対に使用しない。
ベルトの性能が落ち、シートベルトが機能
を十分に発揮できないことがあります。
シートベルトの清掃は中性洗剤かぬるま湯
で行い、乾かしてからお使いください。

 

エアバッグ
SRSエアバッグ

SRSエアバッグの注意事項

 警告
 

● SRSエアバッグ警告灯が次の状態のとき
は走行しない。
― ＜パワースイッチ＞をONにした直後、

SRSエアバッグ警告灯が約7秒間点灯
しないとき（消灯したままのとき）

― SRSエアバッグ警告灯が点灯または点
滅し続けるとき

SRSエアバッグが正常に作動せず、重大
な事故につながるおそれがあります。日産
販売会社にご相談ください。

● 正しい姿勢でシートベルトを正しく着用す
る。
SRSエアバッグはシートベルトを補助す
る装置です。SRSエアバッグだけでは、
身体の飛び出しなどを防止することはでき
ません。また、SRSエアバッグの効果が
発揮されないおそれがあります。

● 助手席には、チャイルドシートを後ろ向き
に取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強い衝
撃を受け、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。やむをえず助手席に
取り付けるときは、シートをできるだけ後
ろに下げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。

WEB

● 必ず次のことを守る。
SRSエアバッグが誤って作動したり正常
に作動しなくなったりし、重大な傷害に
つながるおそれがあります。
― SRSエアバッグ格納部を修理するとき
は、日産販売会社にご相談ください。
また、SRSエアバッグ格納部に傷がつ
いているとき、およびひび割れがある
ときは、そのまま使用せず日産販売会
社で交換してください。
SRSエアバッグ（前席）の格納場所は
（ WEB）をお読みください。
SRSサイドエアバッグ（前席）の格納
場所は（ WEB）をお読みください。
SRSカーテンエアバッグの格納場所は
（ WEB）をお読みください。

― SRSエアバッグ格納部に過度の衝撃を
与えないでください。

― 電気テスターを使用したSRSエアバッ
グの回路診断をしないでください。ま
たは回路を変更しないでください。

― エアロパーツなどの取り付けや、サス
ペンションを改造するときは、日産販
売会社にご相談ください。不適正な改
造をすると衝撃を正しく検知できませ
ん。

● SRSエアバッグが作動したときは、30分
経過するまでエアバッグに触らない。
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高温になるため、やけどをするおそれがあ
ります。

● SRSエアバッグ作動時の残留物（カス）
などが目や皮膚に付着したときは、できる
だけ早く水で洗い流す。
皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に刺激を
感じることがあります。

 

SRSエアバッグ（前席）

SRSエアバッグ（前席）の注意事項

 警告
 

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づけな
い。また、内がけでのハンドル操作はしな
い。
ハンドルから顔をできるだけ（約30cm
以上）離し、ハンドルにもたれかかるな
ど、手や顔、胸などを不必要に近づけない
でください。SRSエアバッグ作動時に強
い衝撃を受け、重大な傷害につながるおそ
れがあります。

● 不適正なハンドルに交換したり、SRSエ
アバッグ格納部にステッカーなどを貼った
りしない。
SRSエアバッグ作動時に正常に作動しな
くなり、重大な傷害につながるおそれがあ
ります。

● フロントガラスにアクセサリーなどを付け
ない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づけな
い。また、お子さまを近づかせない。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を受け、
重大な傷害につながるおそれがあります。
SRSエアバッグ格納部に手や足を置いた
り、顔や胸などを不必要に近づけたりしな
いでください。また、お子さまをSRSエ
アバッグ格納部の前に立たせたり、ひざの
上に抱いたりせず、後席シートに乗せてく
ださい。

● チャイルドシートは後席シートに取り付け
る。

SRSエアバッグ作動時に重大な傷害につ
ながるおそれがあります。
やむをえず助手席シートに取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下げ、必ず
前向きに取り付けてください。乳児用チャ
イルドシートなど後ろ向きにしか使用でき
ないシートは必ず後席シートに取り付けて
ください。

● チャイルドシートは走行する前に確実に固
定されていることを確認する。
固定方法および取り扱いかたは、チャイル
ドシートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

● SRSエアバッグ格納部およびその周辺に
ステッカーなどを貼ったり、アクセサリー
や芳香剤などを置いたりしない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

 

SRSサイドエアバッグ（前席）

SRSサイドエアバッグの注意事項

 警告
 

● SRSサイドエアバッグの格納部に近づか
ない。
ドアにもたれるなど、前席シートの背もた
れ側面（外側）に近づかないでください。
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特にお子さまが窓から腕を出したり、前席
シートの背もたれを抱えたりしないように
注意してください。万一のとき重大な傷害
を受けるおそれがあります。

● 前席シートのSRSサイドエアバッグ格納
部付近に傘やカバンなどを置かない。

● シートカバーは、前席シート背もたれ側面
を覆わないものを使用する。
SRSサイドエアバッグが正しく作動しな
いおそれがあります。日産純正シートカ
バーをおすすめします。

 

 注意
 

● ドアをガラスが割れるほど強く閉めない。
SRSサイドエアバッグが誤作動するおそ
れがあります。

 

SRSカーテンエアバッグ

SRSカーテンエアバッグの注意事項

 警告
 

● SRSカーテンエアバッグの格納部に近づ
かない。
万一のとき重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

● センターピラー（ロックピラー）まわり、
ルーフサイド部などのSRSカーテンエア
バッグ格納部付近に、アクセサリーやハン
ガーなどを取り付けない。
SRSカーテンエアバッグが作動したとき
に重大な傷害を受けるおそれがあります。

 

 注意
 

● ドアをガラスが割れるほど強く閉めない。
SRSカーテンエアバッグが誤作動するお
それがあります。

 

お子さまの安全のために
お子さまを乗せるときに注意する

こと

 警告
 

お子さまを乗せるときは、次のことに注意し
てください。
お子さまにもシートベルトを着用する
● お子さまにも必ずシートベルトを着用させ
る。
お子さまをひざの上に抱いていると、衝突
時などにお子さまを支えることができず、
お子さまが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

WEB
小さなお子さまにはチャイルドシートを使用
する
● シートベルトが首や顔に当たるなど、適正
な着用ができない小さなお子さまには、
チャイルドシートを使用する。

WEB
チャイルドシートは後席シートに取り付ける
● チャイルドシートは後席シートに取り付
け、走行する前に確実に固定されているこ
とを確認する。
固定方法および取り扱いかたは、チャイル
ドシートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

● 助手席には、チャイルドシートを後ろ向き
に取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強い衝
撃を受け、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。やむをえず助手席に
取り付けるときは、シートをできるだけ後
ろに下げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。

● チャイルドシートは使用していないときで
もシートにしっかりと固定するか、ラゲッ
ジルーム（荷室）などに収納する。
車室内に放置したままにすると、急ブレー
キ時などに思わぬ事故につながるおそれが
あります。

お子さまは後席シートに乗せる
● お子さまを助手席に乗せるのは避ける。
お子さまの動作が気になったり、スイッ
チ、レバー類のいたずらなど安全運転の妨
げになったりするおそれがあります。
また、助手席SRSエアバッグの格納部に
近づいていると、万一の事故などでSRS
エアバッグが作動したときに強い衝撃を受
け、重大な傷害につながるおそれがありま
す。

ドア、ウインドーなどは大人が操作する
● ドアやウインドーなどの開閉は、お子さま
には操作させない。
開閉時に手、首、足などを挟んだりして、
重大な傷害につながるおそれがあります。

● チャイルドセーフティドアロック
（ WEB）や＜パワーウインドーロック
スイッチ＞（ WEB）を使用し、お子さ
まが操作できないようにしてください。

窓から手や顔を出さない
● お子さまが腕や顔を出さないように注意す
る。
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急ブレーキ時に窓枠などにぶつかったり、
車外の障害物に当たったりして、重大な傷
害につながるおそれがあります。

車室内にお子さまだけを残さない
● 車から離れるときは、必ずお子さまを一緒
に降ろす。
炎天下では車室内が高温になり、生命にか
かわるおそれがあり危険です。

● お子さまのいたずらで車の発進、火災な
ど、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

 

チャイルドシート
お子さまの年齢や体格にあわせたチャイルド
シートを選択し、車両に適切に取り付けてく
ださい。

 警告
 

● 助手席には、チャイルドシートを後ろ向き
に取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強い衝
撃を受け、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。やむをえず助手席に
取り付けるときは、シートをできるだけ後
ろに下げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。

 

チャイルドシートについて
●乳児用チャイルドシート、チャイルドシー
ト、ジュニアチャイルドシートを総称して
チャイルドシートと呼んでいます。

●UN R44またはR129はチャイルドシート
に関する国際法です。UN R44または
R129の基準に適合した汎用（ユニバーサ
ル）チャイルドシートには、認可マークが
貼られています。

●チャイルドシートには、乳児用チャイルド
シート、チャイルドシート、ジュニアチャ
イルドシートの3種類があります。お子さ
まの年齢や体格にあわせて、適切なチャイ
ルドシートをお選びください。

●チャイルドシートの固定方法および取り扱
いかたは、チャイルドシートに付属の取扱
説明書に従ってください。

●この車はUN R44またはR129の基準に適
合したi-Sizeチャイルドシート対応ISO FIX
対応取付装置を標準装備しています。
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乳児用チャイルドシート

UN R44基準のグループ0、0＋に相当しま
す。

チャイルドシート

UN R44基準のグループ0＋、Ⅰに相当しま
す。

ジュニアチャイルドシート

UN R44基準のグループⅡ、Ⅲに相当します。

チャイルドシートの選びかた
この車両には、シートベルトで取り付ける
チャイルドシートと、i-SizeおよびISO FIX対
応チャイルドシートを取り付けることができ
ます。i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シートは、シートベルトを使わずに固定する
ため、簡単に取り付けることができます。

■ シートベルト固定タイプのチャイルド
シート

シートベルトを使ってチャイルドシートを固
定します。

WEB

■ i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シート

後席シートに付属しているi-Sizeチャイルド
シート対応ISO FIX対応取付装置で固定しま
す。

WEB

使用できるチャイルドシートについ
て

チャイルドシートの取り付け位置により、使
用できるチャイルドシートが異なります。
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※1：チャイルドシートを装着する際は、座席
のスライドを最も後方に調整してください。
※2：チャイルドシートを装着する際は、座席
を最も高い位置に調整してください。
※3：チャイルドシートを装着する際は、前席
を干渉しない位置にスライドを動かしてくだ
さい。
※4：サポートレッグ付きチャイルドシートは
装着しないでください。
●背もたれ付きのチャイルドシートがヘッド
レストに当たっていても安定して取り付け
られますが、ヘッドレストが取り外し可能
な場合は取り外すとより安定します。

マーク 説明
車両シートベルト固定式汎用型
チャイルドシートに適している
車両シートベルト固定式の前向
きに取り付ける汎用型チャイル
ドシートに適している
i-SizeおよびISO FIXチャイルド
シートに適している
後ろ向きチャイルドシート取付
禁止
ISO FIXチャイルドシート上部取
付金具（トップテザーアンカ
レッジ）を装備している座席
添付リストに記載されたチャイ
ルドシートに適している
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幼児拘束装置メーカーに関する詳細情報

● ISO FIX対応のチャイルドシートをすでにお持ちの場合、ご使用前にUN R44またはR129の基準に適合していることを確認してください。詳
しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書を参照してください。

■ 推奨チャイルドシート
日産自動車が推奨するチャイルドシートです。詳しくは日産販売会社にご相談ください。

●背もたれ付きのチャイルドシートがヘッドレストに当たっていても安定して取り付けられますが、ヘッドレストが取り外し可能な場合は取り外
すとより安定します。

座席位置
助手席 後席

汎用ベルト式に適する着席位置（〇/X） 〇 （前向きのみ） 〇 〇 〇
i-Size着席位置（〇/X） X 〇 X 〇
横向き固定具に適する着席位置（L1/L2） - - - -

適する最大の後向き固定具（R1/R2X/R2/R3） - R3 - R3

適する最大の前向き固定具（F2X/F2/F3） - F3 - F3

適する最大のブースター固定具（B2/B3） - B3 - B3

年齢
（目安）

体重
（目安）

身長
（目安） 推奨チャイルドシート

座席位置

0-18か月 <13kg <100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

X 〇 X 〇

9か月-4歳 9-18kg 76-100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（前向き、後向き）

X 〇 X 〇

4-6歳 15-25kg 100-125cm 日産ジュニアシートevo
（前向き） 〇（ベルト取付のみ） 〇

〇（ベ
ルト取
付のみ）

〇

6-12歳 22-36kg 125-150cm 日産ジュニアシートevo
（前向き） 〇（ベルト取付のみ） 〇

〇（ベ
ルト取
付のみ）

〇
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シートベルト固定タイプのチャイル
ドシートの取り付けかた

 警告
 

● チャイルドシートが確実に固定されている
ことを確認する。
確実に固定されていないと、急ブレーキや
衝突などでチャイルドシートが飛び出し、
重大な傷害を受けるおそれがあります。必
ずチャイルドシートに付属の取扱説明書に
従って取り付けてください。

 

1. ヘッドレストが取り外し可能な場合は
ヘッドレストを取り外し、チャイルド
シートを座席に置きます。（ヘッドレス
トを取り外さなくてもチャイルドシー
トは取り付けられますが、ヘッドレス
トが取り外し可能な場合は、ヘッドレ
ストを取り外してからチャイルドシー
トを取り付けると、よりチャイルド
シートが安定します。）
シートベルトをチャイルドシートに通
し、タングをバックルに “カチッ” 
と音がするまで確実に差し込みます。

WEB

2. チャイルドシートに付属の取扱説明書
に従って固定します。
チャイルドシートを前後左右にゆすり、
しっかり固定されていることを確認し
ます。

i-SizeおよびISO FIX対応チャイル
ドシートの取り付けかた

 警告
 

● i-SizeおよびISO FIX対応チャイルドシー
トを取り付けるときは、後席シートのヘッ
ドレストを取り外す。（ヘッドレストと
チャイルドシートが干渉してチャイルド
シートを正しく取り付けられない場合）

● チャイルドシートが確実に固定されている
ことを確認する。
確実に固定されていないと、急ブレーキや
衝突などでチャイルドシートが飛び出し、
重大な傷害を受けるおそれがあります。必
ずチャイルドシートに付属の取扱説明書に
従って取り付けてください。

● チャイルドシートを取り付けるときは、ア
ンカレッジ部周辺に異物がないことやシー
トベルトなどがかみ込んでいないことを確
認する。

チャイルドシートが確実に固定されず、急
ブレーキや衝突などでチャイルドシートが
飛び出し、重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

 

1. i-Sizeチャイルドシート対応ISO FIXロ
アアンカレッジは、後席シート左右座
面のマークの奥にあります。使用する
ときはカバーを取り外します。
ヘッドレストが取り外し可能な場合は
ヘッドレストを取り外し、チャイルド
シートを座席に置き、チャイルドシー
トに付属の取扱説明書に従ってロアア
ンカレッジに固定します。
（ヘッドレストを取り外さなくてもチャ
イルドシートは固定できますが、ヘッ
ドレストが取り外し可能な場合は、
ヘッドレストを取り外してからチャイ
ルドシートを固定すると、よりチャイ
ルドシートが安定します。）

WEB
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● i-SizeおよびISO FIX対応チャイルドシート
を取り付けない場合は、カバーを付けてご
使用ください。

2. テザーアンカレッジは、後席シート背
もたれ裏側マークの下方にあります。
テザーアンカレッジにフックを固定し、
テザーベルトを締めます。
チャイルドシートを前後左右にゆすり、
しっかり固定されていることを確認し
ます。

●シートカバーを装着するときは、スリット
があるものを使用してください。
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メーターの見かたヘッドアップディスプレイ★
各種設定画面

ヘッドアップディスプレイの注意事
項

 注意
 

● ヘッドアップディスプレイの明るさ、およ
び表示位置を適正に調整する。
運転者の視界が妨げられ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● ヘッドアップディスプレイを見続けない。
車両、歩行者、障害物などが見えにくくな
り、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ヘッドアップディスプレイの調整は、必ず
走行前に行う。
走行中に調整すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
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各部の操作 キー
インテリジェントキーに関する注

意事項

 警告
 

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）を使用されている方
は、アンテナから約22cm以下の範囲に
装着部位を近づけない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドアハンド
ルのセンサーおよびスイッチ操作時、電気
自動車のEVシステム始動時などにキーの
電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）の作動に影響を
与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）以外の医療電気機器を
使用されている方は、医療電気機器製造業
者などへ影響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に影響を
与える場合があります。

● 航空機内ではキーのスイッチを押さない。
万一スイッチが押されると電波が発信さ
れ、航空機の運航に支障をきたすおそれが
あるため、バッグなどに収納するときは、
荷物などでスイッチが押されないようにし
てください。

● キーの認証技適マークはキーの裏面で確認
できます。

 

ドアの施錠と解錠
ドア

電動格納式アウトサイドドアハンド
ル（フロント）

 注意
 

● 運転者や同乗者の指やアクセサリーが、可
動部に引っかからないように注意する。
ケガをすることがあります。

 

ドアに関する注意事項

 警告
 

● ドアの開閉はお子さまにはさせない。
手、首、足などを挟んだりして、重大な傷
害につながるおそれがあります。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を確認す
る。
後続車や通行人にぶつかるおそれがありま
す。風が強いときは特に注意して開けてく
ださい。

● 走行する前にドアを確実に閉める。
走行中に突然ドアが開き、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 

 注意
 

● 車から離れるときは、盗難や事故防止のた
め、必ずEVシステムをOFFにして施錠し
てください。

 

バックドアに関する注意事項

 警告
 

● バックドアの開閉はお子さまにはさせな
い。
手、首、足などを挟んだりして、重大な傷
害につながるおそれがあります。

● バックドアを開けるときは、周囲の安全を
確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれがありま
す。風が強いときは特に注意して開けてく
ださい。

● 走行する前にバックドアを確実に閉める。
走行中に突然バックドアが開き、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せて走行
しない。
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急ブレーキをかけたときなど、重大な傷害
につながるおそれがあります。

 

 注意
 

● バックドアや車体側に手を触れたままバッ
クドアを閉めない。
手を挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● バックドアを開けるときは、必ず全開にす
る。
途中で閉めると突然閉まるおそれがありま
す。

● バックドアを閉めるときは、バックドアの
ふちやその周辺に手をかけない。
手を挟まれてケガをするおそれがありま
す。手で閉める際は、必ず外から押して閉
めてください。

● バックドアを開ける前に、バックドアに付
着した雪や氷、ゴミなどの重量物を取り除
く。
重量物が付いたままバックドアを開ける
と、重みで突然閉まるおそれがあります。

● 風が強いときにバックドアを開ける場合は
特に注意する。
風にあおられ、急に閉まることがありま
す。

● バックドアを閉めるときは、手などを挟ま
ないように注意する。

バックドアガスステーについて
● バックドアのガスステーは、バックドアの
重量を支えるために取り付けられていま
す。ガスステーの損傷や作動不良を防ぐた
め、次のことを守る。
― ガスステーに手やひもなどをかけたり、
横方向に力をかけたりしない

― ビニール片、ステッカー、接着剤など
の異物をガスステーに付着させない

● ガスステーを持って、バックドアを閉めた
り、ぶら下がったりしない。
手や腕を挟んだりして思わぬケガをするお
それがあります。

 

リモコンオートバックドア★

挟み込み防止機構について

 注意
 

● 手などを挟まないように十分注意する。
挟まれる物や挟まれかたによっては、挟み
込み防止機構が作動しない場合がありま
す。

 

オートクロージャーについて

 注意
 

● バックドアを閉めるときは、バックドアや
車体側に手を触れていたり、ドアグリップ
を握ったりしない。また、バックドアのふ
ちやその周辺に手をかけない。
手を挟まれてケガをするおそれがありま
す。バックドアを閉めるときは、必ず外か
ら押して閉めてください。

 

ガレージモードの設定のしかた

 注意
 

● バックドアの止まる位置を全開位置から
1/3以下の高さに設定しない。
バックドアの止まる位置を1/3以下に設
定しても、自動的に1/3の高さに設定さ
れます。設定した高さよりも開くため、思
わぬケガや破損につながるおそれがありま
す。

 

リモコンオートバックドアに関する
注意事項

 注意
 

● 確実に停車している状態で開閉操作をす
る。

● 開閉操作をするときは、バックドア周囲の
安全を十分確認する。
バックドアに当たり、ケガをしたり物を損
傷したりするおそれがあります。

● 車が大きく傾いている状態ではオート作動
をしない。

● オート作動中にバックドアを押したり引い
たりしない。
反転して挟まれたり、バックドアに当たり
ケガをしたりするおそれがあります。

ハンズフリーセンサーについて
● 足以外でも、インテリジェントキーを携帯
したままハンズフリーセンサーに物を近づ
けると、バックドアが開閉することがある
ので注意する。
ハンズフリーセンサーが反応してバックド
アが突然開閉し、思わぬケガをするおそれ
があります。

● 洗車、ワックス掛け、整備を行うとき、ボ
ディーカバーを付け外しするとき、ハンズ
フリーセンサー周りに水を掛けるときなど
は、アドバンスドドライブアシストディス
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プレイの設定で［パワーバックドア］を
OFFにする。
ハンズフリーセンサーが反応してバックド
アが突然開閉し、思わぬケガをするおそれ
があります。

● バックドア付近にインテリジェントキーを
携帯した人がいた場合、キーを携帯してい
ない人がハンズフリーセンサーを使用し
て、バックドアを開閉できる場合があるの
で注意する。
思わぬケガをするおそれがあります。

● 坂道や未舗装路、凍結した路面などで足を
出し入れするときは注意する。
転んで思わぬケガをするおそれがありま
す。

 

シート・ハンドルの調節
前席シート

シートの調節のしかた（パワーシー
ト）

 警告
 

● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走行しな
い。
シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝
突時などに重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

● 背もたれと背中の間にクッションなどを入
れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 

 注意
 

● シートを調節するときは、動いている部分
に手や足などを近づけない。

挟まれてケガをするおそれがあります。
● シートの下に手を入れるときは注意する。
車室内を清掃するときやシートの下に落と
したものを拾うときなどは、シートレール
やシートフレームに当たり、ケガをするお
それがあります。

 

シートの調節のしかた（マニュアル
シート）

 警告
 

● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固定され
たことを確認する。
固定されていないと突然運転姿勢が変わ
り、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走行しな
い。
シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝
突時などに重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

● 背もたれと背中の間にクッションなどを入
れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 

 注意
 

● シートを調節するときは、動いている部分
に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがあります。

● 背もたれの角度を調節するときは、背もた
れを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをするおそ
れがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意する。
車室内を清掃するときやシートの下に落と
したものを拾うときなどは、シートレール

やシートフレームに当たり、ケガをするお
それがあります。

 

ヘッドレストの調節のしかた

 警告
 

● ヘッドレストを外したまま走行しない。
万一のとき、頭部への衝撃を防ぐことがで
きなくなり、重大な傷害につながるおそれ
があります。

 

 注意
 

● ヘッドレストを取り付けるときは、前後の
向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を十分に
発揮せず、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、ヘッド
レストを持ち上げ、抜け出さないことを確
認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を十分に
発揮せず、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

 

後席シート

シートの調節のしかた

 警告
 

● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固定され
たことを確認する。
固定されていないと、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走行しな
い。
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シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝
突時などに重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

 

 注意
 

● シートを調節するときは、動いている部分
に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがあります。

● 背もたれの角度を調節するときは、背もた
れを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをするおそ
れがあります。

 

シートの折りたたみかた

 警告
 

● シートは必ず固定する位置で使用する。
 

 注意
 

● シートを折りたたんだとき、折りたたんだ
背もたれの上に乗らない。
シートを損傷したり、転んだりして思わぬ
ケガをするおそれがあります。

● 背もたれを起こすときは、背もたれを手で
押さえ、ゆっくり戻す。
急に戻すと顔や身体などに当たり、思わぬ
ケガをするおそれがあります。

● 背もたれを起こすときは、シートベルトを
背もたれで挟み込んでいないことを確認す
る。
挟み込まれていると、シートベルトが正し
く着用できません。

 

ヘッドレストの使いかた

 注意
 

● ヘッドレストを取り付けるときは、前後の
向きを間違えない。

万一のとき、ヘッドレストが効果を十分に
発揮せず、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、ヘッド
レストを持ち上げ、抜け出さないことを確
認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を十分に
発揮せず、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● 後席シート中央席のヘッドレストは、ロッ
クする位置まで上げ、確実に固定されてい
ることを確認する。
格納状態では機能が十分に発揮できませ
ん。

 

ハンドル

ハンドル位置の調節のしかた

 警告
 

● ハンドルの調節は、必ず走行前に行う。
走行中に調節すると、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● 調節したあとは、確実に固定されたことを
確認する。
ハンドル位置が固定されていないと突然運
転姿勢が変わり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

 

ミラーの調節
ルームミラー★

ルームミラーの調節のしかた

 警告
 

● ミラーの調節は、必ず走行前に行う。ま
た、防眩への切り替えは必要なときのみ行
う。

走行中にミラーを調節したり、不必要に防
眩へ切り替えたりしていると、前方不注意
となり思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 

インテリジェント ルームミラー★

インテリジェント ルームミラー使用
時の注意事項

 警告
 

● 走行前に、ルームミラーの調節を必ず行
う。
ルームミラーモード（ミラー状態）にして
正しい姿勢で運転席に座り、後方がよく見
える位置に調節してください。調節をしな
いで運転を始めると、インテリジェント 
ルームミラーモード（モニター表示状態）
にしたときにミラーの反射でモニターが見
えにくくなる場合があります。

● インテリジェント ルームミラーモードの
ときに作動表示灯（故障通知LED）が消
灯したら、すみやかにルームミラーモード
に切り替える。
再度インテリジェント ルームミラーにし
ても点灯しない場合、システムの異常が考
えられます。日産販売会社にご相談くださ
い。

● あらかじめ死角範囲を確認する。
インテリジェント ルームミラーには死角
があります。システムを過信せず、安全運
転を心がけてください。

● ミラー本体やカメラ、配線を分解したり改
造したりしない。
異臭がする、煙が出るなどした場合は、た
だちに使用を中止し日産販売会社にご相談
ください。

● 走行中に操作しない。
走行中に操作を行うと、前方不注意となり
思わぬ事故につながるおそれがあります。
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● ミラー本体、カメラ、配線類にはタバコな
どの火気を近づけない。
破損や車両火災の原因となります。

 

 注意
 

● モニターを凝視しない。
― 前方不注意となり思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

― 同乗者が凝視すると、車酔いを起こす
おそれがあります。

● 太陽や後方車両のヘッドランプなどの強い
光源がカメラに入ると、インテリジェント 
ルームミラーのモニターに光のスジが入っ
たり、明るい光源がモニター上に広がった
りする場合があります。その際には、必要
に応じてルームミラーモードに戻してご使
用ください。

 

ドアミラー

ドアミラーの注意事項

 警告
 

● ミラーの調節は、必ず走行前に行う。
走行中にミラーを調節すると、前方不注意
となり思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 

 注意
 

● ミラーが動いているときは手を触れない。
手を挟む、またミラーが故障するおそれが
あります。

● ミラーを格納したまま走行しない。
後方確認ができないため危険です。

 

窓ガラスの開閉
パワーウインドー

パワーウインドーの注意事項

 警告
 

● 乗員の操作を含めすべての窓ガラス開閉操
作は運転者に責任があるため、次のことを
必ず守る。
― 走行中は顔や腕、物などを車外に出さ
ないでください。車外の物に当たった
り、急ブレーキ時に重大な傷害につな
がったりするおそれがあります。

― 窓ガラスを開閉するときは、窓から手
や顔などを出したり、故意に挟み込み
防止機構を働かせたりしないでくださ
い。手や顔、腕などを窓ガラスに挟ま
れたり巻き込まれたりすると、重大な
傷害につながるおそれがあります。

― お子さまにはパワーウインドーを操作
させないでください。重大な傷害につ
ながるおそれがあるため、＜パワーウ
インドーロックスイッチ＞を押し込ん
でください。

― 窓ガラスを開閉するときはお子さまに
声をかけ、手や腕などが窓ガラス付近
にないことを確認してから操作を行っ
てください。

― 車から離れるときは＜パワースイッ
チ＞をOFFにし、キーとお子さまを車
室内に残さないでください。いたずら
などの誤った操作によって思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 

 注意
 

● 指などを挟まれないように注意する。
窓ガラスには挟み込み防止機構があります
が、窓ガラスを確実に閉めるため、閉め切
る直前の部分では挟み込みを感知できない
領域があります。

 

挟み込み防止機構

 警告
 

● 窓ガラスを閉める前に乗員の手や顔などが
窓から出ていないことを確認する。
挟み込み防止機構を解除すると、自動開作
動と挟み込み防止機構が作動しません。確
認せずに窓ガラスを閉めると重大な傷害に
つながるおそれがあります。

 

調光パノラミックガラスルーフ
（遮熱機能付）★

 警告
 

● このシステムには高電圧コンポーネントが
含まれているため、決して分解、取り外
し、または交換しない。
― 重度の熱傷や感電により、重傷を負っ
たり死亡したりすることがあります。

― 修理が必要な場合は、日産販売会社に
ご相談ください

 

システム操作

 注意
 

● 調光パノラミックガラスルーフは、＜パ
ワースイッチ＞をOFFにして、ドアを施
錠すると不透明になります。

● ＜パワースイッチ＞をオンにすると、調光
パノラミックガラスルーフは＜パワース
イッチ＞をOFFにする前の設定に戻りま
す。

● 気候が非常に高温または低温の場合、調光
パノラミックガラスルーフの透明度が変わ
ることがあります。

● 非常に寒い天候では、調光パノラミックガ
ラスルーフの動作が制限されたり、まった
く動作しなかったりする場合があります。
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● 車両が衝撃を受けた場合、調光パノラミッ
クガラスルーフは不透明な状態を続ける場
合があります。このようなときは、日産販
売会社にご相談ください。

● 角度によっては、調光パノラミックガラス
ルーフが不透明に見えることがあります。

 

エアコンの操作
オートエアコンシステム

オートエアコンの使いかた

 注意
 

● インストルメントパネルのスイッチの前に
は何も置かない。
意図しない動作をする場合があります。

 

エアコンを使うときに注意するこ
と

エアコンに関する注意事項

 注意
 

● A/CスイッチOFF時に内部循環で長時間
使用しない。
窓ガラスがくもりやすくなり、視界が損な
われ危険なため、一時的にご使用くださ
い。

● 吹き出し風を長時間連続して身体に当てな
い。
特に皮膚の弱い方、乳幼児、病人、お年寄
り、身体の不自由な方などには、吹き出し
風が長時間当たらないように運転者が注意
してください。低温やけどや思わぬ傷害を
受けるおそれがあります。

● ＜デフロスタースイッチ＞をONにしてい
るときに、エアコンの設定温度を低くしな
い。
フロントガラスの外側に露が付き、視界を
妨げるおそれがあります。

 

タイマーエアコンの設定のしかた

 警告
 

● お子さまや介護を必要とされる方、ペット
を車室内に残さない。
タイマーエアコンを設定していても、シス
テムの自動停止などの理由で車室内が高温
または低温になることがあり、最悪の場合
は死亡につながるおそれがあります。

 

オーディオ
オーディオの使いかた

安全運転のために

 警告
 

● 走行中のオーディオ操作は、絶対にしな
い。
前方不注意となるおそれがあります。

● 音量を大きくしない。
大きすぎると車外の状況がわからないた
め、思わぬ事故の原因となります。

 

NissanConnectインフォテイン
メントシステム
安全上のご注意

運転中のご注意

 注意
 

● 操作または画面を注視する際は、必ず安全
な場所に停車してください。

● 運転中にオーディオなどを使用するとき
は、車外の音が聞こえる音量でご使用くだ
さい。外部の音が聞こえない状態で運転す
ると、安全運転の妨げになります。

 

NissanConnectインフォテイン
メントシステムについてのご注意

 警告
 

● 本体および接続機器を分解・改造・取り外
しなどしないでください。感電・故障など
の原因となります。

● 故障の原因となりますので、本体および
USBメモリやHDMIなどの挿入口に異物
を入れないでください。

● 画面が表示されない、音が出ないなど、異
常が発生したときは使用を中止してくださ
い。お客さまご自身で修理を行わずに必ず
日産販売会社にご相談ください。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）を使用している方は、
Telematics Control Unitアンテナから約
15cm以内の範囲に装着部位が近づかな
いようにしてください。サービスご利用時
などにTelematics Control Unitの電波が
植込み型ペースメーカーおよび植込み型除
細動器（ICD）の作動に影響を与えるおそ
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れがあります。医療電気機器製造業者など
へ影響を確認してからご使用ください。

 

 アドバイス
 

● ディスプレイの清掃は、車を安全な場所に
停車して行ってください。

● ディスプレイの清掃は、システムの電源を
OFFにして行ってください。電源がONの
まま清掃すると誤操作の原因となります。

● 水や芳香剤などの液体をかけないでくださ
い。本体内部に液体が入り込むと、故障の
原因になります。

● 低温時や高温時に一部の機能が動作しない
場合があります。

● 本製品の故障、誤作動または不具合により
本体に保存されなかった場合、データおよ
び消失したデータの補償は致しかねます。
あらかじめご了承ください。

● ETCユニット★を改造すると電波法によ
り罰せられることがあります。

● 本システムは、複数のアプリケーションや
スイッチ操作を同時に処理しますが、それ
らによるシステムへの負荷のため、動作が
遅くなったり、システムがフリーズしてし
まう可能性があります。
コントロールパネルスイッチやステアリン
グスイッチ操作は、一つ一つゆっくりと
行ってください。
システムの反応が遅い場合、少々お待ちい
ただくか、お待ちいただいても現象が解消
しない場合は、コントロールパネルの
＜ /VOL＞ダイヤルを約10秒以上長
押ししてシステムを再起動してください。

● 本システムは、＜パワースイッチ＞をON
にした後、全てのアプリケーションが起動
し使用可能になるまでに、約1分程度かか
ります。
ただし、以下の機能は操作可能です。
オーディオのボリューム調整
音楽再生

 

USB電源ポート

 注意
 

● USBデバイスを接続口に無理やり押し込
まないでください。故障の原因になりま
す。

 

USB・iPod★を使う

再生する

 警告
 

● 接続するオーディオ機器のUSBケーブル
を、エアバッグの作動を妨げるような場所
に設置しないでください。エアバッグが正
常に作動しなくなったり、SRSエアバッ
グの作動時に接続機器が飛ばされるなどに
より、死亡・重傷に至ることがあります。

 

 注意
 

● 本体に接続するオーディオ機器または接続
用のケーブルは、運転の邪魔にならない場
所に固定するなどしてください。運転に支

障をきたし、交通事故の原因になることが
あります。

 

本製品は、電波法と電気通信事業法に基づく
適合証明を受けております。
Model name：CCS2SBXQ

 201-240604

 D 24 0099 201
Model name：LANR41
電波法により5.2 (W52)/5.3 (W53) GHz
帯は屋内使用に限ります。
本製品の改造は禁止されています。（適合証
明番号などが無効となります。）
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運転のしかた 始動する
パワースイッチ

 警告
 

● EVシステムを始動する前にペダルの位置
を確認する。
ペダルの踏み間違いは思わぬ事故につなが
ります。右足でアクセルペダルとブレーキ
ペダルを交互に踏み、その位置を確実に覚
えてください。

● EVシステムを始動するときは、必ず運転
席に座る。
運転席以外から行うと、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 

 注意
 

● EVシステムを始動したあとは、e-Pedal 
StepのON・OFF状態を確認してから走
行する。
e-Pedal StepがONのときとOFFのとき
では、アクセルペダルの特性が大きく異な
るため、走行前に確認してください。

 

非常停止のしかた

 警告
 

● 非常停止を行うときは、可能な限り減速し
てから行う。
非常停止後は、ブレーキの効きが悪くな
り、ハンドルも重くなるため、車両のコン
トロールが難しくなります。

 

運転する
シフトスイッチ

 警告
 

● ＜シフトスイッチ＞の操作は必ず走行可能
表示灯が点灯したことを確認してから行
う。
走行可能表示灯が点灯する前に＜シフトス
イッチ＞を操作すると、目的のシフトポジ
ションに切り替わらず、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）、またはそれ以外の医
療電気機器を使用されている方は、装着部
位を＜シフトスイッチ＞に近づけない。
強力な磁石が内蔵されているため、医療電
気機器の作動に影響を与えるおそれがあり
ます。

 

 注意
 

● ＜シフトスイッチ＞に磁気カードや磁力の
あるものを近づけない。
誤作動を引き起こし、事故につながるおそ
れがあります。

● 次のような操作を行わない。
アドバンスドドライブアシストディスプレ
イに警告が表示され、正常に作動しない場
合があります。
― ブレーキペダルを踏まずに＜シフトス
イッチ＞を押す

― アクセルペダルを踏みながら＜シフト
スイッチ＞を押す

― 前進中に＜R＞スイッチを押す
― 後退中に＜D＞または＜D／B＞★ス
イッチを押す

― 走行中＜P＞スイッチを押す
― 複数の＜シフトスイッチ＞を同時に押
す

 

電動パーキングブレーキ

電動パーキングブレーキに関する注
意事項

 警告
 

● 車両を離れるときは、電動パーキングブ
レーキをかけたあと、シフトポジションを
に切り替える。

● 非常時以外は、電動パーキングブレーキを
作動させたまま走行しない。
ブレーキに不具合が生じ、事故につながる
おそれがあります。

● 電動パーキングブレーキをかけたり、解除
したりの操作を短時間に繰り返さない。
システムの過熱を防ぐために電動パーキン
グブレーキが作動しなくなる場合がありま
す。作動しなくなった場合は、約1分間経
過してから再度操作してください。

 

オートブレーキホールド

オートブレーキホールド機能使用時
の注意事項

 警告
 

● 急な坂道や滑りやすい路面で使用しない。
オートブレーキホールド機能が作動してい
ても、車両が動き出すおそれがあります。
急な坂道などでオートブレーキホールド機
能を作動させたとき、運転者にブレーキペ
ダルを踏むよう警告メッセージが表示され
ることがあります。

● オートブレーキホールド機能が作動してい
ても停止状態を維持できないときは、ブ
レーキを使用して車両を停車させる。
ブレーキ力保持状態のときに外的要因で車
両が動くと、警告音が鳴り、警告メッセー
ジが表示されることがあります。
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警告メッセージ（ WEB）
● 次の場合はオートブレーキホールド機能を

OFFにする。
― 洗車機を使用するとき
― 車両のけん引時
― 過積載のとき

● 次の場合はシフトポジションを にして
パーキングブレーキが確実にかかっている
か確認する。
車両が不意に動き出し重大な傷害や事故を
起こすおそれがあります。
― 駐車するとき
― 人が乗降するとき
― 荷物の積み下ろしをするとき

● VDC警告灯［ ］（ WEB）、ブレー
キシステム警告灯（黄色）［ ］
（ WEB）、電動パーキングブレーキ警告
灯［ ］（ WEB）またはマスター
ウォーニング[ ]が点灯し、シャシー制
御表示（ WEB）の警告メッセージが表
示されたときは、オートブレーキホールド
機能は作動しません。

● オートブレーキホールド機能をOFFにす
る際は、ブレーキペダルを踏みながら
＜オートブレーキホールドスイッチ＞を押
す。
急な坂道では、オートブレーキホールド機
能での停止状態からアクセルペダルを踏ん
でもオートブレーキホールド機能が解除で
きない場合があります。

● ブレーキペダルから足を離す前に、オート
ブレーキホールド表示灯[ ]（緑色）が
点灯していることを確認する。

 

 注意
 

● オートブレーキホールド機能によってブ
レーキ力が保持されているときに、オート
ブレーキホールド機能をOFFにするとき
は、ブレーキペダルをしっかりと踏む。
ブレーキが解除され車両が動き出し、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

● 車両が停止してもブレーキ保持が開始され
ないときは、オートブレーキホールド表示
灯[ ]（緑色）が点灯するまでブレーキ
ペダルを踏み込む。
ブレーキペダルが十分な力で踏まれていな
い、もしくは、車両停止後にブレーキペダ
ルを離すのが早すぎると、オートブレーキ
ホールド表示灯[ ]（緑色）は点灯しま
せん。

 

発進・走行

発進するときの注意事項

 警告
 

● 発進するときは、アクセルペダルを踏んだ
まま＜シフトスイッチ＞を操作しない。
急発進し、重大な事故につながるおそれが
あります。

 

走行するときの注意事項

 警告
 

● 走行中はシフトポジションを に切り替
えない。
回生ブレーキが作動しないため、事故につ
ながるおそれがあります。

● e-Pedal StepがOFFのときは、下り坂で
はフットブレーキと回生ブレーキを併用す
る。
ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキ
が過熱して効きが悪くなるおそれがあり危
険です。坂の勾配に応じて回生ブレーキを
併用してください。

WEB
● e-Pedal StepがOFFのときに、回生ブ
レーキの効きが弱くなった場合は、ブレー
キペダルを踏んで減速する。

● e-Pedal StepをONにすると、回生ブ
レーキの効きが強くなり、アクセルペダル
の操作のみで速度調整することができるよ
うになります。アクセルペダルを離しても
減速度が足りないときは、ブレーキペダル
を踏んでください。

 

停車・駐車

停車・駐車の注意事項

 警告
 

● 駐車するときは、ガスライターなどに注意
する。
操作部が露出しているガスライターをグ
ローブボックスなどの小物入れに入れてお
いたり、床やシートのすき間に落としたま
まにしたりしないでください。荷物を押し
こんだときやシートを動かしたときに、ガ
スが噴出して火災につながるおそれがあり
ます。また、ライターを使用したあと、す
ぐに収納すると火災を起こすおそれがあり
ます。

 

 注意
 

● 長期間車両を駐車していると、小動物が巣
を作り、思わぬ火災につながる可能性があ
るため注意する。

 

ランプをつける、ワイパーを使う
ライトスイッチ

ハイビームアシスト★の注意事項

 警告
 

● システムを過信しない。
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常に周囲の状況を確認し、必要に応じて上
向きと下向きを手動で切り替えてくださ
い。

● 次のようなときは、ハイビームアシストが
正しく作動しない場合があるため、必要に
応じて上向きと下向きを手動で切り替え
る。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが不十
分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ていたり、汚れなどが付着したりして
いるとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た光源
があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のとき
― 対向車のヘッドランプが破損または汚
れていたり、光軸がずれているとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明るさ
や大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののとき
― 明るさの急激な変化が連続していると
き

― 段差や起伏のある道路を走行している
とき

― カーブが多い道路を走行しているとき
― ミラーや標識など反射の強いものが前
方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車の後
部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾いてい
るとき

 

アダプティブLEDヘッドライトシス
テム★の注意事項

 警告
 

● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応じて上
向きと下向きを手動で切り替えてくださ
い。

● 次のようなときは、アダプティブLED
ヘッドライトシステムが正しく作動しない
場合があるため、必要に応じて上向きと下
向きを手動で切り替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが不十
分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ていたり、汚れなどが付着したりして
いるとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た光源
があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のとき
― 対向車のヘッドランプが破損または汚
れていたり、光軸がずれているとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明るさ
や大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののとき
― 明るさの急激な変化が連続していると
き

― 段差や起伏のある道路を走行している
とき

― カーブが多い道路を走行しているとき
― ミラーや標識など反射の強いものが前
方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車の後
部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾いてい
るとき

 

フォグランプスイッチ★

リヤフォグランプの注意事項

 警告
 

● 晴天時は使用しない。
後続車の視界を悪くするおそれがありま
す。

 

ワイパー・ウォッシャースイッチ

雨滴感知式ワイパー★の注意事項

 注意
 

● ＜パワースイッチ＞がON（メーター内の
走行可能表示灯[READY]が点灯）でス
イッチ位置を＜AUTO＞にしているとき、
雨滴感知センサー上部のフロントガラスに
手で触れたり、水分を含んだ布などを近づ
けたりしない。
ワイパーが作動しケガやワイパーの破損に
つながるおそれがありますので、注意して
ください。また、洗車時にはスイッチ位置
を必ず＜OFF＞にしてください。

 

ワイパーアームを起こすとき（ライ
ズアップ機能の使いかた）

 注意
 

● ＜パワースイッチ＞がONでもライズアッ
プ機能を作動させることができますが、ワ
イパーアームを起こすとき、思わぬ事故や
ケガをしないように次のことを必ずお守り
ください。
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― シフトポジションが  にあることを確
認する。

― 同乗者が誤ってスイッチ操作しないよ
うに注意する。

 

ワイパー・ウォッシャーを使うとき
の注意事項

 警告
 

● 寒冷時は、ウォッシャー液を噴射する前
に、ヒーターでガラスを温める。また、
ウォッシャー液は外気温に合わせた希釈割
合にする。
寒冷時は、ガラスに吹き付けられたウォッ
シャー液が凍結し、視界を妨げ、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 

運転支援機能
e-Pedal Step

e-Pedal Stepに関する注意事項

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
走行・道路状況に応じてブレーキペダルを
踏んでください。

● メーターに［現在e-Pedalシステムは使用
できません 減速する際はブレーキを踏ん
でください］と警告メッセージ
（ WEB）が表示されたときは、e-
Pedal Stepの機能が一時的に使用できな
い状態になっているため、安全な場所に停
車し、一度＜パワースイッチ＞をOFFに
してから再始動してください。再始動後も
メッセージが表示されるときは、システム
の異常が考えられるため、日産販売会社で
点検を受けてください。

● 極低速は回生ブレーキを作動させずe-
Pedal Step OFF同様のクリープ現象が発
生します。
停車するときは、ブレーキペダルを踏んで
ください。

● 減速中の減速度合いが足りない場合は、た
だちにブレーキペダルを踏む。
車両が動きだしたり、止まりきらなかった
りして、思わぬケガや事故につながるおそ
れがあります。

● 過積載、急勾配、氷結路などの制動力が低
下する条件では、減速度が十分でない場合
があるため、必要に応じてブレーキペダル
を使用する。

● 長い下り坂ではe-Pedal StepをOFFにす
る。回生ブレーキコントロールパドル無車
はe-Pedal StepをOFFにして、シフトポ
ジションを または ★に切り替える。
e-Pedal StepをONにしたままで、下り
坂を走行し続けると、ブレーキの過熱を防
ぐため、e-Pedal Stepが自動的にOFFに
切り替わることがあります。

● けん引中は、e-Pedal StepをOFFにす
る。

 

ドライブモードセレクター

ドライブモードセレクターの注意事
項

 注意
 

● 走行中に＜ドライブモードセレクター＞や
画面を注視しない。
前方不注意となり思わぬ事故につながるお
それがあります。

 

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

ABSに関する注意事項

 警告
 

● カーブの手前では十分に減速する。
ABSはあくまでも運転者のブレーキ操作
を補助するシステムです。ABSの付いて
いない車両と同様に、カーブの手前では十
分な減速が必要です。早めの操作で安全運
転を心がけてください。

● でこぼこ道、砂利道、積雪路などでは、特
に速度を控え、車間距離を十分にとる。
ABSはブレーキ時の車両の安定性、操舵
性を確保しようとするための装置で、制動
距離が短くなるとは限りません。でこぼこ
道、砂利道、積雪路などでは、ABSの付
いていない車より制動距離が長くなること
があります。このような道を走行するとき
は、特に速度を抑え、車間距離を十分に
とって運転してください。

● タイヤ交換時は、必ず指定サイズのタイヤ
を4輪に装着する。
ABSは各車輪の回転速度をセンサーで検
出しています。指定サイズ以外ではABS
が正常に作動しなくなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）

VDCに関する注意事項

 警告
 

● 滑りやすい路面やカーブの手前では速度を
落とす。
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この装置は車両の走行安定性を向上させる
もので事故を防止するものではありませ
ん。VDCの作動にも限界があるため、滑
りやすい路面やカーブの手前では、特に速
度を落とし安全運転を心がけてください。

● 次の場合、VDC警告灯［ ］が点灯し
正常に作動しないことがあるため注意す
る。
― サスペンション、タイヤ、ブレーキな
どを純正品以外に交換したり、改造し
たとき

― サスペンション、タイヤ、ブレーキな
どの関係部品が著しく摩耗および劣化
した状態で走行したとき

● VDC付車でも雪道などでは冬用タイヤや
タイヤチェーンを装着する。

 

ヒルスタートアシスト

 警告
 

● ヒルスタートアシストの機能を過信しな
い。
凍結している路面や泥状の坂道では、車両
がスリップして後退することがあります。
特に安全運転を心がけてください。
緩やかな坂道ではヒルスタートアシストが
作動せず後退する場合があります。その際
はブレーキペダルを踏むか、パーキングブ
レーキをかけてください。

● 停車するときは、思わぬ事故につながるお
それがあるため、ブレーキペダルを踏み続
ける。
この装置は、ブレーキペダルから足を離す
と約2秒間ブレーキ力を保持しますが、そ
の後ブレーキ力が解除されます。駐車する
ときは確実にシフトポジションを に入
れ、パーキングブレーキをかけてくださ
い。

 

車両接近通報装置

 警告
 

● 車両接近通報装置の音が聞こえないとき
は、日産販売会社で点検する。
車両接近通報装置の音が聞こえないとき
は、安全で静かな場所に停車し、音が聞こ
えるか確認してください。ブレーキペダル
を確実に踏みながら、シフトポジションを
にし、窓を開けて音が聞こえるか確認

します。車両前方から音が聞こえないとき
は、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

 

走行支援機能

走行支援機能

 警告
 

● 走行支援機能は、自動で運転する装置では
ありません。運転者は交通法規を遵守し、
常に周囲の状況に注意して運転してくださ
い。道路・交通・自車の状況に応じてハン
ドル、ブレーキ、アクセルを確実に操作
し、安全な運転を行う責任があります。性
能には限界があるため、システムだけに
頼った運転はせず、常に安全運転を心がけ
てください。

● レーダー、カメラ、ソナーの性能には限界
があります。 詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。

WEB
 

プロパイロット

プロパイロット に関する注意事項

 警告
 

● プロパイロットは自動で運転する装置では
ありません。また、脇見運転やぼんやり運
転などの前方不注意での運転操作を補助す
るものではありません。
運転者はシステムを過信せず、常に周囲に
注意し、道路・交通・自車の状況に応じて
確実にハンドル、アクセルペダル、ブレー
キペダルを操作して、安全な運転を行う責
任があります。

● プロパイロットは高速道路や自動車専用道
路の直線や緩やかなカーブでの使用を想定
して設計されています。
一般道での使用は思わぬ事故につながるお
それがあるため使用しないでください。

● プロパイロットは同一方向に走行する車両
を検出し、車間距離を保つようアクセル、
ブレーキを制御します。
対向車、前方を横切る車両、車線外（路肩
など）にいる車両、歩行者、自転車、工事
用のパイロン、落下物などの車両以外のも
のに反応しません。

● プロパイロットは車線中央付近を走行する
ようにステアリングを制御します。側方か
ら車両が近づいてきても反応しません。
交通法規を遵守する責任は運転者にありま
す。走行している地域や道路の交通法規を
遵守し、安全な走行を行ってください。

● プロパイロットの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせず、常
に安全運転を心がけてください。
自車の前への急な割り込みや先行車が急ブ
レーキをかけたとき、急なカーブを走行す
るとき、悪天候などでは、適切な減速や操
舵制御が行えず先行車に接近したり、レー
ンマーカーに近づいたりすることがありま
す。先行車との車間距離、自車の車線内の
位置、周囲の状況に応じて自らアクセルペ
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ダル、ブレーキペダル、ハンドルを操作
し、常に安全運転を心がけてください。
レーンマーカーとは、走行車線の右側もし
くは、左側に引かれた線のことを示しま
す。

● プロパイロットを解除せずに降車しないで
ください。
車両を停車し続ける能力をもっていませ
ん。降車する場合は＜プロパイロットス
イッチ＞を押してシステムをOFFにし、
シフトポジションを に切り替え、電動
パーキングブレーキを作動させてくださ
い。

● 次のような状況では適切な制御ができず、
思わぬ事故につながるおそれがあるため使
用しないでください。
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を
走行しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 急カーブや曲がりくねった道を走行し
ているとき

― 急な上り坂、下り坂を走行していると
き

― 頻繁な加減速により、車間距離が保ち
にくい交通状況のとき

― 料金所を通るとき
― タイヤの空気圧が適正ではないとき
― 摩耗しているタイヤ、日産純正品もし
くは日産販売会社で購入したタイヤ以
外を使用しているときや、タイヤ
チェーンを装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品やサスペン
ション部品を使用しているとき

― レーダー部に雪、氷、泥などの付着物
があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
びその前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪、泥などの付着物
があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
び、その前方のフロントガラスにくも
りや結露があるとき

― レーダー、カメラ、ソナーの機能を妨
げるものを取り付けたとき

― 極端に重い荷物を積んでいるとき
― けん引されているとき
― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図が実際の道路と一致し
ていないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図データ通信が安定して
行えないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムのライセンス期限が切れてい
るとき

 

システム構成

 警告
 

● プロパイロットは次のような障害物には反
応しません。
― 歩行者、動物など
― 落下物
― 工事などで設置されるパイロンなど
― 特殊な形状をした車両

● 次のような状況では先行車の検出が遅れ
る、または検出ができないことがありま
す。運転者は常に前方の状況に注意し、必
要に応じてブレーキペダルやハンドルを操
作してください。
― 前方に急な割り込みがあったとき
― 停止車両など自車速よりも極端に遅い
車両がいたとき

― 見通しの悪いカーブを走行していると
き

― 前方に車線の端を走行する二輪車がい
るとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水や雪
などを巻き上げて走行しているとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んだとき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
● 次のような状況では正しくレーンマーカー
の検出ができず車線維持機能（ハンドル支

援）、車線変更支援機能が使用できないこ
とがあります。
― レーンマーカーが消えかかっている、
汚れているなど不明瞭なとき

― レーンマーカーが路面の色と似ており
見えにくいとき

― レーンマーカーが多重に描かれている
とき

― 消されたレーンマーカーが、まだ薄く
残っているとき

― 工事などによる車線規制や仮設のレー
ンマーカーがあるとき

― 料金所や交差点手前などでレーンマー
カーが大きく変化しているとき

― 車線幅が極端に狭いときや広いとき、
または変化しているとき

― 停車禁止部分、または立ち入り禁止部
分がある道を走行しているとき

― 出口路、分岐路など車線数が増えると
き

― 濡れているまたは水たまりのある路面
を走行しているとき

― 道路構造物、街路樹、建物などの影が
差している路面を走行しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水や雪
などを巻き上げて走行しているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車のハ
イビームなど）を受けているとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れているとき

― トンネルの出入り口や日陰など急に明
るさの変化が起こったとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んでいるとき

● 次のような状況では隣の車線の車両の検出
が遅れる、または検出ができないことがあ
ります。運転者は常に周囲の状況に注意
し、必要に応じてハンドルを操作してくだ
さい。
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― 背の低い車両や、オートバイなどの幅
の狭い車両が走行しているとき

― 後方から速い速度で接近してくる車両
が走行しているとき

― 後方から近づいてくる車両が車線変更
などにより隣の車線に移動したとき

― 自車や周囲の車両が路上の水や雪など
を巻き上げて走行しているとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んだとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪など）
● 次のような場合、ドライバーモニターシス
テムが運転者を適切に検出できないことが
あります。
― 車室内へ太陽光が入り込み、ドライ
バーモニターカメラまたは、運転者が
照らされているとき

― 太陽光の入り込みと影になることが繰
り返すとき

― サングラス、マスク、眼帯、帽子、マ
フラーなどを着用している場合など目、
鼻、口や顔の輪郭が隠れているとき

― 顔とシステムとの間に遮る物があると
き

― ドライバーモニターカメラに触れ、汚
れや指紋が付着したとき

― 助手席や後席シートの方が運転席付近
に身を乗り出したときなど、運転席付
近に2つ以上の顔が存在するとき

― 前方からの太陽光の眩しさなどで目を
細めたり、運転姿勢をくずしていたり
しているとき

● フロントレーダー、サイドレーダーの汚れ
を自動的に判定する機能を備えております
が万全ではありません。
状況によってはレーダーが汚れていても判
定できない場合があります。また雪、氷な
どが付着したときも判定できない場合があ
ります。

このような状況では適切な作動ができなく
なるおそれがあるため、常に周囲に注意し
て走行してください。またフロントレー
ダー、サイドレーダーおよびその周辺はい
つもきれいにしておいてください。

WEB
● フロントカメラの汚れを自動的に判定する
機能を備えておりますが万全ではありませ
ん。
状況によってはフロントカメラが汚れてい
ても判定できない場合があります。また
雪、氷などが付着したときも判定できない
場合があります。
このような状況では適切な作動ができなく
なるおそれがあるため、常に前方に注意し
て走行してください。またフロントカメラ
およびその周辺はいつもきれいにしておい
てください。

WEB
● ドライバーモニターカメラの汚れを自動的
に判定する機能を備えておりますが万全で
はありません。
状況によってはドライバーモニターカメラ
が汚れていても判定できない場合がありま
す。またドライバーモニターカメラに触
れ、汚れや指紋が付着したときも判定でき
ない場合があります。このような状況では
適切な作動ができなくなるおそれがあるた
め、常に前方に注意して走行してくださ
い。またドライバーモニターカメラおよび
その周辺はいつもきれいにしておいてくだ
さい。

WEB
 

プロパイロットの使いかた

■ 車間距離設定のしかた

 警告
 

● プロパイロットは脇見運転やぼんやり運転
などの前方不注意での運転操作を補助する
ものではありません。
先行車との車間距離、車線内の位置、周囲
の状況に応じてアクセルペダル、ブレーキ
ペダル、ハンドルを操作するなどして、常
に安全運転を心がけてください。

 

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

 警告
 

● アクセルペダルを操作して加速していると
きは、ブレーキ制御、接近警報を行いませ
ん。
通常、車間制御中は先行車の速度に合わせ
て自動的に加速、減速を行います。車線変
更などで加速が必要なときや、先行車が急
減速したり、他車が割り込むなどして先行
車に接近しそうになったときなどはアクセ
ルペダル、またはブレーキペダルを踏んで
周囲の状況に応じた適切な加速、減速を
行ってください。

 

■ プロパイロットの解除のしかた

 警告
 

● プロパイロットをOFFにせずに降車しな
いでください。
降車する場合は＜プロパイロットスイッ
チ＞を押してシステムをOFFにし、電動
パーキングブレーキを作動させ、シフトポ
ジションを にしてください。
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システム作動

 警告
 

● 運転者は周囲の状況に注意し、必要に応じ
てブレーキペダルを操作してください。
車速･車間制御機能で停車したあと、前方
に車両が割り込んできた場合、位置や車両
の向きによっては検出することができず、
先行車が発進すると自車も動き出し割り込
んできた車両に接近するおそれがありま
す。

 

ルート減速支援機能★

 警告
 

● ルート減速支援機能の性能には限界があり
ます。
ルート減速支援機能は、すべての走行状
況、交通環境、天候、路面状況で作動する
わけではありません。運転者は周囲の状況
に応じて自らアクセルペダル、ブレーキペ
ダル、ハンドルを操作し、常に安全運転を
心がけてください。

● ルート減速支援機能は、車両のブレーキに
より走行を止める機能ではありません。
減速が必要なときは必ず運転者が自ら適切
なブレーキ操作を行ってください。

● 運転者は走行している道路の制限速度を確
認し、設定車速を適切に設定し、安全運転
を心がけてください。

● 次のような状況では、ルート減速支援機能
が適切に作動しない場合があります。
路面状況や交通環境に応じてアクセルペダ
ル、またはブレーキペダルを踏んで周囲の
状況に応じた適切な加速、減速を行ってく
ださい。
― NissanConnectインフォテインメント
システムが地図サーバーから地図デー
タを取得できないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図データが最新ではない、
または利用できないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムが新しいルートを探索してい
るとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの位置検出が正しく行えない
とき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図にない道路を走行して
いるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道路を
走行しているとき

― 車線の分岐･合流のある道路、または交
差点付近を走行しているとき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪、強風など）
や、道路状況の悪い場所を走行してい
るとき

 

制限速度支援機能★の作動

 警告
 

● 次のような場合は、標識検知機能が最高速
度標識を検出しても、設定車速に反映され
ない場合があります。
― 標識検知機能が適切に作動していない
とき

― システムをOFFに設定しているとき
― NissanConnectインフォテインメント
システムの位置検出が正しく行えない
とき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図にない道路を走行して
いるとき

― 高速道路、または自動車専用道路の出
口に近づいたとき

― 自車の路線と並行する路線があるとき
（インターチェンジ、サービスエリア、
パーキングエリアなど本線から出る路
線）

― 自車の路線と並行する側道の両車線に
最高速度標識が表示され、それぞれが
異なる制限速度を検出しているとき

― 工事中の道路や車線規制がある道路を
走行するとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムとフロントカメラにより、ナ
ビゲーションの道路種別と走行してい
る道路の種別が一致しないと判定した
とき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図データが最新ではない、
または利用できないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムが地図サーバーから地図デー
タを取得できないとき

 

車線維持機能（ハンドル支援）につ
いて

 警告
 

● 車線中央付近を走行するようにステアリン
グを制御します。側方の車両が近づいてき
ても反応しません

● 手放し運転はしない。
プロパイロット2.0★で手を離して走行で
きるときを除き、必ずハンドルを持ち、安
全運転を心がけてください。

 

車線維持機能（ハンドル支援）の解
除（プロパイロット2.0付車）

 警告
 

● 警告画面が表示されたときは、すみやかに
ハンドルを操作してください。
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運転者が前方の状況に注意していな
いと判断したとき（プロパイロット

2.0付車）

 警告
 

● 運転者は常に前方に注意し、運転してくだ
さい。

 

運転者がハンドルを持っていないと
判断したとき

 警告
 

● プロパイロット2.0の表示が緑色のとき
は、必ずハンドルを持って運転してくださ
い。

 

側方注意検知

 警告
 

● 側方の車両が近づいてきても反応しませ
ん。
合流部、カーブを走行するとき、また大型
車両が隣の車線を走行しているときは特に
周辺車両に注意し、必要に応じてハンドル
操作をしてください。

 

車線変更支援機能について（プロパ
イロット2.0付車）

 警告
 

● 運転者は道路、交通、自車の状況に応じ
て、安全に車線変更を行う責任がありま
す。
車線変更をするときは、必ず周囲の状況を
確認し、安全に目的の車線に移動してくだ
さい。

● 車線変更支援機能には、衝突を回避するた
めにステアリング制御する機能はありませ
ん。
車線変更をするときは、必ずハンドルを持
ち、安全に目的の車線に移動してくださ
い。

 

運転者がハンドルを持っていないと
判断したとき（プロパイロット2.0

付車）

 警告
 

● 車線変更を行うときは、必ずハンドルを
持って運転してください。

 

追い越し支援機能について（プロパ
イロット2.0付車）

 警告
 

● 運転者は道路、交通、自車の状況に応じ
て、安全に車線変更を行う責任がありま
す。
車線変更をするときは、必ず周囲の状況を
確認し、安全に目的の車線に移動してくだ
さい。

● 追い越し支援機能には、衝突を回避するた
めにステアリング制御する機能はありませ
ん。
車線変更をするときは必ずハンドルを持
ち、安全に目的の車線に移動してくださ
い。

 

運転者がハンドルを持っていないと
判断したとき（プロパイロット2.0

付車）

 警告
 

● 車線変更を行うときは、必ずハンドルを
持って運転してください。

 

プロパイロット2.0に関する注意事
項

 警告
 

● プロパイロット2.0は次のような障害物に
反応しません。
― 歩行者、動物など
― 落下物
― 工事などで設置されるパイロンなど

● 次のような状況では先行車の検出が遅れ
る、または検出ができないことがありま
す。運転者は常に前方の状況に注意し、必
要に応じてブレーキやハンドルを操作して
ください。
― 前方に急な割り込みがあったとき

― 見通しの悪いカーブを走行していると
き
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― 前方の車両が車線変更したあとで、さ
らに前方に停車中の車両や自車速より
も極端に遅い車両がいたとき

― 前方に車線の端を走行する二輪車がい
るとき

― フロントレーダー部に雪、氷、泥など
の付着物があるとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水や雪
などを巻き上げて走行しているとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んだとき

● カーブを走行しているときや車線変更を
行っているときなど、道路形状や自車の状
況によっては、隣の車線の車両や周辺のも
のを検出して減速したり、警報が作動した
りする場合があります。

● 高速道路などで、インターチェンジ、サー
ビスエリア、パーキングエリアなどに進入
する（本線から出る）とき本線上で車速・
車間制御機能により設定車速よりも遅い車
速で走行する先行車に追従走行している場
合には、自車または先行車の車線変更など
で、自車線上に先行車を検出しなくなるこ
とにより設定車速まで自動的に加速するた
め、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● 次のような状況では正しくレーンマーカー
の検出ができず車線維持機能（ハンドル支
援）、車線変更支援機能が使用できないこ
とがあります。
― レーンマーカーが消えかかっている、
汚れているなど不明瞭なとき

― レーンマーカーが路面の色と似ており
見えにくいとき

― レーンマーカーが多重に描かれている
とき

― 消されたレーンマーカーが、まだ薄く
残っているとき

― 工事などによる車線規制や仮設のレー
ンマーカーがあるとき

― 料金所や交差点手前などでレーンマー
カーが大きく変化しているとき

― 車線幅が極端に狭いときや広いとき、
または変化しているとき

― 停車禁止部分、または立ち入り禁止部
分がある道を走行しているとき

― 出口路、分岐路など車線数が増えると
き

― 濡れているまたは水たまりのある路面
を走行しているとき

― 道路構造物、街路樹、建物などの影が
差している路面を走行しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水や雪
などを巻き上げて走行しているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪などが付着してい
るとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車のハ
イビームなど）を受けているとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れているとき

― トンネルの出入り口や日陰など急に明
るさの変化が起こったとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んでいるとき

● 次のような状況では隣の車線の車両の検出
が遅れる、または検出ができないことがあ
ります。運転者は常に周囲の状況に注意
し、必要に応じてハンドルを操作してくだ
さい。
― 背の低い車両や、オートバイなどの幅
の狭い車両が走行しているとき
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― 後方から速い速度で接近してくる車両
が走行しているとき

― 後方から近づいてくる車両が車線変更
などにより隣の車線に移動したとき

― サイドレーダー部に雪、氷、泥などの
付着物があるとき

― 自車や周囲の車両が路上の水や雪など
を巻き上げて走行しているとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重い荷
物を積んだとき

 

 注意
 

● 次のような場合、ドライバーモニターシス
テムが運転者を適切に検出できないことが
あります。
― 車室内へ太陽光が入り込み、ドライ
バーモニターカメラまたは、運転者が
照らされているとき

― 太陽光の入り込みと影になることが繰
り返すとき

― サングラス、マスク、眼帯、帽子、マ
フラーなどを着用している場合など目、
鼻、口や顔の輪郭が隠れているとき

― 顔とシステムとの間に遮る物があると
き

― ドライバーモニターカメラに触れ、汚
れや指紋が付着したとき

― 助手席や後席シートの方が運転席付近
に身を乗り出したときなど、運転席付
近に2つ以上の顔が存在するとき

― 前方からの太陽光の眩しさなどで目を
細めたり、運転姿勢をくずしていたり
しているとき

● フロントレーダー、サイドレーダーの汚れ
を自動的に判定する機能を備えております
が万全ではありません。
状況によってはレーダーが汚れていても判
定できない場合があります。また雪、氷な
どが付着したときも判定できない場合があ
ります。
このような状況では適切な作動ができなく
なるおそれがあるため、常に周囲に注意し
て走行してください。またフロントレー
ダー、サイドレーダーおよびその周辺はい
つもきれいにしておいてください。

WEB
● フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺の塗装修理はできませ
ん。誤った塗装修理を行うと、本来の機能
を発揮できなくなる可能性があります。
適切な修理を行うため、日産販売会社にご
相談ください。

WEB

● フロントカメラの汚れを自動的に判定する
機能を備えておりますが万全ではありませ
ん。
状況によってはフロントカメラが汚れてい
ても判定できない場合があります。また
雪、氷などが付着したときも判定できない
場合があります。
このような状況では適切な作動ができなく
なるおそれがあるため、常に前方に注意し
て走行してください。またフロントカメラ
およびその周辺はいつもきれいにしておい
てください。

WEB
● 状況によっては外部の騒音などにより、警
報音（ブザー）が聞こえない場合がありま
す。

 

定速制御機能について

 警告
 

● 定速制御中は車間制御を行わないため、ブ
レーキ操作も警報も行いません。
先行車との車間距離、周囲の状況に応じて
ブレーキペダルを踏んで減速するなどして
車間距離を確保し、安全運転を心がけてく
ださい。
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インテリジェント ディスタンスコ
ントロール

インテリジェント ディスタンスコン
トロールに関する注意事項

 警告
 

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは運転者を支援するための
補助装置であり、衝突警告または回避装置
ではありません。
常に注意を払い、安全運転をし、車両をコ
ントロールするのは運転者の責任です。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムを使用するときは、常に注
意して運転してください。
インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムを使用する前に、オーナー
ズマニュアルをよく読んで理解してくださ
い。重大な人身事故を避けるために、事故
を防止したり、緊急時に車両の速度を制御
するためにシステムに依存したりしないで
ください。インテリジェント ディスタン
スコントロールシステムは、適切な道路お
よび交通状況以外では使用しないでくださ
い。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムにはパフォーマンスの限界
があるため、インテリジェント ディスタ
ンスコントロールシステムだけに依存しな
いでください。
このシステムは、不注意運転、脇見運転、
または漫然運転を是正したり、雨、霧、そ
の他の悪天候での視界不良を解消するもの
でもありません。前方車両との距離や周囲
の状況に応じて、ブレーキペダルを踏み込
み、車速を減速し、安全な車間距離を維持
してください。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、停止中の車両または低
速で走行している車両に接近した場合、車

両の速度を制御したり警告したりしませ
ん。
前方の車両との適切な距離を維持するため
に、車両の操作に注意する必要がありま
す。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは自動的に減速し、運転者
が前方の車両からの追従距離を維持するの
を支援します。前方の車両が急ブレーキを
かけたとき、または前方に車両が急に現れ
たときに安全な距離を保つために減速が必
要な場合は、手動でブレーキをかけてくだ
さい。インテリジェント ディスタンスコ
ントロールシステムを使用するときは、常
に注意してください。

● 前方の車両が停止した場合、車両はシステ
ムの制限内で停止まで減速する。車両が停
止すると、インテリジェント ディスタン
スコントロールシステムによって車両が停
止したままになります。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムのシステム制限は次の通り
です。これらのシステム制限事項に従わず
に車両を操作すると、重傷または死亡事故
につながる可能性があります。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、主に交通量の少ない、
直線で乾燥した開けた道路での使用を目的
としています。市街地や混雑した道路での
使用は推奨されません。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは道路状況に自動的に適応
しません。
このシステムは、交通の流れが均一な状況
で使用してください。急カーブのある道
路、凍結路面、大雨、霧の際には使用しな
いでください。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、運転者の足がアクセル
ペダルを踏んでいる間はブレーキ制御を行
いません。

● 常に車両の運転に注意し、適切な追従距離
を手動で制御できるようにしてください。
インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムでは、状況によっては、車
両間の距離（追従距離）を維持できない場
合があります。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、次の物体を検出しませ
ん。
― 停止中または低速走行中の車両（自車
が接近している場合）

― 道路上の物体または歩行者
― 同じ車線の対向車
― 走行車線から外れて走行するオートバ
イ

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、特定の道路、天候、ま
たは運転条件において前方車両を検知でき
ない場合があります。事故を避けるため、
次の状況ではインテリジェント ディスタ
ンスコントロールシステムを使用しないで
ください。
― 交通量の多い道路、高速道路、カーブ
の急な道路

― 氷や雪など滑りやすい路面
― 未舗装路などの、でこぼこした路面
― 坂の急な下り坂（頻繁にブレーキをか
けるとブレーキが過熱する可能性があ
ります）

― 上り下りが繰り返される道路
― 悪天候時（雨、霧、雪など）
― センサーの検知能力が低下していると
き（雨、雪、霧、砂嵐、砂嵐、他車両
からの飛沫など）

― レーダーセンサーエリアに土、氷、雪
などの物質が付着しているとき

― 特殊な形状の車両（タンクローリー、
サイドカーなど）

― 他のレーダー源による干渉を受けてい
るとき

― 車両の後部座席または荷室に過度に重
い荷物を積載しているとき

― トレーラーや他の車両をけん引してい
るとき
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● 道路または交通状況によっては、車両また
は物体が予期せずセンサー検出ゾーンに入
り、自動ブレーキが作動する場合がありま
す。
常に注意を払い、この警告セクションで推
奨されていない場所ではインテリジェント 
ディスタンスコントロールシステムを使用
しないでください。

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、マルチセンシングのフ
ロントカメラも使用します。以下の状況で
は、カメラが車両を正しく検出できず、前
方の車両の検出が遅れる場合があります。
― 視界不良（雨、雪、霧、砂塵嵐、砂嵐、
他車の飛沫などの状態）

― フロントガラスのカメラ部分がくもり、
または汚れ、水滴、氷、雪などで覆わ
れている

― フロントカメラに強い光（例えば、対
向車からの日光やハイビーム）が入る

― 光が強いと歩行者の周りが影になって
見えにくくなります

― 明るさが急激に変化する（例：トンネ
ルや日陰への進入時、落雷時など）

● インテリジェント ディスタンスコント
ロールシステムは、システムの制限内で
レーダーセンサーの動作を自動的にチェッ
クするように設計されています。
レーダーセンサーの検知範囲には制限があ
ります。インテリジェント ディスタンス
コントロールシステムが前方車両との車間
距離を維持するには、前方車両が検知範囲
に入っている必要があります。前方の車両
は、同一車線内での位置により検知範囲外
に移動する場合があります。
自動二輪車が車線の中心線からずれて走行
している場合、同一車線内で検知されない
場合があります。前方の車線に進入中の車
両は、車両が完全に車線に入るまで検出さ
れない場合があります。
このような場合、インテリジェント ディ
スタンスコントロールシステムは表示灯を
点滅させ、警報音（ブザー）を鳴らして警
告します。運転者は、前方車両との適切な

車間距離を手動で調整する必要がある場合
があります。

曲がりくねった道、坂道、カーブ、狭い
道、工事中の道路など、一部の道を走行し
ているときに、センサーが別の車線の車両
を検出したり、前方を走行している車両を
一時的に検出しなかったりする場合があり
ます。これにより、システムが適切に作動
しない場合があります。
車両の検出は、車両の操作（ハンドル操作
や車線内での走行位置など）または車両の
状態によっても影響を受けることがありま
す。
このような場合は、システムの表示灯が点
滅し、警報（ブザー）が鳴ることがありま
す。
前方を走行する車両との適切な車間距離
は、手動で調整する必要があります。

 

インテリジェント エマージェン
シーブレーキ

システムに関連する表示

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
インテリジェント エマージェンシーブ
レーキは、前方の車両や歩行者、人が乗車
している自転車との衝突回避操作の支援、
または衝突時の被害や傷害の軽減を目的と
しています。あらゆる状況で効果があるわ
けではありません。
必ず周囲の安全確認を行い、前方車両との
車間距離を十分に維持して、安全運転を心
がけて走行してください。

● レーダーやマルチセンシングフロントカメ
ラの性能には限界があるため、システムだ
けに頼った運転はせず、常に安全運転を心
がけてください。詳細については、各検知
条件と制限をお読みください。

WEB
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インテリジェント エマージェンシー
ブレーキに関する注意事項

 警告
 

● 次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物、自転車
― 対向車
― 道路構造物（ガードレール、ポールな
ど車両と歩行者、人が乗車している自
転車以外の障害物）

● システムは車両の後端を認識するため、次
の例のような車両を検知しないもしくは検
知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが見
えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきりし
ない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは対面で止まっている車両

● 次のような場合は、前方の車両や歩行者、
人が乗車している自転車を検知できないこ
とがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、雪、
砂などの巻き上げが発生しているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪などの付着やワイ
パーのふき残しがあるとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車のハ
イビームなど）を受けているとき

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れているとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急に
明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき

― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、背
景と同じ色の服を着ているなど人特有
の輪郭が認識できないとき

― 太陽光などが前方車両から強く反射し
ているとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、前方
車両の右左折・急ハンドル・急加速・
急減速など）

― EVシステムを始動してから約15秒間
― EVシステム始動後、走行してからイン
テリジェント エマージェンシーブレー
キシステムが1回も障害物を検知してい
ないとき

― カメラの視界が遮られているとき（フ
ロントガラスの汚れ、油膜、虫汚れ、
ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行しているとき

― 子供用の自転車、大きい荷物を載せた
自転車、2人以上乗車している自転車、
または特殊な形状の自転車（チャイル
ドシート装着車・タンデム自転車など）

● 次の例のような周辺状況では対象物の形状
を正しく検出できずシステムが作動しない
場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩道、
制限速度などの標示）の近くにある場
合

― 対象物が路面の水たまりの付近にある
場合（周りの風景が水たまりに映り込
むなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

● 次の対象物にはシステムが作動しない場合
があります。
― 歩行者、人が乗車している自転車の移
動速度が速いとき

― 対向して接近する歩行者、自転車
― 歩行者の姿勢や手足の状態（手を上げ
ているなど）により、歩行していると
特定できないとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両または最低地上高（地
面から車体までの高さ）が極端に低い
もしくは極端に高い車両

― 特殊な形状の車両（タンクローリー、
サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者、自転車

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者、人が乗車している
自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のトラッ
クなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

― ショッピングカート、ベビーカー、自
転車などを押しているとき

● 次の例のような場合、衝突するおそれがあ
る対象を正しく検出できない場合がありま
す。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 衝突するおそれのある対象の二輪車ま
たは車高の低い車両の前方近くに車両
がいる場合

● 外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。
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● 次のような場合は、システムが機能を十分
に発揮できないことがあります。
― 滑りやすい路面を走行しているとき
― 勾配のある路面を走行しているとき
― 外気温が低いときや走行開始直後など
でブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

― 水たまり走行後や洗車後などブレーキ
が濡れてブレーキの効きが悪くなって
いるとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性能が
十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタ
イヤ、スペアタイヤのような非常用タ
イヤ、日産純正品以外のタイヤ、日産
販売会社以外で購入したタイヤを使用
しているとき

― タイヤチェーンを装着しているとき
― 純正品以外のブレーキ部品、サスペン
ション部品を使用しているとき

― 車両が傾いているとき（車両後部に極
端に重い荷物を積んでいるとき）

● 路面または壁面の影や模様・ペイント（か
すれた道路標示や漢字で構成される特殊な
道路標示、濡れた路面に映り込んだ模様、
わだちなどや光の反射を含む）、前方の道
路構造物（トンネル、高架橋、交通標識、
道路脇に設置された反射器（リフレク
ター）、反射シート、ガードレール、カー
ブミラー、電柱や電線、看板）などで構成
される形状が、車両や歩行者、自転車の輪
郭の特徴や車両のテールランプの大きさ・
位置などと似通っている場合、システムが
作動する場合があります。

● 右左折中の先行車にシステムが作動を継続
する場合があります。

● 前の車両に接近し追い越す場合、システム
が作動する場合があります。

● 道路形状（カーブ、カーブの出入り口、ワ
インディング、車線規制や工事中など）に
よっては、一時的に自車正面の対向車にシ
ステムが作動する場合があります。

● 自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合があります。

● 次のような物に反応し、システムが作動す
る場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、自転車、人が乗車し
ている自転車、車両など）

― 道幅が狭い路地などを走行する際の歩
行者・人が乗車している自転車

― 路肩の障害物を避けるため、一時的に
自車前方の走行レーンにはみ出したり、
近づいたりする歩行者や人が乗車して
いる自転車

― 路面上にある物（線路、格子、鉄板な
ど）

― 駐車場内にある物（梁など）

― 走行車線または隣接する車線の歩行者、
車両など

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる歩行者、車両など

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木など）

交差点支援（右左折）について
● 交差点支援（右左折）は次のような障害物
を検知しません。

― 自車正面の対向車
● 次の場合、交差点支援（右左折）が正しく
作動しないか、衝突するおそれがある対象
を正しく検出できない場合があります。
― 対向車から2車線以上離れた車線を走行
しているとき

― 対向車が自車の正面から大きく外れて
いるとき
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― 対向車線を横断しているときに、対向
車が接近してきたとき

― 急カーブを曲がるとき
― 中央線を認識していないとき

― 対向車が連続しているとき
― 車線幅が極端に広いもしくは狭いとき
― 中央線が道路標示の近くにあるとき

● 次の場合、衝突のおそれがあるとシステム
が判断し、交差点支援（右左折）が作動す
る場合があります。
― 対向車または横断歩行者が前方を通過
したとき

― 対向車または横断歩行者の手前を通過
しようとしたとき

― 対向車または横断歩行者が自車の進路
に入る手前で停止したとき

― 対向車が自車の前方で右折または左折
したとき

● 次のようなものに反応し、交差点支援（右
左折）が作動する場合があります。
― 急ハンドルや急減速などで、動きが予
測できない対向車

交差点支援（出会頭車両）★について
● 次の場合、交差点支援（出会頭車両）は車
両を検知できない場合があります。
― 車両の全長が長い場合（大型トラック、
トレーラーなど）

― 車両が構造物や他の車両によって隠れ
ている場合

● 次の場合、交差点支援（出会頭車両）は、
車両が接近していなくても作動する場合が
あります。
― 壁、ガードレール、または他の車両な
ど、電波を反射する物体が自車に近い
場合

― 車両の上を横切る物体がある場合（高
架道路など）

 

衝突回避ステアリングアシスト

システムに関連する表示

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
衝突回避ステアリングアシストは、前方の
車両や歩行者、人が乗車している自転車と
の衝突回避操作を支援することを目的とし
ています。あらゆる状況で効果があるわけ
ではありません。
必ず周囲の安全確認を行い、前方車両との
車間距離を十分に維持して、安全運転を心
がけて走行してください。
レーダーやマルチセンシングフロントカメ
ラの性能には限界があるため、システムだ
けに頼った運転はせず、常に安全運転を心
がけてください。詳細については、各検知
条件と制限をお読みください。

WEB
 

踏み間違い衝突防止アシスト

システムに関連する表示

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
踏み間違い衝突防止アシストは、アクセル
ペダルとブレーキペダルの踏み間違えによ

り引き起こされる暴走や衝突事故の軽減を
目的とした補助機能です。あらゆる状況で
効果があるわけではありません。運転者は
周囲の安全確認を行い、常に注意深い運転
操作を心がけて走行してください。

● ソナーやマルチセンシングフロントカメ
ラ、インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラ（リヤビューカメラ）の性
能には限界があるため、システムだけに
頼った運転はせず、常に安全運転を心がけ
てください。詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。

WEB
 

踏み間違い衝突防止アシストに関す
る注意事項

 警告
 

● 故意にアクセルペダルを踏み込まない。
車両が急に動き出し思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、低速加速抑制機
能は、アクセルペダルをゆっくりと深く踏
み込んだときには作動しません。

● 次の場合は、予期せずシステムが作動し、
思わぬ事故につながるおそれがあるため、
踏み間違い衝突防止アシストをOFFにす
る。
― けん引するとき
― トレーラーなどに積載するとき
― 点検などでシャシーダイナモを使用す
るとき

― 純正品以外のサスペンション部品を使
用しているとき
（車高や車両の傾きが変わると正しく障
害物を検知できないことがあります）

― センサーを妨げるようなバイクラック
などを装着しているとき

● 外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。
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低速衝突軽減ブレーキ機能について
● ブレーキ制御は短時間しか作動しません。
必ず運転者がブレーキペダルを踏んでくだ
さい。
低速加速抑制機能が作動したあとに低速衝
突軽減ブレーキ機能が作動したときは、車
両が停車してから約2秒後にブレーキが解
除され、車両が動き出します。

 

 注意
 

低速衝突軽減ブレーキ機能について
● システムの作動を待たず、すみやかにブ
レーキ操作を行う。
車両の状態、走行状況、交通環境、天候、
路面状況などにより作動しない場合や、本
来の性能を発揮できないことがあります。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害物に接
近したときは、作動が遅れることがありま
す。

 

BSW（後側方車両検知警報） ／イ
ンテリジェント BSI（後側方衝突

防止支援システム）

システムに関連する表示とスイッチ

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
BSW（後側方車両検知警報）およびイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）は、ドアミラーによる周囲の検知
を代わりに行ったり、車両や障害物との接
触を防いだりする機能ではありません。車
線変更を行うときは、機能に頼った確認を
せず、必ずドアミラーおよびルームミラー
で側方および後方の安全を確認してくださ
い。

● レーダーやマルチセンシングフロントカメ
ラの性能には限界があるため、システムだ
けに頼った運転はせず、常に安全運転を心
がけてください。
詳細については、各検知条件と制限をお読
みください。

WEB
 

作動するとき･しないとき

 注意
 

● 車線変更を行うときは、必ずドアミラーお
よびルームミラーを使用して周囲の安全を
確認する。
自車より極端に速い速度で接近してくる車
両は検知できないことがあります。

 

BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）に関する注意事項

 警告
 

● 次のような状況では、思わぬ事故につなが
るおそれがあるためインテリジェント BSI
（後側方衝突防止支援システム）を使用し
ないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を
走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂･下り坂が繰り
返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道路を
走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行するとき
― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタ
イヤ、スペアタイヤ、タイヤチェーン
を装着しているときや、日産純正品も
しくは日産販売会社で購入したタイヤ
以外のタイヤを使用しているとき

― 日産純正品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部品を
使用しているとき

● 次のような車両は、正確に検知できず、シ
ステムが正しく作動しないおそれがありま
す。
― 背の低い車両や、オートバイなどの幅
の狭い車両

― 停車状態から検知範囲に居続ける車両
― 後方から速い速度で接近してくる車両
― 自車が速い速度で追い越した車両
― 合流や車線変更で自車の横にほぼ同じ
速度で移動してきた車両

● 次のような状況では、隣の車線の車両を検
知できないことがあります。
― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― 車線の幅が極端に広い道路を運転して
いるとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界が悪
いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

● 次のような状況では、レーンマーカーを正
確に検出できず、適切な作動ができない場
合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不明瞭
なレーンマーカー、黄色のレーンマー
カー、一般的でないレーンマーカー、
水たまり・汚れ・雪などで隠れている
レーンマーカー）がある道路を走行す
るとき

― 急なカーブのある道路を走行するとき
― 消されたレーンマーカーがまだ見えて
いる道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだち、
道路のつなぎ目、線状の補修痕などが
あるとき（これらのものをレーンマー
カーとして検出して警報したり、制御
したりする場合があります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走行し
たとき
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― 自車がレーンマーカーに対してまっす
ぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、マルチセ
ンシングフロントカメラの検出範囲が
遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラスに
付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさが不
十分なときやヘッドランプの光軸調整
が適切に行われていないとき

― 前方から強い光（太陽光など）を受け
ているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき（ト
ンネルの出入り口など）

● レーダーセンサー周辺へのステッカー（透
明なものを含む）の貼り付け、アクセサ
リー類の取り付け、追加の塗装をしないで
ください。
車両を検知する性能が低下するおそれがあ
ります。

 

 注意
 

● レーダーセンサーは次のような障害物は検
知しません。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車

 

LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シ

ステム）

システムに関連する表示とスイッチ

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）は、脇見
運転やぼんやり運転などの前方不注意およ
び雨、霧などの視界不良による危険を回避

するものではありません。周囲の状況に応
じてハンドル操作を行い、常に安全運転を
心がけてください。

● マルチセンシングフロントカメラの性能に
は限界があるため、システムだけに頼った
運転はせず、常に安全運転を心がけてくだ
さい。詳細については、検知条件と制限を
お読みください。

WEB
 

LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス

テム）に関する注意事項

 警告
 

● 次のような状況では、思わぬ事故につなが
るおそれがあるため、インテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）を使用し
ないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を
走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂･下り坂が繰り
返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道路を
走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行するとき
― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタ
イヤ、スペアタイヤ、タイヤチェーン
を装着しているときや、日産純正品も
しくは日産販売会社で購入したタイヤ
以外のタイヤを使用しているとき

― 日産純正品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部品を
使用しているとき

● 次のような状況では、レーンマーカーを正
確に検出できず、適切な作動ができない場
合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不明瞭
なレーンマーカー、黄色のレーンマー
カー、一般的でないレーンマーカー、

水たまり・汚れ・雪などで隠れている
レーンマーカー）がある道路を走行す
るとき

― 急なカーブのある道路を走行するとき
― 消されたレーンマーカーがまだ見えて
いる道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わだち、
道路のつなぎ目、線状の補修痕などが
あるとき（これらのものをレーンマー
カーとして検出して警報する場合があ
ります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走行し
たとき

― 自車がレーンマーカーに対してまっす
ぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、カメラの
検出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガラスに
付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさが不
十分なときやヘッドランプの光軸調整
が適切に行われていないとき

― 前方から強い光（太陽光など）を受け
ているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき（ト
ンネルの出入り口など）

 

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）

システムに関する表示

 警告
 

● インテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）は前方を走行する2台前の車両の急な
減速などを検知したとき運転者に警報を行
いますが、衝突を回避する機能はありませ
ん。

● インテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）は脇見運転やぼんやり運転などの前方
不注意および雨、霧などの視界不良による
危険を回避するものではありません。
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前方の車両との車間距離、周囲の状況に応
じてブレーキペダルを踏んで減速するなど
して車間距離を確保し、安全運転を心がけ
てください。

● レーダーの性能には限界があるため、シス
テムだけに頼った運転はせず、常に安全運
転を心がけてください。詳細については、
検知条件と制限をお読みください。

WEB
 

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）に関する注意事項

 警告
 

● 次のような障害物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物、道路上に落ち
ている障害物

― 対向車
― 前方を横切って通過する車両

● 次のような場合は、前方の2台前の車両を
検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界が悪
いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、雪、
砂などの巻き上げが発生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー周
辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― トンネル内を走行しているとき
― 前方の車両がけん引を行っているとき

― 前方の車両との距離が極端に近いとき

― 急なカーブや、勾配の変化があるとこ
ろを走行しているとき

● 前方の車両がオートバイのような幅の狭い
車両のときは、前方の車両を検知できず、
インテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）は警報を行わないことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。

 

RCTA（後退時車両検知警報）

システムに関連する表示

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
RCTA（後退時車両検知警報）は、運転者
の代わりに周囲を確認したり、車両と障害
物との接触を防いだりする機能ではありま
せん。駐車スペースから後退するときは、
機能に頼らず、必ず運転者自身で周囲の安
全を確認してください。

● レーダーの性能には限界があるため、シス
テムだけに頼った運転はせず、常に安全運
転を心がけてください。詳細については、
検知条件と制限をお読みください。

WEB
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RCTA（後退時車両検知警報）に関
する注意事項

 警告
 

● 後退する前に、必ず目視で周囲の状況を確
認してください。レーダーセンサーは接近
している（動いている）車両を検知しま
す。次のようなものは検知できないことが
あります。
― 歩行者、自転車、動物、児童用の玩具
の車など

― 約30km/h以上の速度で通過する車両
― 約8km/h以下の速度で通過する車両

● 次のような状況では、レーダーセンサーが
接近する車両を検知できないことがありま
す。
― 隣に駐車している車両などが、レー
ダーセンサーの検出エリアを妨げてい
るとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場に駐
車しているとき

― 傾斜した地面に駐車しているとき

― 回り込むようにして自車後方へ車両が
接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車の向
きと同じまたはそれに近いとき

● 次のような場合は、思わぬ事故につながる
おそれがあるため、システムを使用しない
でください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界が悪
いとき

― 放送局・レーダー搭載車両など周辺の
電波源により影響を受けているとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発生して
いるとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー付
近に付着しているとき

● レーダーセンサーは静止している障害物を
検知しないように設計されていますが状況
によっては、ガードレール、壁、駐車され
た車両などを検知してしまうことがありま
す。

● 外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。

● レーダーセンサー周辺へのステッカー（透
明なものを含む）の貼り付け、アクセサ
リー類の取り付け、追加の塗装をしないで
ください。
車両を検知する性能が低下するおそれがあ
ります。
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インテリジェント DA（ふらつき警
報）

システムに関連する表示

 警告
 

● 機能には限界があるため、過信せず安全運
転を心がける。
このシステムは疲労時の運転を補助するも
のではありません。疲労時の運転は重大な
事故にいたる危険があるため、運転前に十
分に休憩をとり、安全運転を心がけてくだ
さい。

 

標識検知機能

システムに関連する表示

 警告
 

● 走行中は運転者の責任で実際の標識を確認
する。
標識検知機能は、運転者の安全運転を支援
する機能です。
標識検知機能には限界があり、状況によっ
ては標識を検知できなかったり、実際とは
異なる標識を表示したりする場合がありま
す。
運転の際は、必ず運転者の責任で実際の標
識を確認してください。

● マルチセンシングフロントカメラの性能に
は限界があるため、システムだけに頼った
運転はせず、常に安全運転を心がけてくだ
さい。詳細については、検知条件と制限を
お読みください。

WEB
 

標識検知機能に関する注意事項

 警告
 

● 次のような場合は、標識の検知が遅れた
り、検知できなかったりすることがありま
す。
― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッドラ
ンプのレンズが極端に汚れているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪、虫汚れなどが付
着しカメラの視界が遮られているとき

― カメラ前方のフロントガラスがくもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車のハ
イビームなど）を受けているとき

― 前方車両から反射した強い光（太陽光
など）を受けているとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急に
明るさの変化が起こったとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹
雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、雪、
砂などの巻き上げが発生しているとき

― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 隣を走る車で視界が遮られているとき
― 標識が曲がり角やカーブの先にあると
き

― 標識の周辺が煩雑で標識を認識しにく
いとき

― 標識が自車から遠く離れた位置にある
とき

― 夜間で標識に自車のヘッドランプの光
が届きにくい位置にあるとき

― 標識が色あせたり、折れ曲がったりし
ているとき

― 標識が破損しているなど形状が変わっ
てしまっているとき

― 標識が泥、雪、または霜などで覆われ
ているとき

― 標識の一部が樹木や汚れなどによって
隠れて不明瞭なとき

― 標識に光（街灯など）や影が映り込ん
でいるとき

― 標識が大きすぎたり、小さすぎたりす
るとき

― 標識が低すぎたり、高すぎたりすると
き

― 標識が明るすぎたり、暗すぎたりした
とき

― カメラの向きがずれているとき
― EVシステムを始動してから約15秒間
は標識を検知しません

● 次のような場合は、標識の検知が適正に行
えず、実際の規制内容とは異なるものを表
示したり、 実際には対象となる標識がない
のに表示したりすることがあります。（最
高速度標識においては、実際の最高速度よ
りも高い数字や、低い数字を表示したりす
ることがあります）
― 数字が認識しにくい標識（数字が消え
かかっているなど）

― 検知対象となる標識の色、形に似たも
のが周辺にある場合（類似の標識、電
光掲示板、看板、のぼり旗、構造物、
案内標識上の数字など）

― 自車の路線に対しての標識ではないが、
自車の路線付近にあり、その標識が自
車の路線に向いている場合（本線から
分岐する側道の一時停止標識や最高速
度標識など）
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― コントラストが低い電光標識
― 数字が認識しにくい電光標識（遠く離
れた位置にある標識、3桁の標識など）

― 標識の近傍に補助標識（区間の始まり、
終わり、曜日、時間など）があるとき

― 工事などの通行規制区間に標識がある
とき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図データが最新ではない、
または利用できないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムが推奨するルートを走行して
いないとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムが新しいルートを検索してい
るとき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの位置検出が正しく行えない
とき

― NissanConnectインフォテインメント
システムの地図にない道路を走行して
いるとき

 

ドライバーモニターシステム★

ドライバーモニターシステムについ
て

 注意
 

● ドライバーモニターシステムの機能には限
界があるため、過信せず安全運転を心がけ
てください。

● ドライバーモニターシステムは疲労時の運
転を補助するものではありません。
疲労時の運転は重大な事故にいたる危険が
ありますので、運転前に十分に休憩をと
り、安全運転に努めてください。

● ドライバーモニターシステムは、脇見運転
などの前方不注意での運転を補助するもの
ではありません。
脇見運転は重大な事故にいたる危険があり
ますので、常に進行方向の交通状況、道路
状況を確認し、安全運転に努めてくださ
い。

 

ドライバーモニターシステムに関す
る注意事項

 注意
 

● 次のような場合、ドライバーモニターシス
テムが運転者を適切に検出できないことが
あります。
― 車室内へ太陽光が入り込み、ドライ
バーモニターカメラまたは、運転者が
照らされているとき

― 太陽光の入り込みと影になることが繰
り返すとき

― 眼鏡やサングラス、帽子、マスク、眼
帯などを着用している場合など目、鼻、
口のいずれかが隠れていたり、顔や頭
の形を変える衣服を着用したりしてい
るとき

― ハンドルや運転者の手、その他の障害
物などで目、鼻、口、顔や頭の形が隠
れているとき

― ドライバーモニターカメラに触れ、汚
れや指紋が付着したとき

― 助手席や後席シートの方が運転席付近
に身を乗り出したときなど、運転席付
近に2つ以上の顔が存在するとき

― 前方からの太陽光の眩しさなどで目を
細めたり、運転姿勢をくずしたりして
いるとき

● 状況によっては外部の騒音などにより、警
報音（ブザー）が聞こえない場合がありま
す。

 

先行車発進お知らせ

システムに関連する表示

 注意
 

● 先行車との車間距離や周囲の状況を目視で
直接確認し、常に安全運転を心がけてくだ
さい。

 

駐車支援システム
バックビューモニター★

バックビューモニターについて

 警告
 

● バックビューモニターの機能を過信しな
い。
バックビューモニターは、後退操作を補助
するシステムです。後退するときは、直接
目で後方および周囲の安全を確認しながら
運転してください。

● 実際の距離感を間違えないように注意す
る。
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バックビューモニターの映像はレンズの特
性により、画面に映る人や障害物の感覚が
実際の位置や距離と異なります。

 

バックビューモニター★の注意事
項

映し出す範囲

 注意
 

● バックビューモニターだけを見ながら後退
しない。
絶対に画面の映像だけを見ながら後退しな
いでください。映像と実際の状況は異なる
ことがあるため、車をぶつけたり、思わぬ
事故を起こすおそれがあります。後退する
ときは、後方や周囲の安全を目視やミラー
などで直接確認してください。

 

インテリジェント アラウンド
ビューモニター（移動物 検知機能

付）★

インテリジェント アラウンドビュー
モニターについて

 警告
 

● インテリジェント アラウンドビューモニ
ターの機能を過信しない。
インテリジェント アラウンドビューモニ
ターは障害物などの確認を補助するシステ
ムです。車両の操作をするときは、周囲の
安全をミラーや目視で直接確認してくださ
い。特に車両の四隅は、トップビュー、フ
ロントビュー、リヤビューに障害物が映ら
ない死角になります。必ず窓から目視し、
安全を確認してから車両を操作してくださ

い。常に低速で車両を移動させてくださ
い。

● 実際の距離感を間違えないように注意す
る。
インテリジェント アラウンドビューモニ
ターに映し出される障害物までの距離は、
実際とは異なることがあります。

 

インテリジェント アラウンドビュー
モニターの使いかた

 警告
 

● ドアミラーを格納した状態で使用しない。
ドアミラーを格納すると、一部の表示が欠
けるなど正確に表示できません。周辺を直
接確認し十分注意して使用してください。
使用するときは、バックドアが確実に閉
まっているか確認してください。

 

画面表示に関する注意事項

 警告
 

● リヤビューに表示される障害物までの距離
は、実際とは異なることがあります。

● ドアミラー、車両前方、車両後方に装着さ
れているカメラからの映像を組み合わせて
処理した疑似的な映像のため、トップ
ビューは、障害物を実際より遠く映しま
す。

● 囲いや車両といった高さのある障害物は、
映像の継ぎ目で位置がずれたり、表示され
なかったりすることがあります。

● カメラの高さよりも上にある障害物は表示
されません。

● トップビューの映像は、カメラの位置が変
化するとずれることがあります。

● 路上の線は映像の継ぎ目でずれたり、曲
がって見えたりすることがあります。ずれ

は、車両から遠ざかるにつれて大きくなり
ます。

 

画面表示の種類について

■ サイドブラインドビュー（ドアミラー
連動）（プロパイロット パーキング付
車）

 警告
 

● ドアミラーの代わりとしては使用できませ
ん。

● ドアミラー位置や、車両前方の方向を表示
するものではありません。

● 停車時にお使いください。
 

移動物 検知機能について

 注意
 

● 車両の操作をするときは、周囲の安全をミ
ラーや目視で直接確認してください。

 

ソナー機能について

 警告
 

● バンパーにへこみなどがあると正確な距離
が測定できず、正常に作動できない場合が
あります。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してくださ
い。誤作動の原因になります。

● 日産純正品以外のバンパーを取り付けたと
き、正常に作動できない場合があります。

● ソナーの性能には限界があるため、システ
ムだけに頼らず、常に安全を心がけてくだ
さい。詳細については、検知条件と制限を
お読みください。
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WEB
 

 注意
 

● 気温や天候、路面状態などの周囲の状況
や、障害物の大きさ、形状によってはソ
ナーが検知できないことがあります。ま
た、音波を吸収しやすいものにも、ソナー
が検知できないことがあります。必ず周囲
を確認して運転をしてください。

● 次のような障害物には作動しません。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い障害物
― ソナーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● 次のような障害物は検知しないことや作動
が遅れることがあります。
― 地面から高い位置に存在する障害物
― スポンジ状のものや雪など表面が柔ら
かく音波を吸収しやすい障害物

● ソナーは次のような場合は検知しない、も
しくは正しく検知できない場合がありま
す。
― 雨、雪、氷、汚れなどがセンサー部や
周辺に付着しているとき

― 障害物の面が車両の前面、または後面
に対して斜めのとき

― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテンな
どをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあるとき
― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 車両感応センサーやホーン、他車のソ
ナー、オートバイの排気音など超音波
を発生するものが付近に存在するとき

― 炎天下や寒冷時
― 表面が一様でない障害物（複数の障害
物が積載されて凹凸な形状の場合）

● 外部の騒音などにより、警報音（ブザー）
が聞こえない場合があります。

● ソナー部が凍結したときは異常表示が出た
り、壁などの障害物があったりしてもソ
ナーが検知しないことがあります。
（氷が解ければ、正常に復帰します）

● ソナーは前後バンパーについています。バ
ンパーには、ステッカーを貼ったりアクセ
サリーなどを取り付けないでください。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してくださ
い。誤警報や誤操作の原因になります。

 

インテリジェント アラウンド
ビューモニター★に関する注意事

項

 警告
 

● カメラの作動を妨げるような物をカメラ部
分に取り付けないでください。字光式ナン
バープレートやナンバープレートリムを装
着すると、フロントビューおよびリヤ
ビューモニターの映像が一部映らなくなる
ことがあります。

WEB
● 距離目安ラインと車幅目安ラインは、舗装
された平坦な路面上での目安として使用し
てください。画面に表示される距離は目安
であり、自車と映し出されている障害物ま
での距離は、実際とは異なることがありま
す。

● 目安ラインや予想進路線は、乗車人数や燃
料の容量などの影響により実際の距離と異
なることがあります。目安としてお使いく
ださい。

● サイズが異なるタイヤと交換すると、予想
進路線とトップビューが不適切に表示され
ることがあります。

● 上り坂では、モニターに表示される障害物
は実際よりも遠くにあるように見えます。
下り坂では、モニターに表示される障害物
は実際よりも近くにあるように見えます。
ミラーを併用するか、目視によって正確な
距離を判断してください。

● フロントビューおよびリヤビューの表示線
は、路面の状況により障害物への距離が実
際と異なって見えることがあります。特徴
をよく理解してください。

 

プロパイロット パーキング★

プロパイロット パーキングについて

 警告
 

● プロパイロット パーキングは標準的な駐
車場所における運転操作を支援する機能で
あり、前方不注意状態での運転操作を補助
するものではありません。
安全運転を行う責任は運転者にあるため、
通常の運転操作と同様に、周りの状況をミ
ラーや目視で直接確認し、周囲の車両や障
害物、人などに接触しそうな場合や、走行
できる路面を越えそうな場合などは、ブ
レーキペダルを踏んですみやかに停車して
ください。

● プロパイロット パーキングはソナーで障
害物を検出し駐車位置や切り返し位置を調
整する機能がありますが、適切に機能しな
い場合があります。
詳細については、ソナー/インテリジェン
ト アラウンドビューモニターカメラの検
知条件と制限をお読みください。
 WEB

● プロパイロット パーキングは標準的な駐
車方法で移動方向、切り返し位置、駐車位
置を調整して車両を移動します。
移動方向に障害物や走行できない路面に近
づいた場合は、ブレーキペダルを踏んで停
車し、駐車制御の進行方向をシフトポジ
ションを切り替えるなどして、適切な対応
をしてください。
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● プロパイロット パーキングはハンドルを
自動で制御するため、ハンドルに巻き込ま
れないように注意する必要があります。
手や指がスポーク部に巻き込まれ、ケガを
するおそれがあります。また、ネクタイ、
スカーフなども巻き込まれないように十分
注意してください。思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 

プロパイロット パーキング（駐車枠
線検出機能）の終了のしかた

 警告
 

● プロパイロット パーキングが自動終了し
た場合、ブレーキ操作など必要な運転操作
を行ってください。思わぬ事故につながる
それがあります

 

プロパイロット パーキング（メモ
リー機能）

 注意
 

● メモリー機能は運転操作（アクセル、ブ
レーキ、ステアリング、シフトポジション
操作）、もしくは走行状態（移動方向、切
り返し位置など）を登録し、制御により再
生する機能ではありません。

 

ソナーの検知条件と制限

 警告
 

● ソナーの性能には限界があります。
詳細についてはソナーの検知条件と制限を
お読みください。

WEB
 

インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラの検知条件と制限

 警告
 

● インテリジェント アラウンドビューモニ
ターカメラの性能には限界があります。
詳細についてはインテリジェント アラウ
ンドビューモニターカメラの検知条件と制
限をお読みください。

WEB
 

プロパイロット パーキングの注意事
項

 警告
 

● 画面だけを見ながら走行することは絶対に
しないでください。
障害物に接触したり、思わぬ事故につな
がったりするおそれがあります。

● 周囲の車両や人の動きに十分注意してくだ
さい。
検出された通路幅を有効に使って駐車支援
を行っています。対向車や後続車、歩行者
の動きに十分注意して駐車制御の操作を
行ってください。

● プロパイロット パーキングによる駐車支
援が必要なくなったときは、プロパイロッ
ト パーキングを終了してください。
プロパイロット パーキングが作動状態の
ままだと思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

● 車を降りる前に、電動パーキングブレーキ
が作動していること、およびシフトポジ
ションが であることを確認してくださ
い。

● 縁石や車止めは検出できません。
縁石にホイールが接触しそうな場合や車両
が車止めを越えそうな場合にはブレーキペ

ダルを踏み停車してください。車両が損傷
することがあります。

● プロパイロット パーキングを使用する前
に、車両周辺に切り返しなどの駐車操作が
できるスペースが十分あることを直接確認
してください。

● 状況によっては車両内外の騒音などによ
り、警報音（ブザー）が聞こえない場合が
あります。

● 駐車制御中は周囲へ車両の進む方向を知ら
せるために方向指示器を作動させてくださ
い。

● 次のような状況ではプロパイロット パー
キングを使用しないでください。
― 人や車両などの通行量が多い場所
― 停車および駐車が禁止されている場所
― 車両が入らないほど狭い場所
― 穴や溝などがあるような駐車できない
場所

― 通路幅が狭い場所
― 急な勾配のある場所
― 砂地や砂利地などの整備されていない
路面

― 雪や凍結などでスリップしやすい路面
― 傾斜地や段差、縁石、わだちなどのあ
る平坦ではない路面

― 道幅と駐車位置に十分なスペースがな
いとき

― 真夏の炎天下でアスファルトが溶けて
いるような路面

― 駐車場にロードヒーター（路面凍結防
止用のヒーター）が設置されている場
所

― 機械式駐車場や自動ロック装置のある
駐車場、駐車場所に障害物などがある
場所

― 過積載のとき
― 摩耗しているタイヤ、スペアタイヤの
ような非常用タイヤ、タイヤチェーン
を装着しているとき

― タイヤの空気圧が適正ではないとき
― けん引フックなどを取り付けていると
き
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― カメラの視界を妨げるようなものを取
り付けたとき

― カメラが汚れや西日、影などで見にく
いとき

― ドアミラーが開き切っていないとき
― カメラが正常に取り付けられていない
とき

― バンパーにソナーセンサーの性能を妨
げるようなものを取り付けたとき

― バンパーにへこみなどがあるとき
― ソナーセンサー周辺に雨や雪、泥など
が付着しているとき

― 極端に重い荷物を積んだり、車両の片
側にだけ荷物などを積んでいたりして
車両が傾いているとき

 

プロパイロット リモート パーキン
グ★

プロパイロット リモート パーキング
について

 警告
 

● プロパイロット リモート パーキングの操
作は運転行為の一部です。必ず有効な運転
免許証を保持した運転者が操作してくださ
い。特に小さなお子さまが誤って操作する
ことがないようにしてください。

● プロパイロット リモート パーキングの性
能には限界があります。
周囲の安全を確認し、事故を防ぐために必
要な操作を行う責任は運転者にあります。
システムを過信せず、通常の運転操作と同
様に、周りの状況を目視で直接確認し、周
囲の車両や障害物、人などに接触しそうな
場合はプロパイロット リモート パーキン
グ用インテリジェントキーのスイッチを離
して車両を停車させてください。

 

プロパイロット リモート パーキング
に使用するソナーセンサーについて

 警告
 

● 車両のソナーセンサーが進行方向に障害物
を検知し衝突のおそれがあると判断したと
きは、自動的にブレーキをかけますが機能
には限界があります。
障害物を検知できない場合には衝突するお
それがあります。過信せず周囲の安全確認
を心がけてください。自動ブレーキをかけ
たあと、プロパイロット リモート パーキ
ングは終了します。再開は状況が改善され
たことを確認してから行ってください。

 

プロパイロット リモート パーキング
を使って駐車する

 警告
 

● プロパイロット リモート パーキングを使
用する際は、車室内に人やペットが残らな
いようにしてください。
ハンドルやアクセルペダル、ブレーキペダ
ルなどの操作が行われると、車両は停車し
プロパイロット リモート パーキングは自
動的に終了します。

● 安全な場所でプロパイロット リモート 
パーキングの操作を行ってください。
プロパイロット リモート パーキングの操
作をするときは、周囲の車両や人の動きに
注意し安全を確保してください。

● プロパイロット リモート パーキングの操
作をするときは自車の進路上にいないでく
ださい。

● プロパイロット リモート パーキング用イ
ンテリジェントキーだけを見ながら操作す
ることは絶対にしないでください。

● 運転者が停車位置を定め、停車位置でプロ
パイロット リモート パーキング用インテ

リジェントキーのスイッチを離して車両を
停車させてください。
停車する場所や周囲の障害物などの位置を
考慮して自動で停車するシステムではあり
ません。

 

プロパイロット リモート パーキング
の注意事項

 警告
 

● 周囲の車両や人の動きに十分注意してくだ
さい。
対向車や後続車、歩行者の動きに十分注意
してプロパイロット リモート パーキング
の操作を行ってください。

● プロパイロット リモート パーキングによ
る駐車支援が必要なくなったときは、プロ
パイロット リモート パーキングを終了し
てください。
プロパイロット リモート パーキングが作
動状態のままだと思わぬ事故につながるお
それがあります。

● 次のような状況ではプロパイロット リ
モート パーキングを使用しないでくださ
い。
― 人や車両などの通行量が多い場所
― 停車および駐車が禁止されている場所
― 車両が入らないほど狭い場所
― 穴や溝などがあるような駐車できない
場所

― 急な勾配のある場所
― 砂地や砂利地などの整備されていない
路面

― 雪や凍結などでスリップしやすい路面
― 傾斜地や段差、縁石、わだちなどのあ
る平坦ではない路面

― 真夏の炎天下でアスファルトが溶けて
いるような路面

― 駐車場にロードヒーター（路面凍結防
止用のヒーター）が設置されている場
所
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― 機械式駐車場や自動ロック装置のある
駐車場、駐車場所に障害物などがある
場所

― 過積載のとき
― 摩耗しているタイヤ、スペアタイヤの
ような非常用タイヤ、タイヤチェーン
を装着しているとき

― タイヤの空気圧が適正ではないとき
― けん引フックなどを取り付けていると
き

― トレーラー等をけん引しているとき
― バンパーにソナーセンサーの性能を妨
げるようなものを取り付けたとき

― バンパーにへこみなどがあるとき
― ソナーセンサー周辺に雨や雪、泥など
が付着しているとき

― 極端に重い荷物を積んだり、車両の片
側にだけ荷物などを積んでいたりして
車両が傾いているとき

― 充電コネクタを充電ポートに接続して
いるとき
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室内装備 収納装備
グローブボックス

グローブボックスの使いかた

 注意
 

● グローブボックスを開けたまま走行しな
い。
ブレーキをかけたときに、収納した物が飛
び出したり、ふたに当たったりするなどし
て、思わぬケガをするおそれがあります。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開ける。
ふたを全開にしたとき身体に当たるおそれ
があります。

 

センターコンソールボックス

センターコンソールボックスの使い
かた

 注意
 

● センターコンソールボックスを開けたまま
にしない。
開けたふたで思わぬケガをするおそれがあ
ります。

 

カップホルダー／ボトルホルダー

カップホルダー／ボトルホルダーに
関する注意事項

 警告
 

● 運転中に飲物を出し入れしない。
運転中に飲物を出し入れすると前方不注意
となり、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。運転中は信号待ちなどの停車中に
飲物を出し入れしてください。

● ビンなどの硬いものは入れない。
側面衝突などの事故のとき、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

 

 注意
 

● 熱い飲物を置かない。
熱い飲物をカップホルダーに置くと、走行
中にこぼれたり、飛び散ったりして、乗員
がやけどを負うおそれがあります。

● 飲物をこぼさないように注意する。
飲物の容器の形によっては、確実に固定さ
れないおそれがあります。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物をこぼ
さないようにする。
故障や火災のおそれがあります。

 

オーバーヘッドコンソール★

オーバーヘッドコンソールの使いか
た

 警告
 

● 炎天下で駐車するときは、サングラス、メ
ガネ、ライターなどを入れたままにしな
い。
炎天下での駐車は大変高温になるため、サ
ングラスやメガネが変形したり、ライター
が爆発したりするおそれがあります。

 

 注意
 

● オーバーヘッドコンソールを開けたまま走
行しない。また、重いものを入れない。
収納物が落下して思わぬケガをするおそれ
があります。開閉は停車中に行い、重いも
のを入れないでください。

 

その他の室内装備
先進事故自動通報システム

先進事故自動通報システムの使いか
た

 警告
 

● ＜SOSコールスイッチ＞ を押すときは、
安全な場所に停車してから行う。
走行中に運転者がスイッチを押そうとする
と、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● SOSコールは無線通信機能を利用してい
ます。心臓ペースメーカーなどの医療用電
気機器を使用している場合は、当該の医療
用電気機器メーカー、もしくは販売業者に
電波の影響について必ず確認してくださ
い。

 

ドライブレコーダー★

microSDカードについて

 警告
 

● microSDカードはお子さまに触れさせな
い。
誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重
大な傷害につながります。また最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

 

ヒーターシート

 注意
 

● 長時間の連続使用はしない。
低温やけどの原因になります。特に皮膚の
弱い方、乳幼児、病人、お年寄り、身体の
不自由な方、眠気をもよおす薬を服用され
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た方、深酒や疲労の激しい方は注意してく
ださい。

● 硬くて重い物や突起がある物をシートに載
せたり、ピンや針などの鋭い物でシートを
突き刺したりしない。

 

電源ソケット★

電源ソケットの使いかた

 警告
 

● 電源ソケットを使うときは、次のことを守
る。
電源ソケットの不適切な使用は、車両の
ヒューズが切れるだけでなく、最悪の場
合、車両火災ややけどのおそれがありま
す。
― 複数の電源ソケットを持つアダプター
を使用して、一度にたくさんの機器を
接続しないでください。

― 消費電力120W以下のものを使ってく
ださい。

― 相手プラグをソケットの奥まできちん
と挿入してください。

― 使用中や使用後はソケットやプラグの
取り扱いに十分注意してください。

― シガーライターをソケットに差し込ま
ないでください。

― ソケットに水をかけたり、指や金属な
どを入れたりしないでください。

 

USB電源ポート

USB電源ポートの使いかた

 警告
 

● SRSエアバッグの作動を妨げるような場
所に、モバイル機器や接続用のケーブルを
設置しない。

SRSエアバッグが正常に作動しなくなっ
たり、SRSエアバッグの作動時にモバイ
ル機器が飛ばされたりして、死亡または重
大な傷害につながるおそれがあります。

WEB
● USB電源ポートを使用するときは、次の
ことを守る。
USB電源ポートの不適切な使用は、車両
のヒューズが切れるだけでなく、最悪の場
合、車両火災ややけどにつながるおそれが
あります。
― 複数のUSB電源ポートを持つアダプ
ターを使用して、一度にたくさんのモ
バイル機器を充電しない

― 消費電力12W以下のものを使用する
― ケーブルはしっかり奥まで挿入する
― ポートに水をかけたり、指や金属など
を入れたりしない

― ポートの向きに注意し、無理な接続や
取り外しをしない

 

 注意
 

● モバイル機器または接続用のケーブルは、
運転の邪魔にならない場所に固定する。
運転に支障をきたし、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

 

ワイヤレス充電器★

ワイヤレス充電器の使いかた

 警告
 

● 充電エリアとスマートフォンの間にコイン
などの金属物を置かない。
車両火災ややけどにつながるおそれがあり
ます。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み
型除細動器（ICD）、またはそれ以外の医
療電気機器を使用されている方は、医療電

気機器製造業者などへ影響を確認してから
使用する。
ワイヤレス充電器の電波が医療電気機器の
動作に影響を与える場合があります。

● 充電中はスマートフォンに布などをかぶせ
ない。
車両火災ややけどにつながるおそれがあり
ます。

● スマートフォンが濡れた状態で充電しな
い。
故障、火災または感電のおそれがありま
す。

● 充電中は金属物やインテリジェントキー、
メモリードライブなどを充電エリア内に置
かない。

● 充電エリアに水や飲物などの液体をこぼさ
ないように注意する。
故障、火災または感電のおそれがありま
す。

 

 注意
 

● 充電エリアにほこりや汚れが付着した状態
で使用しない。

● 充電エリアの表面を叩かない。
● 充電エリアの清掃にはグリース、オイル、
アルコールを使用しない。

 

フロアカーペット

固定のしかた

 警告
 

● この車（年式）専用のフロアカーペット
を、床の上にしっかりと固定して正しく使
用する。
フロアカーペットがずれて各ペダルと干渉
し、思わぬスピードが出たりブレーキが効
きづらくなったりするなど、重大な傷害に
つながるおそれがあります。
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● 運転席にフロアカーペットを敷くときは、
次のことを守る。
― 日産純正品であっても、他車種および
異なる年式のフロアカーペットは使用
しない。

― フロアカーペットでペダルを覆わない。
― フロアカーペットを重ねて敷かない。
― 運転席専用のフロアカーペットを使用
する。

― フロアカーペットを前後さかさまにし
たり、裏返しにしたりして使用しない。

● 運転する前にフロアカーペットが正しく固
定されていることを定期的に確認し、洗車
後は必ず確認する。

● 運転に支障がないことを確認する。
運転する前、＜パワースイッチ＞がOFF
の状態で各ペダルをいっぱいに踏み込み、
フロアカーペットと干渉しないことを確認
してください。

● タバコの火種をフロアカーペットなどに落
とさない。
火災につながるおそれがあります。

 

アシストグリップ

アシストグリップの注意事項

 注意
 

● アシストグリップに手をかけて乗り降りし
ない。
アシストグリップは、走行中などシートに
座った状態で身体を支えるために使用して
ください。乗降用ではないため、手をかけ
て乗り降りしないでください。万一、アシ
ストグリップが外れた場合は、思わぬケガ
をするおそれがあります。

 



メンテナンス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

メンテナンスの前に
点検整備について P.126

工具・ジャッキ
工具★・ジャッキ★について P.127

点検と整備
モータールーム P.131
ウォッシャー液の補給 P.133
寒冷時の取り扱い P.134
タイヤ P.135
冬用タイヤ・タイヤチェーン P.137
ワイパー P.137
インテリジェントキーの電池交換 P.138
12Vバッテリー P.139

清掃・お手入れ
外装のお手入れ P.141
内装のお手入れ P.145

サービスデータ
点検値 P.148
交換油脂類 P.148
車両仕様 P.149
イベントデータレコーダ（EDR） P.150
車両状態記録機能 P.151
125



メンテナンスの前に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

126

メンテナンスの前に

点検整備について
道路運送車両法により、定期点検と日常点
検が義務付けられています。正しい点検整
備を行いお車を安全にお使いください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテ
ナンスノートをお読みください。

点検整備の種類

 警告
 

● 充電インジケーターが点灯・点滅して
いるときは、整備作業を行わない。
高電圧システムが作動しているため、
感電するおそれがあります。

WEB
● 整備作業を行うときは、車両から充電
コネクタを取り外す。

 

●点検･整備および保証の内容は、別冊のメ
ンテナンスノートに詳しく記載されてい
ますので、必ずお読みください。

●日常点検
走行距離や使用時の状態から判断し、適
切な時期にお客さまご自身で行う点検で
す。
いつもと違うことに気がついたら日産販
売会社で点検を受けてください。（音、振
動、におい、水漏れ、油漏れなど）

●定期点検
1年ごとに実施する点検です。12か月点
検および24 か月点検があります。

●その他の点検
新車時の無料点検や、厳しい使われかた
をしたときに必要な点検があります。

 アドバイス
 

● 次の場合は、整備作業を行わないでく
ださい。
― 充電ケーブルによるリチウムイオン
バッテリー充電時

― 12Vバッテリー補充電時
― リモートエアコンまたはタイマーエ
アコン作動時

― ソフトウェア自動更新作動時
● 点検・整備作業をする場合は、次の処
置を行ってください。
― 一度＜パワースイッチ＞をONにして
からもう一度＜パワースイッチ＞を2
秒以上長押しする

― その後、運転席ドアを開け、車外に
出てから運転席ドアを閉め、5分以上
待つ

 

車検、点検整備のとき
●車検、点検整備については、日産販売会
社にご相談ください。
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工具・ジャッキ

工具★・ジャッキ★について
ジャッキアップをする場合は、この車両専
用のジャッキを準備してください。詳しく
は、日産販売会社にご相談ください。
車両の仕様変更または装備変更により、本
書の内容が実車と一致しない場合がありま
すのであらかじめご了承ください。

工具、タイヤ応急修理キットの格納
場所

●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは標準
で搭載されておりませんので必要に応じ
て準備してください。

●工具の種類や発炎筒（ WEB）などは、
万一のときに困らないようにあらかじめ
位置を確認しておいてください。

●工具･タイヤ応急修理キットは、ラゲッジ
ルームのラゲッジフロア下に格納されて
います。

WEB

 注意
 

● 工具を使ったあとは、元の場所に収納
する。
車室内に放置すると思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 

ジャッキ、ハンドル兼ホイールナッ
トレンチ、ハンドルレバーの取り出
しかた（ディーラーオプション）

 注意
 

● ジャッキを取り出すときは、手をぶつ
けないように注意する。
金属部などに手をぶつけると、ケガを
するおそれがあります。

● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しない。

 

●ラゲッジルームのラゲッジフロア下から
取り出します。

●この車両には、ジャッキ、ハンドル兼ホ
イールナットレンチ、ハンドルレバーが
標準で搭載されていません。ジャッキ
アップをする場合は、この車両専用の
ジャッキを準備してください。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

 アドバイス
 

● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しないで
ください。

● ジャッキとラゲッジボードが内装部品
にぶつからないようにしてください。
傷がつくおそれがあります。

 

ジャッキの使いかた

 警告
 

● ジャッキアップしたときは絶対に車両
の下に入らない。
ジャッキが外れると、重大な傷害につ
ながるおそれがあり非常に危険です。

 

 注意
 

● 工具、ジャッキを使ったあとは、元の
場所に収納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

● ハンドル兼ホイールナットレンチを回
すときは、ハンドルレバーをしっかり
握って回す。
ハンドルレバーが回転中に外れると、
思わぬケガをするおそれがあります。
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● ハンドルレバーは、確実にハンドル兼
ホイールナットレンチの穴に差し込む。
ハンドルレバーが確実に差し込まれて
いないと、外れて思わぬケガをするお
それがあります。

● ジャッキアップ中はEVシステムを始動
しない。
車が発進し、重大な傷害につながるお
それがあります。

 

●ジャッキにハンドルレバーとハンドル兼
ホイールナットレンチをセットします。

●ジャッキを使って車両を持ち上げるとき
は、正しい位置にジャッキを設置してく
ださい。

ジャッキアップポイントカバーの取
り外し/取り付け

走行中の空気抵抗低減のため、ジャッキ
アップポイントにカバーが設けられていま
す。

ジャッキを使用するときは、カバーを取り
外してください。

 注意
 

● カバーを外すときに素手で取り外さな
い。
ケガをするおそれがあります。

 

1. クリップ を反時計回りに回します。
（各ジャッキアップポイントカバーに
クリップは2つあります。）

2. 切り抜き穴 に沿ってクリップを通
し、カバーを下に引きます。

3. 車両のアンダーカバー からジャッ
キアップポイントカバーを引き抜き
ます。
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4. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。
ジャッキアップポイントカバーを車
両のアンダーカバーを挟むようには
め込み、クリップで固定します。

ジャッキアップポイント

 注意
 

● ジャッキを使うときは、次のことを必
ず守る。
― ジャッキは必ずこの車両専用のもの
を使い、他車のジャッキは使用しな
いでください。また、この車両専用
のジャッキは他車に使用しないでく
ださい。

― ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しない
でください。

― 平坦で硬いところに駐車して作業し
てください。

― 使用前にパーキングブレーキをかけ、
シフトポジションを にしてくださ
い。

― 輪止めなどで車を固定してください。
― ジャッキの上下に台やブロックなど
を入れないでください。

― 人や荷物は必ず車から降ろしてくだ
さい。

 

●矢印の位置がジャッキアップポイントで
す。

 アドバイス
 

● ジャッキアップポイント以外のところ
にはジャッキをかけないでください。
車体が変形するおそれがあります。

 

ジャッキアップのしかた

 注意
 

● 柔らかい地面の上ではジャッキアップ
しない。
ジャッキが倒れ、事故につながるおそ
れがあります。

● やむをえず傾斜地で作業するときは、
ジャッキをかける位置と対角線の位置
にあるタイヤの下り側に輪止めをし、
車が動き出さないようにする。

 

●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの石、
木片などで代用できます。
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1. 交通の妨げにならず、安全に作業が
できる地面（平坦な硬い場所）に停
車し、人や荷物を車から降ろします。

WEB
2. ジャッキをかける位置と対角線の位

置にあるタイヤに輪止めをします。
前輪をジャッキアップするとき：後
輪の後ろ側
後輪をジャッキアップするとき：前
輪の前側

3. ジャッキの上部がジャッキアップポ
イントに接触するまで、ジャッキを
矢印の方向に手で回します。

4. ハンドル兼ホイールナットレンチを
回して、タイヤと地面が少し離れる
まで、ジャッキアップします。
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点検と整備

モータールーム
モータールーム内を点検するときは安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけた状態でボンネットを開けます。

モータールーム内の配置図

 警告
 

● 点検や整備に使用した工具や布などを
モータールーム内に置き忘れない。
故障や車両火災につながるおそれがあ
ります。

 

 注意
 

● モータールーム内の作業をするときは、
＜パワースイッチ＞をOFFにする。
EVシステム作動中に手、衣服、工具な
どを入れると思わぬケガをするおそれ
があります。
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 アドバイス
 

● 点検整備の詳細については、別冊のメ
ンテナンスノートをお読みください。

 

 知識
 

● この車両の電動パワートレーン用電動
ウォーターポンプには、オープンソー
スのソフトウェアが含まれています。
以下のwebサイトでライセンス情報を
参照してください。

https://www.aisin.com/info/ewp/lic
ense001.html
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ボンネットの開けかた、閉めかた

 警告
 

● 走行前、ボンネットが確実に閉まって
いることを、必ず確認する。
ロックされていないと、走行中にボン
ネットが開き、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 

 注意
 

● 風が強いときは、ボンネットをしっか
り持ってゆっくりと開ける。

● ボンネットを開けたときは、ボンネッ
トに頭などをぶつけないよう注意する。

● ラジエーターなどの高温部には触れな
い。
やけどをするおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意して降ろす。

 

1. 運転席の右下にあるオープナーを引
くと、ボンネットが少し浮き上がり
ます。

2. ボンネット先端のすき間に手を入れ、
レバーを横に押しながらボンネット
を持ち上げます。

3. ステーをフックから外し、ボンネッ
ト裏側の穴（ステー差し込み位置）
に確実に差し込みます。

4. 閉めるときはステーをフックに戻し、
ボンネットを20cm ～ 30cm の高
さまでゆっくり降ろしてから、手を
離して落としてロックします。ロッ
クできなかったときは、レバーを操
作してボンネットをもう一度持ち上
げてから再度落としてください。ボ
ンネットを上から押して閉めようと
しないでください。

 アドバイス
 

● ワイパーアームを起こしたままボン
ネットを開けないでください。ボン
ネットやワイパーを損傷します。

● ボンネットを閉めるときに、ボンネッ
トに体重をかけて強い力で押すと、ボ
ンネットがへこむおそれがあります。

 

ウォッシャー液の補給
ウォッシャー液が不足しているときは、
ウォッシャー液を補給してください。
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補給のしかた

 注意
 

● ウォッシャー液を補給するときは、液
を高温部にかけない。
出火するおそれがあります。

 

●ウォッシャータンクのふたの穴を押さえ
て引き抜くと、スポイト式にウォッ
シャー液の残量が確認できます。

●ウォッシャー液の残量を確認したとき、
ウォッシャー液がチューブ下端にしか入
らないと、ウォッシャータンクはほぼ空
の状態です。

●日産純正ウインドウォッシャー液をおす
すめします。
ウォッシャータンク容量（ WEB）

●減っているときは、ウォッシャータンク
のふたを外し、ウォッシャー液を補給し
てください。

●ウォッシャー液は、必要に応じ水で薄め
てください。希釈割合はウォッシャー液

の容器に表示してある凍結温度を参考に
します。

 アドバイス
 

● ウォッシャー液の代わりに石けん水な
どを入れないでください。塗装面がし
みになるおそれがあります。

 

寒冷時の取り扱い
寒冷時に備えて、準備や点検などを正しく
行ってください。

冬の前の準備

■ 冷却水の濃度点検

●冷却水の凍結を防ぐため、冷却水の濃度
を点検してください。

●冷却水を補充・交換するときは、日産純
正スーパーロングライフクーラント
（50%希釈品）をお使いください。
サービスデータ（冷却水）（ WEB）

 アドバイス
 

● 冷却水の点検・補充・交換は日産販売
会社にご相談ください。

 

■ 冬用タイヤ、タイヤチェーンの準備

●冬用タイヤに交換するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のものに交換してください。

●タイヤチェーンは、タイヤサイズにあっ
た日産純正品をおすすめします。

■ ウォッシャー液の濃度点検

●ウォッシャー液の凍結を防ぐため、
ウォッシャー液の容器に記載してある凍
結温度を参考に外気温に応じた希釈割合
（濃度）にしてください。

運転する前に

 警告
 

● ルーフに積もった雪は落とす。
窓ガラスに雪が滑り落ちると視界の妨
げとなり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

 

状況に応じて次のことを行ってください。
●ドアやワイパーなどが凍結したときは、
無理に開けたり動かしたりせず、凍った
部分にお湯をかけて氷を溶かしてくださ
い。溶けたらすぐに水分をふき取ってく
ださい。

●寒冷時にドアミラーが正常に作動しない
場合は、ドアミラー内部が凍結している
可能性があります。無理に動かしたりせ
ず、ドアミラー本体にぬるま湯をかけて
凍結を溶かしてください。溶けたらすぐ
水分をふき取ってください。

●ガラスに雪や霜が積もっているときは、
プラスチックの板などを使って、ガラス
を傷つけないように雪を取り除いてくだ
さい。

●足まわり（ブレーキ周辺、フェンダーの
裏側など）が凍りついているときは、部

冷却水の濃度 凍結温度
50% 約–35℃
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品を破損しないように注意しながら、付
着した氷塊を取り除いてください。

●車室内に乗り込むときは、靴についた雪
を取り除いてください。

 アドバイス
 

● ドアなどの開閉部分を無理に開けない
でください。ゴムがはがれたり損傷し
たりするおそれがあります。

● ワイパー、ドアミラー、パワーウイン
ドーなどを無理に動かさないでくださ
い。装置が損傷するおそれがあります。

● ドアのキー穴部には、お湯をかけない
でください。凍結するおそれがありま
す。

● ドアミラーが凍結するような寒冷時は、
ドアロック連動格納機能をOFFにして
ください。凍結したまま作動を繰り返
すと、故障の原因となります。

● ルーフから雪を落とすときは、アンテ
ナやカメラ類の周りに強い力をかけな
いようにしてください。アンテナやカ
メラ類が破損したり、車体がへこんだ
りするおそれがあります。

 

雪道の走行のしかた

■ 滑りやすい路面に注意

●滑りやすい路面での急発進、急加速、急
ブレーキ、急ハンドルなど無理な運転は
危険ですのでしないでください。雪道や
凍結路では速度を落とし、車間距離を取
り、ゆとりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、タ
イヤチェーンなどを装着して走行してく
ださい。

WEB

■ 走行中の雪の付着に注意

●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。と
きどきブレーキの効き具合を確認してく
ださい。効きが悪いときは、前後の車と
の距離を十分とり、低速走行で効きが回
復するまでブレーキペダルを軽く踏んで
ください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、
ハンドルの切れが悪くなることがありま
す。ときどき確認して雪を取り除いてく
ださい。

■ 駐車するときの注意

●シフトポジションを にし、パーキング
ブレーキをかけずに輪止めをしてくださ
い。パーキングブレーキをかけると、ブ
レーキが凍結して解除できなくなるおそ
れがあります。

●軒下や樹木の下には駐車しないでくださ
い。落雪で車が損傷するおそれがありま
す。

●雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ブレードと窓ガラスが凍結し、破損する
おそれがあります。

タイヤ
タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空
気圧でないと、安全な走行ができず乗り心
地も損なわれます。

日常的に点検を行ってください。

タイヤの点検項目
安全な走行のため、タイヤの点検は次の項
目を点検してください。
詳細は別冊のメンテナンスノートをお読み
ください。
タイヤ空気圧
●すべてのタイヤの空気圧を点検してくだ
さい。

●タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口
部に表示してあります。

●タイヤの空気は自然に少しずつ低下しま
す。月に一度はタイヤエアゲージを使用
して点検してください。

●タイヤ空気圧の点検は、走行前のタイヤ
が冷えているときに点検・調整してくだ
さい。

●タイヤ側面の厚みが薄いタイヤは、空気
圧が減っていることを目視で確認するこ
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とが困難なため、必ずタイヤエアゲージ
を使用して点検してください。

●走行直後はタイヤ空気圧が約1割上がる
ことがあります。
タイヤの亀裂・損傷の有無
●タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損
傷および針などの異物が刺さっていない
か点検してください。
タイヤの溝の深さ、異常な摩耗
●タイヤの溝の深さが十分であるか、ウェ
アインジケーター（摩耗限界表示）が表
れていないか点検してください。

●タイヤが摩耗して接地面とウェアインジ
ケーター（摩耗限界表示）が同じ高さに
なったらタイヤを交換してください。

タイヤ・ロードホイールを交換する
ときは

●タイヤ交換をするときは、日産販売会社
にご相談ください。

●タイヤを交換するときは、4輪とも同時
期に行い、必ず指定サイズで同一の銘柄、
パターン（溝模様）のタイヤを取り付け
てください。

●タイヤサイズは運転席ドア開口部のタイ
ヤ空気圧表示を参照してください。

●ロードホイールを交換するときは、必ず
指定サイズで同一種類のロードホイール
を取り付けてください。
ロードホイールのサイズは巻末のサービ
スデータに記載してあります。

 アドバイス
 

● ロードホイールは、リムサイズやイン
セットが同じでも、他の車のものは使
えない場合があります。お手持ちのも
のをご使用になるときは、日産販売会
社にご相談ください。

● ロードホイールには荷重制限がありま
すので、交換するときは日産販売会社
にご相談ください。

● タイヤやロードホイールを交換したと
きは、ホイールバランスを確実に取っ
てください。

● バルブキャップは日産純正品を使用し
てください。日産純正品以外のバルブ
キャップを使用すると腐食して固着し、
外れなくなる場合があります。

● バルブキャップは工具などを使用して
締め付けると、破損するおそれがあり
ます。

● ホイールナットの締め付けトルクは、
108N･m（11kg･m）です。

 

タイヤローテーションのしかた
左右それぞれで、前後タイヤの交換を行っ
てください。タイヤの偏摩耗を防ぎ、寿命
を延ばすために、約5,000km ごとにタイ
ヤのローテーション（位置交換）を行うこ
とをおすすめします。

 アドバイス
 

● タイヤの位置交換と同時に空気圧も点
検してください。

● タイヤの位置交換については、日産販
売会社にご相談ください。

 

タイヤに関する注意事項

 警告
 

● タイヤの空気圧が不足したまま走行し
ない。
気温や高度の変化により、タイヤの空
気圧は変化します。タイヤの空気圧が
不足したまま走行すると、バースト
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（破裂）するなど、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

 

 注意
 

● 5～7年を目安に必ず点検する。
タイヤはゴム製品のため、徐々に劣化
します。引き続き使用する場合は安全
走行を確保するため、必ず点検を受け
てください。点検については日産販売
会社へご相談ください。

● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けない。
不適合なタイヤ・ロードホイールを取
り付けると、安全性が損なわれ、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

● タイヤを交換するときは、4輪とも同時
期に行い、必ず指定サイズで同一の銘
柄、パターン（溝模様）のタイヤを取
り付ける。
VDCシステムが正常に作動しないこと
があります。次のようなタイヤの装着
はしないでください。
― 摩耗差の大きいタイヤの装着
― 前輪または後輪だけに冬用タイヤを
装着

― サイズや種類の異なるタイヤを個々
に装着

● 著しく摩耗差のあるタイヤや空気圧が
規定値と著しく異なるタイヤを装着し
ない。
車の性能が十分に発揮できなくなり、
安全性を損なったり故障の原因になり
ます。

 

冬用タイヤ・タイヤチェーン
雪道や凍結した道路を走行するときは、冬
用タイヤやタイヤチェーンを装着してくだ
さい。

冬用タイヤについて

 注意
 

● タイヤチェーンを不適正に装着したり、
タイヤサイズに合わないものを使用し
ない。
ブレーキ配管やフェンダーなどを破損
するおそれがあります。

 

●冬用タイヤを装着するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン（溝
模様）のものに交換してください。

タイヤチェーンについて
タイヤチェーンを装着するときは、次のこ
とを守ってください。
●タイヤチェーンを装着するときは、安全
に作業できる平坦な場所に停車し、＜パ
ワースイッチ＞をOFFにして作業してく
ださい。

●タイヤチェーンは必ず前2輪に装着して
ください。

●タイヤサイズに適合したチェーンを装着
してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従って装着してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書で指
定された速度で走行してください。

 アドバイス
 

● タイヤチェーンを装着すると、ホイー
ルカバーやアルミホイールに傷をつけ
るおそれがあります。

● 雪のない舗装路ではチェーンを装着し
たまま走行しないでください。路面を
損傷したり、チェーンの摩耗を早め、
寿命が短くなります。

● タイヤチェーンを装着しているときは、
突起しているところや穴の上を走行し
ないでください。また、急ハンドルや
タイヤがロックするようなブレーキ操
作をしないでください。

 

ワイパー
ワイパーゴムが傷んでいると、きれいにふ
き取れなかったり、窓ガラスを傷つけたり
します。
定期的に点検し、傷んでいるときは次の手
順に従って交換してください。

ワイパーブレードの交換のしかた

 注意
 

● 交換するときは、ワイパーアームおよ
びワイパーブレードがガラスに当たら
ないよう気をつけてください。ガラス
に当たるとガラスが破損するおそれが
あります。

 

1. ワイパーアームを起こし、ブレード
を少し傾けます。

WEB
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2. ワイパーブレードのツメを押したま
まにします。

3. ワイパーブレードを矢印の方向に動
かして取り外します。

4. 新しいワイパーブレードを取り付け
ます。取り付けは取り外したときと
逆の手順で行い、ワイパーブレード

が確実に固定されていることを確認
します。

 アドバイス
 

● ワイパーブレードに大きな力を加えて
変形させないでください。ふき取りに
くくなったり、破損するおそれがあり
ます。

 

ワイパーゴムの交換のしかた
1. ワイパーアームからワイパーブレー

ドを取り外します。

2. ワイパーゴムを矢印方向にスライド
し、取り外します。

3. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。

●ワイパーゴムのストッパーがない方から
ブレードに沿って差し込みます。

●ワイパーゴムの 部をワイパーブレード
の「SET」の位置で確実に押し込み、固
定します。

 知識
 

● ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱着
しやすくなります。

 

インテリジェントキーの電池交換
キーのスイッチを押しても作動しないとき
は、電池の消耗が考えられます。
次の手順に沿って、電池を交換してくださ
い。

電池交換のしかた

 警告
 

● 電池および取り外した部品は、お子さ
まが飲み込まないように注意する。
インテリジェントキーには、ボタン電
池が使用されています。誤って電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の化学
熱傷を引き起こし、死亡または重大な
傷害につながるおそれがあります。
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新しい電池および取り外した電池は、
お子さまの手の届かない場所に保管し
てください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れてし
まった場合は、ただちに医師の診察を
受ける。

 

 注意
 

● カバーがしっかりと閉まらない場合は、
インテリジェントキーの使用を中止す
る。
インテリジェントキーをお子さまの手
の届かない場所に保管し、すみやかに
日産販売会社にご連絡ください。

 

1. キー裏側のロックを外しながら、内
蔵キー（メカニカルキー）を引き抜
きます。

2. 左右のすき間にマイナスドライバー
を差し込み、ひねってカバーを取り
外します。（カバーが傷つかないよう
に、マイナスドライバーに布を巻い
てください）

3. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池は、
+ 極を下にして取り付けてください）
使用電池：CR2032

4. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

 アドバイス
 

● 電池交換の際、キーを破損するおそれ
があります。日産販売会社での交換を
おすすめします。

● 内部回路、電子端子などに触れないで
ください。故障の原因となります。

● 電池交換後は、キーシステムの各機能
が正常に作動するか必ず確認してくだ
さい。正常に作動しないときは故障が
考えられますので、日産販売会社にご
相談ください。

 

12Vバッテリー
12Vバッテリーのメンテナンスについて
は、メンテナンスノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談ください。



点検と整備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

140

12Vバッテリーに関する注意事項

 警告
 

● 12Vバッテリーを充電するときは換気
を十分に行い、火気は近づけない。
12Vバッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、すぐ
に多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をしたあ
と、医師の診断を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮膚
に付着すると、失明や炎症など重大な
傷害につながるおそれがあります。

 

 注意
 

● 12Vバッテリーの 側ターミナルが周
辺の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因と
なるおそれがあります。また、12V
バッテリーの端子の締め付けが緩いと、
配線などが過熱、焼損し、火災につな
がるおそれがあります。

● 12Vバッテリーを交換するときは、必
ず同じサイズ（型式）に交換し、動か
ないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、ショー
トなどの原因となり火災につながるお
それがあります。詳しくは、日産販売
会社にご相談ください。

 

12Vバッテリーを交換するときは、次の手
順で交換します。

1. 一度、＜パワースイッチ＞をONに
し、さらに＜パワースイッチ＞を2
秒以上長押しします。

2. 次のことを確認し、その後、運転席
ドアを閉めた状態で5分以上待ちま
す。

●＜パワースイッチ＞がOFFになっている
●充電コネクタが接続されていない
●ソフトウェア自動更新が作動していない
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清掃・お手入れ

外装のお手入れ
塗装面の変色やサビなどを防止するために、
適切なお手入れが大切です。

洗車のしかた
●塗装面に付着した汚れをそのままにする
と、変色やサビの原因となります。次の
ような場合は、すぐに洗車してください。
― ばい煙、虫の死がいや鳥の糞、樹液、
鉄粉、コールタールなどが付着したと
き

― 海岸地区、凍結防止剤を散布した道路
を走行したあと

― ほこり、汚れがひどいとき

■ 水洗いするときは

●水をかけながら下回りの汚れを洗い流し
ます。

●水をかけながら塗装面の高い位置から低
い位置の順にセーム皮や柔らかいスポン
ジなどで汚れを落とします。汚れがひど
いときは、ボディーシャンプーなどを使
い、その後十分に水で洗い流します。

●はん点が残らないように水をふき取りま
す。

洗車時の注意

 注意
 

● 下回りを洗うときは、ケガをしないよ
うに注意する。

● モータールーム内を水で洗ったり、洗
剤やワックスなどを直接スプレーした
りしない。

EVシステムの始動不良や不調などの原
因になるおそれがあります。また、電
装品などに水がかかると故障したり電
気部品のショートにより車両火災につ
ながるおそれがあり危険です。
水や洗剤、ワックスなどの製品、もし
くはその他シリコンを含む製品を使用
する場合は、布に塗布してからモー
タールームをふいてください。

● 洗車、ワックス掛け、整備を行うとき、
ボディーカバーを付け外しするとき、
ハンズフリーセンサー★周りに水を掛
けるときなどは、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイの設定で＜パ
ワーバックドア＞をOFFにする。
ハンズフリーセンサーが反応してバッ
クドアが突然開閉し、思わぬケガをす
るおそれがあります。

WEB
 

 アドバイス
 

● ケミカル用品などは用途により使い分
けが必要です。用途にあった物をお使
いください。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤や
酸、アルカリ性の溶液を使用しないで
ください。変色やしみの原因となりま
す。

● 硬いブラシや、たわしなどは使用しな
いでください。塗装面を傷つけるおそ
れがあります。

● 寒冷時に洗車をするときは、ブレーキ
に直接水がかからないように注意して
ください。ブレーキ装置に水が入ると
凍結し、走行できなくなるおそれがあ
ります。

● 洗車をするときに、車体に体重をかけ
るなどして、強い力で押したときに、
場所によっては車体がへこむおそれが
あります。

 

洗車機を使うときは
●ドアミラーを格納してください。

WEB
●充電ポートリッドを完全に閉めてくださ
い。

WEB
●高圧洗浄機を使用するときは、高圧ノズ
ルと車体の距離を十分離して洗車してく
ださい。高圧ノズルを近づけすぎると、
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形、損傷したり、塗装の劣化を早めたり
することがあります。

 アドバイス
 

● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの傷
がつき、塗装の光沢が失われたり劣化
を早めたりすることがあります。

● ドアガラスのまわりに高圧ノズルを近
づけないでください。車室内に水が漏
れるおそれがあります。

● 洗車機の種類によってはスポイラーが
引っ掛かり、洗車できないことがあり
ます。

● アンダーカバーを外した状態で高圧洗
浄機を使用しないでください。電気部
品の故障などの原因になるおそれがあ
ります。

● 高圧洗浄機を使用するときは、アンテ
ナやカメラ類のまわりに高圧ノズルを



清掃・お手入れ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

142

近づけないでください。シール部が変
形、破損するおそれがあります。

 

ワックスをかけるときは
●ワックスがけは1か月に1回程度、または
水はじきが悪くなったときに行ってくだ
さい。かけかたは普通塗装車、メタリッ
クおよびパール塗装車とも同じです。
ワックスのかけかた

塗装面の汚れを洗車などで取り除き
ます。
塗装面が冷えているとき（体温以下
が目安）にワックスをかけます。か
けかたはワックス容器に記載してあ
る説明に従ってください。

ワックスの選びかた
●コンパウンド（研磨剤）の入っていない、
塗装に適したワックスをご使用ください。
日産純正カーワックスをおすすめします。
詳しくは、日産販売会社にご相談くださ
い。

 アドバイス
 

● 塗装されていないバンパー、スポイ
ラーなどの樹脂部品には、ワックスを
使用しないでください。ムラになるこ
とがあります。

● コンパウンド（研磨剤）の入ったワッ
クスを使うと、塗装面の光沢や水をは
じく特性が失われることがあります。

● カメラのレンズ部にワックスを付けな
いでください。ワックスが付いた場合
は、中性洗剤を薄めて柔らかい布に含
ませ、ふき取ってください。

 

ロードホイールのお手入れ
●中性洗剤を含ませたスポンジなどを使い、
汚れを落としてください。日産純正ク
リーナーをおすすめします。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

 アドバイス
 

● 変色やしみの原因になったり、傷をつ
けたりするおそれがあるため、次のこ
とをお守りください。
― 強酸性、強アルカリ性の洗剤は使用
しない

― 洗剤はホイールの表面が冷えている
ときに使用する（体温以下が目安）

― 洗剤を使用したあとは、早めに十分
洗い流す

― 硬いブラシやコンパウンド（研磨剤）
の入った洗剤などは使用しない

 

軽い補修のしかた
●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺以外は、塗装面の小さ
い傷はタッチアップペイントを使い、早
めに傷部を補修してください。
サビの発生を防ぎ、塗装面を長持ちさせ
ます。

●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺はタッチアップペイン
ト含め塗装修理はできません。塗装する
場合は日産販売会社にご相談ください。
WEB

レーダーセンサー/カメラ類の取扱
注意

 警告
 

● センサー、カメラ部に強い衝撃を与え
ない。
精密機器のため高圧洗車など、強い衝
撃を与えないでください。故障、火災、
または感電のおそれがあります。

● レーダーセンサーの技適認証について
以下の装置は日本の電波法（電波法）
に基づいて認可されています。本製品
の改造は禁止されています。（適合証明
番号などが無効となります。）

フロントレーダー
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サイドレーダー
 

 注意
 

● フロントバンパー、リヤバンパーの
レーダーセンサー周辺に誤った塗装修
理を行うと、本来の機能を発揮できな
くなる可能性があります。
適切な修理を行うため、日産販売会社
にご相談ください。

 

 アドバイス
 

● カメラレンズ部に泥、雨滴、雪などが
付着すると、モニター画像の映りが悪
くなりますので、濡れた柔らかい布で
汚れをふき取ったあと、乾いた柔らか
い布でふき取ってください。

● カメラ部には傷をつけないでください。
映像へ影響が出ることがあります。

● カメラレンズをアルコール、ベンジン、
シンナーなどでふかないでください。
変色などの原因になります。

 

バンパーの修理
バンパーにはレーダーセンサーが内蔵され
ているため、修理には細心の注意が必要で
す。
フロントバンパー、リヤバンパーを塗装、
修理する場合は必ず日産販売会社にご相談
ください。

■ レーダーセンサーの仕組み

レーダーセンサーからレーダー信号を発生
させ、その信号の反響により障害物を検出
します。

■ バンパーの修理

不適切なバンパー修理（異なる素材のパテ
使用や追加塗装など）を行うと、レーダー
信号が弱まったり, 正しく発信できなかった
りするため、障害物を正しく検出する事が
できなくなります。

レーダーセンサー★の取り扱い
システムを正しく作動させるために次のこ
とをお守りください。
●レーダーセンサーの性能が発揮できない
可能性があるため、以下は行わないでく
ださい。
― レーダーセンサー周辺へのステッカー
貼り付け、後付け部品の取り付け

― お客さまの手による塗装、修理
― フロントバンパー、リヤバンパーを改
造、脱着
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― レーダーセンサー周辺の鳥糞、虫、泥
などの付着の放置

― 衝突などによるレーダーセンサー周辺
の破損、傷つきの放置

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

システムを正しく作動させるため、次のこ
とをお守りください。
●カメラ前方のフロントガラスはいつもき
れいにしておいてください。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませて
ふき取ります。さらに乾いた柔らかい布
でふき取ります。

●カメラ前方のフロントガラスにステッ
カー（透明なものを含む）を貼らないで
ください。

●インストルメントパネル上に鏡や白い紙
などの光を反射しやすいものを置かない
でください。太陽光が反射し、カメラの
検知性能に影響が出るおそれがあります。

●カメラを取り外さないでください。故障、
誤作動の原因になります。事故などでカ
メラ周辺部が変形した場合は、日産販売
会社にご相談ください。

●フロントガラスが汚れていたり、マルチ
センシングフロントカメラの前が障害物
でふさがれていたり、カメラが前方を撮
像できないとき、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに「ヘッドランプ
警告」の警告メッセージ（ WEB）が
表示されることがあります。カメラの前
の障害物を取り除き、汚れを清掃してく
ださい。

フロントビュー／サイドビューカメ
ラの取り扱い

システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませてふき取ります。さらに乾い
た柔らかい布でふき取ります。

●衝突などでカメラ周辺を破損したときは、
日産販売会社で点検を受けてください。
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リヤビューカメラの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
アルコール、ベンジン、シンナーなどを
使用してカメラを清掃しないでください。
変色する原因となります。中性洗剤を薄
めて柔らかい布に含ませてふき取ったあ
と、乾いた柔らかい布でふいてください。

●光が反射するため、ナンバープレートに
アクセサリーを取り付けないでください。

●衝突などでカメラ周辺を破損したときは、
日産販売会社で点検を受けてください。

ソナーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
●ソナーはいつもきれいにしておいてくだ
さい。
汚れているときは、柔らかい布で傷つけ
ないように注意してふき取ってください。

●ソナーまたはその周辺に強い衝撃を与え
ないでください。またソナーの取り外し、
分解などをしないでください。故障、誤
作動の原因になります。事故などでソ
ナーの取り付け部が変形した場合は、日
産販売会社にご相談ください。

●ソナーまたはその周辺にステッカー（透
明なものを含む）を貼ったり、アクセサ
リーなどを取り付けないでください。故
障、誤作動の原因になります。

●ソナーの個数は車種により異なる場合が
あります。

内装のお手入れ

内装のお手入れについて

 アドバイス
 

● 車室内に水をかけないでください。
オーディオやスイッチ類、フロア下の
配線や電気部品などに水がかかると故
障するおそれがあります。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤や
酸、アルカリ性の溶剤を使用しないで
ください。変色やしみ、ひび割れ、塗
装はがれなどの原因となるおそれがあ
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ります。また、各種クリーナー類には、
これらの成分が含まれているおそれが
あるため、確認してからご使用くださ
い。

● オーディオやスイッチ類などの電装品、
ブレーキペダル周りにシリコーン（シ
リコン）を含むケミカル用品（スプ
レー、グリース、オイルなど）を使用
しないでください。電装品の故障につ
ながるおそれがあります。

● 消臭剤･芳香剤、化粧品･日焼け止めな
どは、容器からこぼしたりしないでく
ださい。また、吊り下げタイプの消臭
剤･芳香剤などは、内装部品に接触しな
いようにしてください。含まれる成分
によっては、内装部品に付着すると変
色やしみ、ひび割れ、塗装はがれなど
の原因となるおそれがあるため、付着
した場合は、すみやかに柔らかい布で
ふき取ってください。

● 塩素系（二酸化塩素や次亜塩素酸）の
洗浄液を使用しないでください。塗装
はがれやサビなどの原因となるおそれ
があります。やむをえず洗浄（除菌）
する場合は、エタノール75%以下をご
使用ください。エタノールを乾いた布
に含ませ、内装部品をふいてください。
エタノールがなくなるまでふき取って
ください。ふき残しがあると塗装はが
れや色落ちなどの原因となるおそれが
あります。エタノールは、引火性です
ので、火気に注意してください。

● 内装部品を固いもので擦ったり引っか
いたりしないでください。傷がつき、
破損するおそれがあります。

 

カーペットの汚れ取り
●電気掃除機でほこりを取り除き、日産純
正ルームクリーナーなどで汚れを落とし
てください。フロアカーペットを取り外
したときは、敷き直すときにフロアカー
ペットがずれないように固定クリップで
正しく確実に固定してください。

WEB

布、合成皮革の汚れ取り
●中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませ、
軽くふき取ります。さらに水に浸した布
を固くしぼってふき取ります。汚れがひ
どいときは、日産純正ルームクリーナー
などで汚れを落としてください。

メーター表面やその他光沢のあるプ
ラスチック部品の汚れ取り

●塵、ほこりを取り除き、柔らかい布を真
水に浸して、固くしぼってから軽くふき
取ります。
硬いブラシや布、ティッシュでこすると、
傷がつくことがあります。

 アドバイス
 

● 乾いた布やウェットティッシュなどを
使用しないでください。傷がついたり、
変色したりする原因になります。

● ワックスやコーティング剤、油などが
付着した布ではふかないでください。
変色の原因になります。

 

ガラスの汚れ取り
●バックドアガラスの内側を清掃するとき
は、熱線を切らないように水を含ませた
柔らかい布で熱線にそって軽くふいてく
ださい。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使用しな
いでください。

●ガラスの内側を清掃するときは、アンテ
ナ線を切らないように、水を含ませた柔
らかい布で軽くふいてください。

IRカット＆スーパーUVカット断熱
グリーンガラス★のお手入れ

フロントガラスの内側にはIRカット＆UV
カットコーティングがされています。
●フロントドアガラスの内側を清掃すると
きは、水または温水を含ませた柔らかい
きれいな布で早めに汚れをふき取ってく
ださい。

 アドバイス
 

● IRカット＆UVカットコーティングの傷
つきや劣化を防ぐため、次のことをお
守りください。
― フロントドアガラスの汚れがひどい
ときは、なるべく窓ガラスの開閉を
行わない。

― 清掃するときはコンパウンド（研磨
剤）入りのガラスクリーナー、アル
カリ性洗剤は使用しない。

― 砂などが付着している布で清掃をし
ない。
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インテリジェント ルームミラー★の
お手入れ

●ミラーやカメラ部は常にきれいな状態に
しておいてください。汚れなどが付いて
いると見えにくくなるおそれがあります。

●ミラーやカメラ部を清掃するときは、乾
いた柔らかい布などでそっとふいてくだ
さい。

●清掃するときはアルコール、ベンジン、
シンナーなどの薬品でミラーやカメラ部
をふかないでください。変色、劣化、故
障の原因となります。汚れがひどいとき
は、まず濡れた柔らかい布でふいてから
乾いた柔らかい布でふいてください。

●インテリジェントルームミラーカメラ
（ WEB）はいつもきれいにしておいて
ください。中性洗剤を薄めて柔らかい布
に含ませてふき取ります。さらに乾いた
布でふき取ります。
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サービスデータ

点検値

※：ブレーキが正常に作動しないときは、必ず日産販売会社で点検を受けてください。また、ブレーキペダルの高さの調節が必要なとき
も、日産販売会社にご相談ください。

交換油脂類
お車の性能を適正に保つため、弊社指定銘柄のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外をお使いになる場合、指定銘柄に相当する品質のものをお使いください。
記載の規定量は目安です。実際の量とは異なることがあります。
交換時期についてはメンテナンスノートをお読みください。

減速機オイル

※：必ず日産純正マチックフルードSを使用してください。日産純正マチックフルード以外のフルードを使用すると減速機が損傷するお
それがあります。

ブレーキフルード

電動パワートレイン冷却水

項目 点検値
ブレーキペダル※ 床板とのすき間

メーター内の走行可能表示灯［READY］が点灯時に約490N（50kg）で踏んだ
とき

135mm以上

適用 規定量 (ℓ) 指定銘柄

全車 1.35 日産純正マチックフルードS※

適用 規定量 (ℓ) 指定銘柄
全車 - 日産純正ブレーキフルードNo.2500（DOT3）

適用 規定量 (ℓ) 指定銘柄
PTCバッテリーヒーター付車 8.8※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2
PTCバッテリーヒーター無車 8.6※1
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※1：リザーバータンクの容量を含みます。
※2：走行用モーターやインバーターなどが破損するおそれがあるため、市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加しな

いでください。冷却水には、日産純正スーパーロングライフクーラントを必ずご使用ください。

ウォッシャー液

※：外気温に応じて濃度を調節してください。

車両仕様

6kW普通充電器（車載用）／急速充電

適用 規定量 (ℓ) 指定銘柄
全車 2.5 日産純正ウインドウォッシャー液※

項目 内容
入力電圧 AC 100V ～ 200V

定格周波数 50Hz／60Hz

最大定格電流 30A（6kW普通充電器（車載用））

漏電遮断器の検知電流 建屋側のブレーカーや接続している充電ケーブルによって異なります。（日産純正品充電ケーブ
ル：15mA）

EV充電モード／接続タイプ
Mode 2／Case B（普通充電、日産純正品充電ケーブルとの組み合わせ）
Mode 3／Case B/C（3kW普通充電、6kW普通充電、公共充電スタンドなど）
Mode 4／Case C（急速充電、V2H、V2L）

施工要求（短絡保護電流、保護機器
の情報）

過電流、過電圧対策手段は、国内の法規、基準に従うことが必要です。家屋、ビルの配線に適切
な過電流保護装置を必ず設置してください。

IP等級 IP44：充電中の充電ケーブル（コントロールボックス付）★と充電ポート結合部（日産純正品充
電ケーブルとの組み合わせ）

動作温度 車両の動作温度
保管温度 車両の保管温度
適合規格 SAE J1772 / EN61851-1 / EN61000-6-1 / EN61851-21 / EN61000-6-3 / IEC61851-1 / IEC61851-21

アダプタ 充電ポート部にアダプタを使用しないでください。
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タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口部に表示してありますので、確認してください。

外装ランプ
●次の外装ランプはすべてLEDです。
― 前照灯（ヘッドランプ）
― 後部霧灯（リヤフォグランプ）★
― アクセントランプ
― 車幅灯
― 番号灯
― 尾灯
― 制動灯
― ハイマウントストップランプ

― 後退灯
― 方向指示器 兼 非常点滅表示灯

イベントデータレコーダ（EDR）

車両データの記録・蓄積について
●イベントデータレコーダは一般的なデー
タレコーダとは異なり、会話などの音声
は記録しません。

●氏名、性別、年齢などの個人情報は記録
しません。

この車両に装備されている以下システムの
各コンピューターはイベントデータレコー
ダ機能を備えています。
以下システムの各コンピューターは正常に
作動しているかどうかを常に診断し、イベ
ントデータレコーダで車両が衝突したとき
などの車両データを記録・蓄積しています。

■ SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムが作動したとき、
もしくは一定以上の衝突が発生した場合に
下記車両データを記録・蓄積します。
●エアバッグシステムの作動に関する情報
●エアバッグシステムの故障診断情報

●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●車速などの車両情報

■ プロパイロットシステム★

プロパイロットシステムは下記車両データ
を記録・蓄積します。
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハン
ドルなどの操作状況

●先行車やレーンマーカーなどの検知状況
●車速などの車両情報
●プロパイロットの作動に関する情報
●プロパイロットの故障診断情報
●マルチセンシングフロントカメラの画像
情報（SRSエアバッグ、インテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ作動時）

■ プロパイロット2.0システム★

プロパイロット2.0システムは車両データ
を記録･蓄積します。

WEB

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ P.C.D. インセット

215/55R18 95H
18 × 6.5J

114.3mm
（5穴）

45mm
18 × 7J 50mm

235/45R19 95V 19 × 7.5J 50mm



サービスデータ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

151☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備　WEB：取扱説明書（電子）を参照願います

データの扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、イベントデータレコーダに記録さ
れたデータを日産自動車の車両衝突安全性
能の向上を目的として、取得・利用するこ
とがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することはあ
りません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

車両状態記録機能

車両状態の記録・蓄積について
車両状態記録機能は、下記車両データを記
録・蓄積します。
●車輪速などの車両走行情報

車両状態記録機能
●車両状態記録機能は一般的なデータレ
コーダとは異なり、会話などの音声や映
像は記録しません。

車両状態記録機能は品質維持を目的として、
車両の運行状態を記録・蓄積します。
車両状態記録機能から得られたデータを元
に的確なサービスを提供することができま
す。

データの取り扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、車両状態記録機能に記録された
データを日産自動車の車両衝突安全性能の
向上を目的として、取得・利用することが
あります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することはあ
りません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合
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